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苗
族
史
の
近
代
（
四
）

吉

開

将

人

一
、
苗
族
先
住
説
の
論
理
｜

漢
族
西
来
説
と
の
相
関

二
、
苗
族
史
論
の
系
譜
｜

西
欧
東
洋
学
か
ら
日
本
東
洋
学
へ

三
、
近
代
中
国
の
苗
族
史
論
｜
「
同
化
」「
排
除
」
と
清
末
民
族
論

四
、「
五
族
共
和
」
と
苗
族
先
住
説
｜
「
優
勝
劣
敗
」
か
ら
「
同
祖
」「
同
化
」
へ

五
、
西
来
説
と
土
着
史
観
｜

啓
蒙
か
ら
自
律
・
救
国
へ

﹇
以
上
、
前
篇
﹈

六
、「
東
北
」
と
「
西
南
」
の
あ
い
だ
｜

学
術
実
践
と
政
治
力
学

﹇
本
篇
﹈

七
、
民
族
学
の
展
開
と
苗
族
史
論
の
解
体
｜

民
族
学
者
の
歴
史
像

八
、
苗
族
エ
リ
ー
ト
と
苗
族
先
住
説
｜

地
域
・
民
族
主
義
と
苗
族
史
論

﹇
以
下
、
続
篇
﹈

九
、
国
共
両
政
権
と
苗
族
先
住
説
｜

苗
族
史
論
の
ゆ
く
え

十
、
ま
と
め
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前
稿
で
は
、
辛
亥
革
命
か
ら
一
九
三
〇
年
前
後
ま
で
の
中
国
国
内
に
お
け
る
各
種
民
族
史
論
に
つ
い
て
検
討
し
、
近
代
考
古
学
の
導
入

に
よ
っ
て
黄
河
流
域
を
中
心
に
先
史
・
原
史
文
化
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
中
原
の
上
古
史
観
が
外
来

説
か
ら
土
着
説
に
基
づ
く
も
の
へ
と
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
に
苗
族
先
住
説
が
形
を
変
え
、
中
国
知

識
人
に
よ
る
漢
族
形
成
に
つ
い
て
の
歴
史
的
理
解
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察

158
）

し
た
。

本
稿
で
は
、
中
国
内
地
の
漢
族
世
界
の
外
縁
と
そ
の
外
側
に
目
を
向
け
、
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
、

緊
張
高
ま
る
国
際
情
勢
の
中
で
、
中
国
知
識
人
た
ち
が
辺
境
地
域
と
辺
境
民
族
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
歴
史
像
を
描
き
出
し
た
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
注
目
す
る
の
は
、
前
章
で
論
じ
た
考
古
学
に
遅
れ
て
、
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
中
国
に
根
付
き
始
め

た
、
民
族
学
の
動
向
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
か
に
し
て
中
国
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
、
辺
境
に
つ
い
て
の
学
術
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
、
そ
し
て
そ
の
中
で
苗
族
史
論
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
、
内
地
の
漢
族
世
界
と
辺
境
の
非
漢
族
世
界
を
取
り
結
ん
だ
中
国
民
族
史
像

が
い
か
な
る
内
容
の
も
の
と
し
て
再
構
築
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

六
、「
東
北
」
と
「
西
南
」
の
あ
い
だ
｜

学
術
実
践
と
政
治
力
学

⑴「
東
北
」
史
論
と
民
族
史
観
｜

傅
斯
年

前
章
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
近
代
考
古
学
の
受
容
を
背
景
と
し
て
、
先
史
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
説
き
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
土
着
史
観
が
漢
族
西
来
説
と
苗
族
先
住
説
を
柱
と
し
て
き
た
従
来
型
の
先
住
民
史
観
に
取
っ
て
代
わ
り
、
黄
河
流
域
で
の
民
族

お
よ
び
文
化
の
土
着
性
と
自
律
的
発
展
を
強
調
す
る
歴
史
像
が
形
作
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
続
く
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
そ

苗
族
史
の
近
代
（
四
）
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う
し
た
歴
史
像
が
中
国
内
地
全
体
に
広
く
適
用
さ
れ
、
学
術
界
の
み
な
ら
ず
、
通
史
概
説
や
教
科
書
レ
ベ
ル
に
お
い
て
定
着
を

159
）

見
る
。
一

方
で
ま
た
こ
の
時
期
、
土
着
史
観
に
立
っ
た
民
族
史
論
は
、
文
明
形
成
の
表
舞
台
で
あ
る
中
原
地
域
や
中
国
内
地
の
枠
を
越
え
、
中
国
辺

境
地
域
に
も
広
く
適
応
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
国
境
地
帯
の
緊
張
感
が
高
ま
る
中
で
、
辺
境
民
族
の
土
着
性
を
め
ぐ
る
歴
史
的
議
論

が
、
政
治
的
意
味
を
持
つ
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
転
換
点
は
、
一
九
三
一
年
九
月
の
満
洲
事
変
と
、
続
い
て
起
き
た「
満
洲
国
」

の
建
国
に
あ
っ
た
。

「
満
洲
」の
地
は
、
民
国
初
年
以
来
、
中
国
国
内
に
お
い
て
、
学
術
的
に
は
周
縁
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
研
究
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
「
満
洲
国
」
の
建
国
に
よ
っ
て
国
土
の
一
角
を
失
い
、
以
後
そ
の
地
に
お
い
て
、
日
本
が
政
治
経
済
的
活
動
と
と
も
に
、
学
術

分
野
で
も
盛
ん
な
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
で
、
中
国
の
知
識
人
た
ち
は
大
い
に
刺
激
さ
れ
た
の
で

160
）

あ
る
。

当
時
、
政
治
の
中
心
は
す
で
に
首
都
南
京
に
移
転
し
て
い
た
が
、
学
術
の
中
心
は
旧
都
北
平
（
現
北
京
）
に
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

社
会
経
済
史
学
者
の
陶
希
聖
は
、
当
時
の
様
子
を
回
想
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

民
国
二
十
〔
一
九
三
一
〕
年
、
孟
真
〔
傅
斯
年
〕
は
北
平
に
あ
っ
て
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
所
長
の
職
に
あ
る
と
同

時
に
北
京
大
学
史
学
系
を
仕
切
っ
て
お
り
、
私
は
北
京
大
学
で
教
職
に
就
い
た
。
九
・
一
八
事
件
〔
満
洲
事
変
〕
が
勃
発
す
る
と
、

北
平
図
書
館
が
会
議
を
開
き
、
孟
真
と
私
は
と
も
に
参
加
し
た
。
彼
は
意
気
盛
ん
に
発
言
し
、「
学
者
は
何
を
し
て
国
に
報
い
る
か
」

と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。
皆
で
討
論
し
た
結
果
の
一
つ
は
、
中
国
通
史
を
編
纂
す
る
こ
と
だ
っ
た
（
陶
希
聖
「
傅
孟
真
先
生
」
一

九
五

161
）

〇
年
）。

国
土
の
危
機
に
直
面
し
た
知
識
人
た
ち
が
、
傅
斯
年
の
問
題
提
起
を
受
け
、「
報
国
」
の
た
め
に
計
画
し
た
の
は
、「
中
国
通
史
」
の
共

同
執
筆
だ

162
）

っ
た
。
そ
し
て
傅
斯
年
自
身
も
、「
満
洲
」
と
い
う
呼
称
を
退
け
、
中
国
独
自
の
「
東
北
」
地
域
の
通
史
と
し
て
、『
東
北
史
綱
』

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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の
刊
行
計
画
を
推
進
し
た
の
で

163
）

あ
る
。
満
洲
事
変
か
ら
一
年
後
の
一
九
三
二
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
そ
の
第
一
冊
は
、
傅
斯
年
自
身
が
執

筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

中
国
が
東
北
に
問
題
を
抱
え
て
数
十
年
に
な
る
。
…
…
東
北
の
歴
史
研
究
が
現
在
の
局
面
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
は
、
経
済
・
政
治

の
十
分
の
一
に
も
及
ば
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
み
な
歴
史
学
に
興
味
を
寄
せ
る
者
に
す
ぎ
ず
、
た
だ
能
力
を
尽

く
す
の
み
で
あ
る
。
自
分
が
で
き
な
い
と
し
て
そ
れ
を
放
っ
て
お
け
よ
う
か
。
こ
れ
が
私
た
ち
が
こ
れ
〔『
東
北
史
綱
』〕
を
著
す
第

一
の
動
機
で
あ
る
。

日
本
人
は
近
ご
ろ
「
満
蒙
は
歴
史
的
に
支
那
の
領
土
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
妄
説
を
世
に
吹
聴
し
て
い
る
。
…
…
東
北
が
中
国
で
あ

る
こ
と
は
、
そ
の
意
義
は
ま
さ
に
太
陽
や
月
が
天
に
あ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
歴
史
を
語
る
こ
と
は
も
と
も
と
無
関
係
の
も
の
で

あ
る
が
、
歴
史
的
に
論
ず
れ
ば
、
渤
海
の
三
面
は
み
な
中
土
〔
中
国
本
土
〕
文
化
の
発
祥
地
で
、
遼
東
一
帯
は
長
き
に
わ
た
り
中
国

の
郡
県
で
あ
り
、
…
…
こ
の
二
三
千
年
の
歴
史
を
見
て
も
、
東
北
が
中
国
で
あ
る
こ
と
は
、
江
蘇
や
福
建
が
中
国
で
あ
る
こ
と
と
違

い
は
な
い
の
で
あ
る
。

東
北
は
華
北
と
遠
古
に
お
い
て
〔
民
族
的
に
も
〕
同
種
で
あ
っ
た
。
渤
海
・
黄
海
を
取
り
巻
く
…
…
地
域
…
…
の
民
族
は
み
な
い

わ
ゆ
る
「
東
夷
」
で
、
ツ
ン
グ
ー
ス
族
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
…
…
ツ
ン
グ
ー
ス
は
、
黄
河
流
域
お
よ
び
長
江
下
流
域
の
民
族
を
構

成
し
た
基
本
的
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

近
年
、
極
東
に
お
い
て
は
考
古
学
が
非
常
に
発
達
し
、〔
仰
韶
文
化
を
発
見
し
た
〕
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
〔J.G

.A
n
d
ersso

n

〕
や
〔
北

京
原
人
を
発
見
し
た
〕
ブ
ラ
ッ
ク
〔D

a
v
id
so
n B

la
ck

〕
諸
氏
の
貢
献
に
よ
り
、
新
石
器
を
ま
じ
え
た
〔
金
石
併
用
〕
時
代
に
、
東

北
地
域
が
人
種
お
よ
び
文
化
的
に
す
で
に
華
北
と
一
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
す
で
に
知
っ
て
い
る
。
…
…
東
北
の
考
古
学

― ―4
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で
こ
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
の
は
、
両
氏
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
学
者
が
証
拠
と
す
る
も
の
で
も
、
異
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
日
本
の
東
京
〔
京
都
〕
帝
国
大
学
の
濱
田
耕
作
教
授
は
一
九
二
八
〔
二
七
〕
年
に
旅
順
の

子
窩
を
発
掘
し
、
…
…

付
篇
の
人
骨
研
究
は
、
京
都
帝
国
大
学
の
清
野
謙
次
教
授
に
よ
る
も
の
で
、
結
論
と
し
て
「
ま
と
め
る
と
、

子
窩
人
は
多
く
の
点

で
、
現
代
支
那
人
お
よ
び
朝
鮮
人
と
比
較
的
遠
く
、
石
器
時
代
の
仰
韶
村
人
お
よ
び
沙
鍋
屯
人
と
近
い
。
も
し

子
窩
人
と
現
代
の

人
種
と
の
形
質
的
関
係
を
考
え
る
な
ら
、
非
常
に
多
く
の
骨
格
の
形
質
に
お
い
て
、

子
窩
人
は
現
代
の
人
種
の
中
で
は
、
支
那
人

と
の
み
最
も
近
い
と
言
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
石
器
時
代
の

子
窩
人
は
、
現
代
支
那
人
の
祖
先
で
あ
る
と
言
う
の
が
、
最

も
通
じ
る
説
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
…
…
ツ
ン
グ
ー
ス
人
が
華
北
か
ら
東
北
に
移
り
住
ん
だ
民
族
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
中
国

人
は
そ
れ
と
共
通
す
る
基
本
を
持
つ
の
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
〔S

.M
.S
h
iro
k
o
g
o
ro
ff

〕
な
ど
の
諸
氏
が
述
べ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
推
測
に
か
か
わ
る
点
も
あ
る
の
で
、
詳
述
し
な
い
（
傅
斯
年
『
東
北
史
綱
』
一
九
三

164
）

二
年
）。

す
な
わ
ち
傅
斯
年
は
、
強
い
救
国
意
識
の
下
で
、
考
古
学
の
成
果
に
よ
っ
て
、
中
原
と
渤
海
沿
海
地
域
が
先
史
時
代
以
来
、
歴
史
的
関

係
を
保
ち
続
け
て
き
た
こ
と
を
主
張
し
、「
満
洲
」
の
地
を
中
国
内
地
と
歴
史
的
に
切
り
離
そ
う
と
す
る
日
本
の
「
満
洲
」
史
観
を
批
判
す

る
。
議
論
の
中
で
援
用
さ
れ
た
の
は
、
当
の
日
本
に
よ
る
遼
東
で
の
発
掘
成
果
で
あ
り
、
ま
た
前
稿
で
見
た
よ
う
に
こ
の
二
年
後
に
は
傅

斯
年
が
『
城
子
崖
』

165
）

序
文
で
厳
し
い
批
判
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（J.G

.A
n
d
ersso

n

）
に
よ
る
仰
韶
遺
跡
で
の
発
掘

成
果
で
あ
っ
た
。

こ
の
『
東
北
史
綱
』
中
文
版
に
先
立
っ
て
は
、
ま
ず
英
訳
本
が
刊
行

166
）

さ
れ
、
国
連
に
よ
っ
て
一
九
三
二
年
三
月
に
現
地
に
派
遣
さ
れ
た

リ
ッ
ト
ン
調
査
団
に
も
、「
満
洲
国
」
の
存
立
を
認
め
な
い
中
華
民
国
側
の
主
張
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
提
供
さ
れ
た
と

167
）

い
う
。

『
東
北
史
綱
』
の
中
で
傅
斯
年
が
批
判
の
矛
先
を
向
け
た
の
は
、
日
本
の
清
朝
史
家
の
矢
野
仁
一
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
「
満
洲
」
は
「
支

― ―5
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那
」
固
有
の
領
土
で
は
な
い
、
と
い
う
学
説
で
あ

168
）

っ
た
。
そ
の
批
判
に
答
え
る
か
た
ち
で
執
筆
さ
れ
た
の
が
、
矢
野
仁
一
『
満
洲
国
歴
史
』

で
あ
る
。
矢
野
は
そ
の
中
で
、
傅
斯
年
ら
の
議
論
に
対
し
て
反
駁
を
加
え
、
自
説
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
矢
野
が

そ
こ
で
中
原
の
民
族
史
に
つ
い
て
述
べ
た
以
下
の
内
容
で
あ
る
。

古
代
南
満
洲
に
お
い
て
支
那
人
の
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
は
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
支
那
人
の
み

で
、〔
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
〕満
洲
蒙
古
系
の
人
民
が
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
証
拠
が
な
い
以
上
、
南
満
洲
が
支
那
人
の
土
地
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
古
代
に
お
い
て
、
文
献
的
証
拠
を
残
し
得
る
よ
う
な
人
民
は
、
支
那
人
以

外
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
古
代
支
那
に
お
い
て
黄
河
流
域
に
苗
種
族
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
支

那
人
の
残
し
た
文
献
に
よ
っ
て
我
々
は
こ
れ
を
認
知
い
た
す
の
で
あ
り
ま
す
（
矢
野
『
満
洲
国
歴
史
』
一
九
三

169
）

三
年
）。

こ
こ
で
矢
野
は
、
傅
斯
年
の
依
拠
し
た
遼
東
で
の
考
古
学
的
デ
ー
タ
の
妥
当
性
を
認
め
つ

170
）

つ
も
、
文
献
に
非
漢
族
の
「
満
洲
蒙
古
系
の

人
民
」
が
「
南
満
洲
」
に
存
在
し
た
記
述
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
彼
ら
が
そ
の
地
に
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
証
拠
と
は
な
ら
な
い
と
し

て
、
傅
斯
年
の
主
張
に
対
し
、
苦
し
紛
れ
の
反
駁
を
加
え
て
い
る
。
そ
こ
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
原
で
の
「
苗
種
族
」

と「
支
那
人
」（
漢
族
）と
の
関
係
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
典
型
的
な
苗
族
先
住
説
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
先
住
民
史
観
が
容
易
に
見
て
取
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
矢
野
仁
一
は
「
満
洲
」
に
お
け
る
「
満
洲
蒙
古
系
の
人
民
」
と
「
支
那
人
」
と
の
関
係
を
、
黄
河
流
域
の
中
原
に
お
け
る
「
苗

種
族
」
と
「
支
那
人
」
と
の
歴
史
的
関
係
に
重
ね
、
先
住
者
で
あ
る
前
者
を
外
来
者
で
あ
る
後
者
が
圧
倒
し
て
い
く
過
程
と
し
て
、
歴
史

像
を
描
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
、
日
中
両
国
の
歴
史
学
界
の
間
で
対
立
点
と
し
て
現
れ
た
「
満
洲
」
史
論
争
と
は
、「
満
洲
」
の
地
の
先
住
民

族
を
ど
の
よ
う
な
民
族
系
統
と
し
て
歴
史
的
に
評
価
す
る
か
と
い
う
、
二
つ
の
異
な
る
民
族
史
観
を
め
ぐ
っ
て
起
き
た
民
族
史
論
争
に
他
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な
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
矢
野
は
そ
れ
を
今
日
の
漢
族
と
は
別
系
統
の
先
住
民
族
で
あ
っ
た
と
し
、「
満
洲
国
」建
国
の
正
当

性
を
含
意
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
傅
斯
年
は
、
そ
れ
を
今
日
の
漢
族
と
関
係
性
の
強
い
「
東
夷
」
の
一
部
と
し
て
、
漢
族
と
そ
れ
が
「
同

祖
」
の
土
着
民
族
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で

171
）

あ
る
。

⑵
啓
蒙
か
ら
救
国
へ
｜

顧

剛

以
上
、
傅
斯
年
を
中
心
に
、
満
洲
事
変
以
後
の
中
国
知
識
人
が
抱
い
た
救
国
意
識
と
、
辺
境
に
対
す
る
学
術
実
践
と
の
関
係
に
つ
い
て

論
じ
た
。
矢
野
と
傅
斯
年
の
論
争
が
行
な
わ
れ
て
い
た
頃
、
北
平
で
は
歴
史
学
者
の
顧

剛
に
よ
っ
て
も
、
独
自
の
学
術
実
践
が
展
開
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
顧

剛
が
主
宰
し
た
禹
貢
学
会
に
よ
る
辺
境
歴
史
地
理
研
究
で
あ
る
。
一
九
三
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
会
誌
『
禹
貢

半
月
刊
』
創
刊
号
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

こ
の
数
十
年
の
間
、
我
々
は
帝
国
主
義
者
の
圧
迫
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
受
け
、
そ
の
た
め
民
族
意
識
は
激
し
く
盛
り
上
が
り
、
非

常
に
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
識
の
下
で
、
中
国
通
史
を
手
に
し
、
自
民
族
の
構
成
が
一
体
い
か
な
る
も
の
で
、
結
局
ど
の
地

域
が
自
分
た
ち
に
帰
属
す
べ
き
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
読
ん
で
み
た
い
と
、
皆
が
望
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
仕
事
の
難
し
さ
は
、

実
際
の
と
こ
ろ
一
般
の
人
の
想
像
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
民
族
と
地
理
は
不
可
分
な
二
つ
の
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
我
々
の
地
理
学

が
発
達
し
て
い
な
い
以
上
、
民
族
史
の
研
究
は
ど
う
し
て
根
拠
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
（
顧

剛
・
譚
其

「
発
刊
詞
」
一
九

三

172
）

四
年
）。

こ
の
よ
う
に
顧

剛
は
、
同
会
の
目
指
す
辺
境
歴
史
地
理
の
研
究
を
、
最
終
的
な
課
題
で
あ
る
「
民
族
史
」（
中
国
通
史
）
編
纂
の
た
め

の
前
提
条
件
と
位
置
付
け
て
い
た
。
そ
の
思
い
は
、
前
述
の
傅
斯
年
の
「
報
国
」
意
識
と
も
共
通
す
る
も
の
と
言
え
る
。
彼
ら
に
よ
る
研
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究
と
は
、
単
純
な
学
術
性
だ
け
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
日
本
の
中
国
へ
の
野
心
に
対
す
る
救
国
意
識
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で

173
）

あ
る
。
そ
の
点
は
、
顧

剛
に
よ
り
、
一
九
三
六
年
に
政
府
関
係
者
に
対
し
、
政
策
提
言
と
し
て
提
出
さ

174
）

れ
た
、

以
下
の
一
文
に
、
よ
り
明
白
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
禹
貢
学
会
は
、
初
め
は
た
だ
学
校
で
の
講
義
を
拡
大
し
た
も
の
を
主
題
と
し
て
研
究
し
、
民
族
地
理
の
資

料
を
探
し
集
め
、
分
業
で
協
力
し
、
将
来
の
系
統
だ
っ
た
著
作
に
備
え
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
強
力
な
隣
国
〔
日
本
〕
が

残
虐
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
、
亡
国
の
日
が
迫
る
と
、
期
せ
ず
し
て
と
も
に
民
族
主
義
の
旗
の
下
に
結
集
し
、
ま
た
敵
が
我
が
土
地

を
蚕
食
し
、
国
境
が
そ
の
圧
迫
を
受
け
る
と
、
こ
ぞ
っ
て
辺
境
歴
史
地
理
の
研
究
に
向
か
い
、
満
洲
・
蒙
古
・
回
・
チ
ベ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
い
ず
れ
も
研
究
者
を
得
た
の
で
あ
る
。
…
…
本
会
の
地
理
沿
革
史
お
よ
び
民
族
史
研
究
の
計
画
…
…
の
有
用
性
に
つ
い
て
は
、

事
が
国
家
の
大
計
に
か
か
わ
り
、
目
前
で
強
敵
が
虎
視
眈
々
と
し
て
お
り
、
後
方
で
奸
人
が
密
か
に
伺
っ
て
い
て
、
公
開
す
る
の
は

適
当
で
な
い
の
で
、
内
々
に
述
べ
る
次
第
で
あ
る
（
顧

剛
「
禹
貢
学
会
研
究
辺
疆
計
画
書
」
一
九
三

175
）

六
年
）。

同
文
で
顧

剛
は
、
こ
れ
に
続
け
て
、
清
代
道
光
年
間
以
後
の
辺
境
の
危
機
に
際
し
、
経
世
致
用
の
学
と
し
て
発
展
を
見
せ
た
清
末
の

辺
境
研
究
に
つ
い
て
回
顧
す
る
。
彼
は
、
列
強
の
侵
略
を
受
け
た
清
末
の
状
況
に
現
在
を
重
ね
、
か
つ
て
の
辺
境
研
究
の
反
省
の
上
に
立

ち
、
そ
れ
に
続
く
二
度
目
の
救
国
運
動
と
し
て
自
ら
の
活
動
を
位
置
付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑶
満
洲
事
変
前
夜
｜

一
九
二
〇
年
代
末
広
州
と
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
創
設

以
上
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
北
平
で
学
術
界
を
主
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
傅
斯
年
と
顧

剛
が
、
一
九
三
一
年
の
満
洲
事
変
以
後
、

い
か
に
し
て
救
国
意
識
を
高
揚
さ
せ
、
そ
の
中
で
辺
境
に
対
し
て
い
か
な
る
歴
史
学
的
実
践
を
試
み
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
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述
べ
た
。

二
人
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
時
期
、
中
原
地
域
を
中
心
と
す
る
上
古
史
研
究
に
専
ら
関
心
を
向
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前

章
で
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
で
は
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
、
彼
ら
ど
の
よ
う
な
辺
境
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

上
で
見
た
満
洲
事
変
以
後
の
辺
境
認
識
と
、
い
か
な
る
関
係
を
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
末
の
広
州
に
目
を
向
け
、
当
時
の
複
雑
な
学
術
動
向
に
つ
い
て
整
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

辛
亥
革
命
を
経
て
中
華
民
国
が
建
国
さ
れ
る
と
、
当
初
は
、
北
京
政
府
の
首
都
で
文
化
的
中
心
地
で
あ
っ
た
北
京
を
核
と
し
て
学
術
が

展
開
し
た
。
し
か
し
一
九
二
六
年
頃
か
ら
、
北
京
の
軍
閥
政
府
に
よ
る
政
治
的
弾
圧
や
経
済
不
安
を
避
け
、
多
く
の
知
識
人
た
ち
が
次
々

と
南
下
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
こ
の
時
期
、
新
た
に
政
治
・
学
術
の
中
核
と
な
っ
た
の
は
、
北
京
政
府
に
対
抗
す
る
国
民
政
府

の
首
都
、
広
東
広
州
で
あ
っ
た
。
中
華
民
国
の
学
術
は
、
こ
の
時
期
、
南
方
の
広
州
で
再
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

顧

剛
も
、
一
九
二
六
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
広
州
へ
と
南
下
し
た
。
傅
斯
年
も
ま
た
、
欧
州
留
学
か
ら
の
帰
国
先
と
し
て
、
北
京

で
は
な
く
広
州
を
選
び
、
一
九
二
六
年
十
二
月
、
広
州
の
中
山
大
学
に
文
学
院
院
長
と
し
て
着
任
し
た
。
こ
の
時
期
、
彼
ら
が
広
州
な
ど

南
方
で
展
開
し
た
種
々
の
学
術
活
動
は
、
そ
の
地
に
各
種
の
学
術
団
体
・
機
関
を
組
織
・
設
立
す
る
機
運
を
生
み
出
し
た
。
折
り
し
も
、

世
界
に
お
け
る
学
術
研
究
は
、
個
人
研
究
も
し
く
は
同
学
の
士
の
サ
ロ
ン
的
研
究
か
ら
、
研
究
者
の
エ
リ
ー
ト
集
団
に
よ
る
組
織
的
研
究

へ
と
軸
足
を
移
し
つ
つ
あ
っ
た
。
欧
米
留
学
経
験
を
持
つ
新
し
い
タ
イ
プ
の
知
識
人
た
ち
が
帰
国
し
、
集
権
的
国
家
体
制
を
目
指
す
南
京

国
民
政
府
が
誕
生
す
る
中
で
、
広
州
な
ど
南
方
で
の
試
み
は
、
中
華
民
国
の
学
術
を
発
展
さ
せ
る
新
た
な
礎
と
な
っ
て
い
く
の
で

176
）

あ
る
。

南
方
辺
境
の
重
要
性
が
学
術
界
で
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
、
軍
閥
統
治
下
の
北
京
で
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は

177
）

な
い
。
し
か
し
、
顧

剛
や
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傅
斯
年
に
代
表
す
る
知
識
人
た
ち
の
活
動
が
、
新
た
に
南
方
の
厦
門
や
広
州
を
拠
点
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、

南
方
辺
境
の
重
要
性
が
中
国
学
術
界
に
広
く
認
知
さ
れ
る
上
で
、
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

顧

剛
は
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
上
古
史
の
新
た
な
研
究
に
専
心
し
た
一
九
二
〇
年
代
の
半
ば
ま
で
の
時
期
、
中
国
初
の
近
代
的
人
文

総
合
研
究
組
織
で
あ
る
北
京
大
学
研
究
所
国
学
門
の
助
教
と
し
て
、
北
京
に
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
二
六
年
八
月
に
は
北
京
を
離
れ
、
福

建
の
厦
門
大
学
へ
と
移
る
。
同
年
十
月
、
厦
門
大
学
に
は
、
北
京
大
学
研
究
所
国
学
門
に
倣
っ
た
付
置
研
究
所
と
し
て
、
国
学
研
究
院
が

成
立
す
る
が
、
顧

剛
は
厦
門
大
学
で
魯
迅
と
の
紛
糾
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
彼
は
、
北
京
大
学
時
代
か
ら
の
旧
知
で
あ
る

傅
斯
年
の
誘
い
を
受
け
、
一
九
二
七
年
十
月
に
厦
門
大
学
か
ら
広
東
広
州
の
第
一
中
山
大
学
（
後
の
中
山
大
学
）
へ
と
移
り
、
傅
斯
年
を

主
任
と
す
る
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
の
創
設
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
中
国
の
政
局
は
、
風
雲
急
を
告
げ
て
い
た
。
広
州
を
出
発
し
軍
閥
打
倒
を
目
指
し
た
国
民
革
命
軍
に
よ
る
北
伐
は
快
進
撃

を
果
た
し
、
一
九
二
七
年
四
月
、
南
京
に
新
た
に
国
民
政
府
が
樹
立
さ
れ
る
。
同
月
、
国
民
政
府
は
、
国
民
党
の
元
老
で
あ
る
蔡
元
培
ら

の
意
向
を
受
け
、
中
華
民
国
大
学
院
（
文
部
省
）
と
国
立
ア
カ
デ
ミ
ー
で
あ
る
中
央
研
究
院
の
創
設
を
決
定
す
る
。

中
央
研
究
院
は
一
九
二
七
年
十
一
月
、
大
学
院
院
長
（
文
部
大
臣
）
蔡
元
培
を
研
究
院
院
長
兼
任
と
し
、
中
国
初
の
国
立
ア
カ
デ
ミ
ー

と
し
て
成
立
を
見
る
。
そ
し
て
そ
の
翌
一
九
二
八
年
三
月
、
中
華
民
国
大
学
院
は
、
中
央
研
究
院
に
歴
史
語
言
研
究
所
を
設
置
す
る
こ
と

を
決
定
し
、
広
州
の
傅
斯
年
と
顧

剛
を
そ
の
常
務
籌
備
（
準
備
）
員
に
任
命
し
て
、
設
立
準
備
に
着
手
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
二
人
は
か

つ
て
校
長
蔡
元
培
の
も
と
で
北
京
大
学
に
学
び
、
そ
の
薫
陶
に
浴
し
て
い
た
。
南
方
で
二
人
が
立
ち
上
げ
た
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究

所
の
実
績
が
評
価
さ
れ
て
、
そ
の
成
果
が
中
央
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
へ
と
合
流
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

中
央
研
究
院
自
体
も
、
成
立
間
も
な
い
一
九
二
八
年
四
月
に
は
、
研
究
院
そ
の
も
の
の
総
合
的
科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
広
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西
科
学
調
査
団
」
の
派
遣
を
計
画
し
、
南
方
辺
境
に
位
置
す
る
広
西
内
陸
部
を
中
心
に
、
動
植
物
標
本
の
採
集
と
、
地
質
お
よ
び
「
風
俗

〔
民
俗
〕
人
種
〔
民
族
〕」
に
関
す
る
調
査
を
実
際
に
行
な
っ
て
い
る
。「〔
南
京
国
民
政
府
管
轄
下
の
〕
各
省
の
な
か
で
秩
序
が
最
も
優
れ

〔
安
定
し
て
お
り
〕
科
学
〔
研
究
の
〕
資
料
が
最
も
豊
か
と
称
さ
れ
る
広
西
」
に
、「
気
象
」「
地
質
」「
動
植
物
」「
農
林
」「
人
類
及
考
古
」

「
風
俗
〔
民
俗
〕」
の
各
分
野
の
研
究
者
を
派
遣
す
る
こ
と
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
身
で
あ

178
）

っ
た
。
中
央
研
究
院
が
、
成
立
当
初
か
ら
、

未
開
拓
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
南
方
辺
境
地
域
に
関
心
を
向
け
、
国
家
事
業
と
し
て
学
術
研
究
を
推
進
す
る
強
い
意
志
を
も
っ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

傅
斯
年
と
顧

剛
は
ま
さ
に
そ
の
南
方
の
地
に
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
五
月
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
設
立
の
準
備
段

階
に
あ
っ
た
当
時
、
傅
斯
年
は
「
歴
史
語
言
研
究
所
工
作
之
旨
趣
」
と
い
う
一
文
を
執
筆
す
る
。
そ
の
中
で
彼
は
、
研
究
所
が
目
指
す
べ

き
研
究
分
野
と
し
て
、「
文
籍
考
訂
」「〔
歴
史
〕史
料
徴
集
」「
考
古
」「
人
類
及
民
物
」「
比
較
芸
術
」「
漢
語
」「
西
南
語
」「
中
央
亜
細
亜

語
」「
語
言
学
」を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
広
州
を
拠
点
と
し
た
地
域
色
あ
る
研
究
分
野
と
し
て
、
言
語

学
で
は
漢
語
各
方
言
、
人
類
学
で
は
漢
族
お
よ
び
漢
族
以
外
の
「
小
民
族
」
の
調
査
研
究
を
挙
げ
、
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

述

179
）

べ
た
。私

た
ち
が
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
〔
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
〕
研
究
所
は
、
そ
の
半
分
を
広
州
に
所
在
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

広
州
の
周
辺
は
言
語
学
と
人
類
学
の
材
料
に
最
も
富
ん
で
い
る
。
…
…
広
東
省
内
お
よ
び
隣
接
の
省
に
は
非
常
に
多
く
の
種
類
の
方

言
が
あ
り
、
…
…
人
類
学
の
材
料
と
し
て
は
、
漢
族
以
外
に
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
小
民
族
が
い
て
、
漢
族
内
部
に
も
い
く
つ
か
の
異

な
る
区
分
や
暮
ら
し
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
最
も
貴
重
な
材
料
は
お
そ
ら
く
徐
々
に
開
化
と
〔
外
界
と
の
〕
交
流
に
よ
っ
て
消
滅
す
る

も
の
で
あ
り
、
急
い
で
収
集
に
着
手
し
た
い
と
考
え
る
。
…
…
私
た
ち
は
読
書
を
す
る
人
で
は
な
い
。
た
だ
天
の
果
て
か
ら
地
の
底
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ま
で
、
手
足
を
動
か
し
て
資
料
を
探
す
の
み
で
あ
る
（
傅
斯
年
「
歴
史
語
言
研
究
所
工
作
之
旨
趣
」
一
九
二
八
年
五
月
）。

文
中
に
見
え
る
「
小
民
族
」
と
は
、
広
州
の
立
地
を
前
提
と
し
て
言
う
の
だ
か
ら
、
西
南
辺
境
民
族
を
意
味
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
う
し
て
、
新
設
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
で
は
、
歴
史
と
言
語
を
二
つ
の
柱
と
し
つ
つ
、
西
南
辺
境
民
族
を
研
究
対
象
に
含
む

学
術
体
制
が
形
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
西
南
辺
境
民
族
に
対
す
る
研
究
は
、
そ
の
後
の
民
国
学
術
史
の
中
で
主

要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
創
設
の
地
が
、
南
方
の
広
州
で
あ
っ
た
と
い
う
歴

史
的
条
件
を
抜
き
に
は
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

⑷
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
と
西
南
辺
境
民
族
研
究

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
成
立
の
際
に
、
西
南
辺
境
民
族
が
主
要
な
研
究
分
野
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
経
緯
は
、
以
上
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
背
景
を
考
え
る
上
で
、
上
記
の
地
理
的
条
件
に
加
え
、
同
時
期
の
広
州
に
存
在
し
た
も
う
一
つ
の
研
究

機
関
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
七
年
十
一
月
に
主
任
傅
斯
年
を
中
心
に
、
着
任
間
も
な
い
顧

剛
も

参
加
し
て
設
立
準
備
が
始
め
ら
れ
、
一
九
二
八
年
一
月
に
正
式
な
成
立
を
見
た
、
中
山
大
学
の
付
置
研
究
所
、
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研

究
所
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
一
九
二
八
年
三
月
に
中
華
民
国
大
学
院
が
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
設
置
を
決
め
た
時
点
で
は
、
広

州
で
す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
た
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
を
、
大
学
院
が
接
収
す
る
構
想
も
あ
っ
た
と
見
ら

180
）

れ
る
。
で
は
、
そ
れ

は
一
体
ど
の
よ
う
な
研
究
所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
は
、創
設
に
先
立
つ
一
九
二
七
年
八
月
、「
広
東
及
隣
省
之
民
俗
及
人
類
学
材
料
徴
集（
創
設
人
類
学
館
）」

を
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
て

181
）

お
り
、
後
に
成
立
を
見
る
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
と
同
様
に
、
言
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語
学
と
歴
史
学
に
加
え
、
人
類
学
を
当
初
か
ら
研
究
領
域
の
一
つ
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所

は
、
実
際
に
そ
の
分
野
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
各
種
実
績
も
上
げ
て
い
る
。

一
九
二
七
年
十
一
月：

広
西
の
「

山
」
に
向
か
っ
た
中
山
大
学
生
物
学
系
教
授
の
辛
樹
幟
ら
と
連
携
し
な
が
ら
「

人
」（
現
瑶
族
）

風
俗
に
つ
い
て
情
報

182
）

収
集

一
九
二
八
年

二
月：

「

狼
苗

黎
蛋
等
民
族
研
究
」
の
特
別
号
を
計
画
し
、
諸
民
族
の
写
真
や
論
文
の
投
稿
を

183
）

募
集

一
九
二
八
年

七
月：

「
西
南
民
族
研
究
」
特
集
号

184
）

刊
行

シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
（S

.M
.S
h
iro
k
o
g
o
ro
ff

）
と
楊
成
志
ら
を
雲
南
に
派
遣
し
て
「

」（
現

族
）

185
）

調
査

一
九
二
八
年

九
月：

「

山
調
査
」
特
集
号
刊
行
、
辛
樹
幟
ら
が
行
な
っ
た
「

山
」
で
の
調
査
と
民
族
資
料
の
収
集
成
果
な
ど
を

186
）

紹
介

こ
の
よ
う
に
、
設
立
当
初
は
「
広
東
及
隣
省
之
民
俗
及
人
類
学
」
と
漠
然
と
示
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
研
究
領
域
が
、
わ
ず
か

一
年
以
内
の
間
に
「

人
」「
苗
」「

」
な
ど
の
具
体
的
な
諸
民
族
へ
と
広

187
）

が
り
、
広
西
か
ら
雲
南
に
ま
た
が
る
広
大
な
地
域
の
「
西

南
民
族
」
を
対
象
と
す
る
ま
で
に
な
っ
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

こ
の
時
期
の
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
の
は
、
主
任
の
傅
斯
年
で
あ
り
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

の
所
長
を
兼
任
し
て
留
守
が
ち
な
傅
斯
年
を
、
補
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
は
顧

剛
で
あ
っ
た
。
彼
ら
二
人
に
よ
る
設
立
準
備
段
階

を
経
て
、
同
じ
広
州
で
一
九
二
八
年
十
月
に
成
立
し
た
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
お
い
て
、
西
南
辺
境
民
族
の
研
究
が
主
要
領
域

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
背
景
に
は
、
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
で
の
こ
う
し
た
実
績
が
前
提
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
南
方
の
民
族
研
究
と
い
う
点
で
は
、
中
山
大
学
赴
任
前
に
顧

剛
が
籍
を
置
い
て
い
た
厦
門
大
学
国
学
研
究
院
が
、
一
九
二
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七
年
に
民
俗
学
の
資
料
収
集
を
計
画
し
た
際
、
そ
の
項
目
の
一
つ
と
し
て
、
伝
説
・
民
間
歌
謡
と
並
び
、「
苗
民
（
或
散
居
各
地
之
盤
・
雷
・

藍
等
姓
）
之
生
活
状
況
」
を
含
ん
で
い
た
こ
と
も
注
目
に
値

188
）

す
る
。

一
九
二
〇
年
代
末
広
州
に
お
け
る
西
南
辺
境
民
族
へ
の
学
術
的
関
心
は
、
厦
門
大
学
、
中
山
大
学
、
中
央
研
究
院
へ
と
連
な
る
学
術
史

的
展
開
の
中
で
、
新
た
な
学
術
体
制
の
構
築
を
目
指
す
傅
斯
年
と
顧

剛
ら
の
活
動
を
背
景
に
、
一
連
の
系
譜
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

⑸
一
九
二
〇
年
代
末
広
州
に
お
け
る
西
南
辺
境
民
族
へ
の
眼
差
し

西
南
辺
境
民
族
は
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
で
、
広
州
の
二
つ
の
研
究
所
に
お
い
て
、
研
究
対
象
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
で
は
こ
の
当
時
、
傅
斯
年
や
顧

剛
は
、
西
南
辺
境
民
族
そ
の
も
の
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
関
心
を
向
け
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。前

述
し
た
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
が
一
九
二
八
年
七
月
に
刊
行
し
た
「
西
南
民
族
研
究
」
特
集
号
で
、
そ
の
特
集
号
が
生
ま
れ

る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
当
時
、
研
究
所
で
出
版
物
の
編
集
を
担
当
し
て
い
た
民
俗
学
者
の
鍾
敬
文
が
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

お
よ
そ
二
三
ヶ
月
前
の
あ
る
日
、
私
と
紹
孟
〔
余
永
梁
〕
は
編
集
室
で
雑
談
を
し
て
い
て
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
わ
が
国
西
南
部

の
漢
人
以
外
の
各
民
族
の
問
題
に
及
び
、
そ
こ
で
私
た
ち
は
〔
研
究
所
の
学
術
誌
で
あ
る
〕『
語
言
歴
史
学
〔
研
究
所
〕
週
刊
』
で
特

集
号
を
出
す
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
（
鍾
敬
文
「

民
略
考
」
一
九
二
八
年

189
）

五
月
）。

彼
ら
が
そ
れ
を
企
画
し
た
き
っ
か
け
は
、
日
常
の
偶
然
の
産
物
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
す
る
。
で
は
、
広
州
に
暮
ら
す
彼
ら
に
と
っ
て
、
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当
時
、
西
南
中
国
の
非
漢
族
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
こ
の
当
時
彼
ら
の
周
辺
で
起
き
た
一
つ

の
出
来
事
が
注
目
に
値
す
る
。
同
じ
特
集
号
に
収
録
さ
れ
た
一
文
の
中
で
、
研
究
所
の
関
係
者
で
あ
っ
た
陳
錫
襄
が
、
以
下
の
よ
う
な
興

味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

〔
広
東
内
陸
部
の
〕
連
県
の

民
〔
現
瑶
族
〕
が
広
州
に
来
た
の
は
、
…
…
何
か
の
会
議
に
参
加
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。〔
三

月
二
七
日
の
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
〕
研
究
所
の
〔
第
一
次
〕
会
議
で
は
、
も
と
も
と
彼
ら
に
舞
踊
を
見
せ
に
来
る
よ
う
に
依
頼
す

る
こ
と
を
議
決
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
な
ぜ
だ
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
四
月
五
日
六
日
の
二
晩
に
、
東
山
孤
児
院
が
、
募
金
を
集
め

る
た
め
に
彼
ら
に
舞
踊
を
見
せ
に
来
る
よ
う
に
依
頼
し
た
…
…
が
、
六
日
の
晩
に
行
っ
て
み
る
と
、
二
時
間
余
り
待
っ
て
も

民
の

芸
術
家
た
ち
は
現
れ
な
か
っ
た
。
…
…
翌
日
の
午
後
、
…
…
バ
ス
に
乗
る
と
…
…
静
聞
〔
鍾
敬
文
〕
た
ち
が
座
っ
て
い
る
の
を
見
か

け
、
…
…
彼
ら
が
言
う
に
は
、

民
を
訪
ね
に
行
く
と
こ
ろ
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
…
…
一
行
に
は
、
紹
孟
〔
余
永
梁
〕・
静
聞
の
ほ

か
に
、
楊
成
志
と
劉
万
章
の
二
人
が
い
た
。
…
…

民
の
〔
広
州
滞
在
中
の
〕
住
居
は
、
…
…
私
た
ち
が
入
っ
て
い
く
と
、
…
…
非

常
に
多
く
の
（
実
際
は
わ
ず
か
数
人
だ
が
、
初
め
て
の
こ
と
で
、
特
に
多
め
に
感
じ
た
の
で
あ
る
）
い
わ
ゆ
る

民
が
見
え
…
…
た
。

…
…
彼
ら
の
容
貌
は
、
二
三
人
が
北
米
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
酷
似
し
て
い
た
ほ
か
は
、
み
な
漢
人
と
違
い
が
な
か
っ
た
。
…
…
彼
ら

の
中
に
は
銀
の
耳
輪
を
つ
け
て
い
る
者
が
い
て
、
多
く
の
者
た
ち
は
手
に
刻
み
タ
バ
コ
の
〔
葉
を
入
れ
る
〕
袋
を
持
っ
て
い
た
。
誰

だ
か
忘
れ
た
が
、
同
行
者
の
一
人
が
「
ほ
ら
彼
ら
も
タ
バ
コ
を
吸
う
ん
だ
よ
」
と
、
ま
る
で
新
大
陸
で
も
発
見
し
た
か
の
よ
う
に
得

意
に
な
っ
て
言
っ
た
（
陳
錫
襄
「

民
訪
問
記
」
一
九
二
八
年

190
）

五
月
）。

広
州
で
暮
ら
す
彼
ら
に
と
っ
て
、
同
じ
広
東
省
内
と
は
い
え
、
内
陸
部
に
暮
ら
す
「

民
」
に
接
す
る
の
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
新
鮮
な
出
来
事
と
し
て
好
奇
心
を
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「

民
」と
の
出
会
い
が
、
鍾
敬
文
や
余
永
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梁
ら
に
、
特
集
号
の
出
版
に
向
け
て
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

顧

剛
に
つ
い
て
も
、
連
県
の
「

民
」
が
広
州
に
滞
在
し
た
こ
の
時
、
四
月
五
日
に
は
傅
斯
年
と
連
れ
立
っ
て
培
正
学
校
に
出
向
い

て
彼
ら
の
舞
踊
を
参
観
し
、
七
日
に
は
傅
斯
年
や
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
（S
.M

.S
h
iro
k
o
g
o
ro
ff

）
と
彼
ら
の
住
居
に
聞
き
取
り
調
査
に
出
向

く
な
ど
、
強
い
関
心
を
向
け
た
様
子
が
う
か
が

191
）

え
る
。
管
見
の
限
り
、
顧

剛
が
南
方
滞
在
時
に
民
族
地
域
を
直
接
訪
ね
た
こ
と
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
が
、
広
州
で
の
こ
う
し
た
経
験
は
、
上
古
史
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
頃
の
北
京
で
の
生
活
で
は
得
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
も
の
で

あ
り
、
新
天
地
で
暮
ら
す
顧

剛
に
鮮
烈
な
印
象
を
残
し
た
に
違
い
な
い
。

⑹
傅
斯
年
・
顧

剛
に
見
る
西
南
辺
境
民
族
観
と
学
術
意
識

一
方
で
、
当
時
の
傅
斯
年
・
顧

剛
ら
の
西
南
辺
境
民
族
へ
の
関
心
が
、
今
日
的
な
人
類
学
民
族
学
の
範
疇
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
性

質
を
備
え
て
い
る
こ
と
も
、
見
逃
せ
な
い
点
で
あ
る
。

先
に
紹
介
し
た
「
歴
史
語
言
研
究
所
工
作
之
旨
趣
」
と
同
時
掲
載
の
、
一
九
二
八
年
五
月
に
傅
斯
年
が
提
議
し
た
も
の
と
さ
れ
る
文
書

に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

西
南
各
民
族
の
問
題
は
、
事
実
上
、
中
国
史
に
お
い
て
そ
れ
以
上
に
重
要
な
も
の
が
な
い
問
題
で
あ
り
、〔
問
題
と
す
べ
き
も
の
は
〕

も
と
よ
り
言
語
に
限
ら
な
い
が
、
西
南
民
族
の
言
語
の
研
究
は
、
彼
ら
に
つ
い
て
認
識
す
る
第
一
歩
で
あ
る
。
ま
し
て
や
こ
れ
ら
の

言
語
は
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
・
シ
ャ
ム
〔
タ
イ
〕
お
よ
び
雲
南
・
貴
州
・
広
西
・
四
川
な
ど
の
地
の
非
漢
族
、
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
・

シ
ナ
語
系
の
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
支
、
あ
る
い
は
漢
・
シ
ャ
ム
支
に
属
す
る
も
の
で
、
漢
語
の
同
族
で
あ
り
、
漢
語
の
研
究
、
特
に

古
代
漢
語
の
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
言
語
と
の
比
較
に
大
い
に
頼
る
。
も
ち
ろ
ん
現
在
の
イ
ン
ド
・
シ
ナ
語
系
の
比
較
言
語
学
は
ま
だ
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未
成
熟
で
あ
る
。
イ
ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン
語
〔
印
欧
語
〕
系
の
比
較
言
語
学
の
発
展
は
、
二
つ
の
す
で
に
発
達
を
見
た
古
典
語
学
、
す

な
わ
ち
イ
ン
ド
で
早
く
か
ら
発
達
し
た
梵
語
学
、
お
よ
び
着
手
し
や
す
い
北
欧
・
中
欧
の
方
言
〔
学
〕
な
ど
に
頼
っ
て
い
る
が
、
イ

ン
ド
・
シ
ナ
語
系
の
研
究
に
は
、
現
在
ま
っ
た
く
そ
の
よ
う
な
頼
み
と
す
る
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
言

語
〔
西
南
民
族
の
言
語
〕
は
、
歴
史
的
、
地
理
的
、
政
治
的
に
、
み
な
中
国
と
少
な
か
ら
ず
の
関
係
が
あ
り
、
…
…
文
法
と
文
字
に

は
〔
歴
史
的
に
〕
今
日
ま
で
一
定
の
連
続
性
を
見
出
せ
る
。
…
…
今
日
イ
ン
ド
・
シ
ナ
語
系
が
頼
み
と
す
る
も
の
は
、
イ
ン
ド
・
ゲ

ル
マ
ン
語
系
〔
の
研
究
〕
が
十
九
世
紀
初
め
に
始
ま
っ
た
時
に
頼
み
と
し
た
も
の
に
遠
く
及
ば
な
い
が
、
ま
っ
た
く
ど
う
し
よ
う
も

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
こ
れ
ら
の
言
語
〔
西
南
民
族
の
言
語
〕
の
研
究
が
成
功
す
れ
ば
、
た
だ
イ
ン
ド
・
シ
ナ
語
系
の
知
識
が

進
歩
す
る
だ
け
で
な
く
、
漢
語
の
研
究
に
も
大
い
に
助
け
と
な
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
中
国
人
は
自
分
の
母
語
〔
漢
語
〕
が
こ
の
一
族

〔
言
語
系
統＝

イ
ン
ド
・
シ
ナ
語
系
〕
の
中
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
天
性
的
、
あ
る
い
は
心
理
的
に
、
こ
れ
ら
の
言
語
〔
西
南
民
族
の
言

語
〕
を
理
解
す
る
能
力
は
欧
州
人
よ
り
も
高
い
。
も
し
イ
ン
ド
・
シ
ナ
語
系
の
一
連
の
学
問
が
ま
た
欧
州
人
に
先
を
越
さ
れ
た
な
ら
、

実
に
中
国
人
の
こ
の
上
な
い
恥
で
あ
る
（
傅
斯
年
「
本
所
〔
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
〕
対
於
語
言
学
工
作
之
範
囲
及
旨
趣
」

一
九
二

192
）

八
年
）。

傅
斯
年
は
こ
の
よ
う
に
、「
西
南
民
族
の
言
語
」を
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
研
究
分
野
と
す
る
意
義
を
、
印
欧
語
研
究
に
と
っ

て
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
・
北
欧
中
欧
方
言
研
究
を
引
き
合
い
に
出
し
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
前
提
に
あ
る
の
は
、「
漢
語
」（
中
国
語
）

を
、
西
南
辺
境
民
族
の
大
多
数
の
言
語
と
同
じ
「
イ
ン
ド
・
シ
ナ
語
系
〔
印
度
支
那
語
系
〕」
に
位
置
付
け
る
と
い
う
、
当
時
の
言
語
学
的

解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
を
理
解
し
た
上
で
上
の
文
章
を
読
む
と
、
傅
斯
年
が
、
印
欧
語
（「
イ
ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン
語
系
〔
印
度
日
耳
曼
語
系
〕」）

で
の
ゲ
ル
マ
ン
語
（
欧
州
諸
語
）
と
イ
ン
ド
の
言
語
と
の
関
係
を
、「
イ
ン
ド
・
シ
ナ
語
系
」
で
の
漢
語
と
西
南
民
族
の
言
語
と
の
関
係
に
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な
ぞ
ら
え
、
前
者
で
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
研
究
・
欧
州
方
言
研
究
を
、
後
者
の
西
南
辺
境
民
族
の
諸
言
語
研
究
に
対
比
さ
せ
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

傅
斯
年
の
欧
州
留
学
体
験
は
、
清
末
民
国
初
年
の
章

麟
に
代
表
さ
れ
る
単
純
な
学
術
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
異
な
る
、
学
術
的
有
利

さ
を
冷
静
に
判
断
す
る
国
際
的
視
点
を
生
み
出
し
た
。
そ
し
て
ま
た
同
時
に
、
留
学
中
に
最
も
長
く
滞
在
し
た
ド
イ
ツ
で
全
盛
期
を
迎
え

て
い
た
ア
ー
リ
ア
ン
学
説
と
印
欧
語
研

193
）

究
は
、
彼
に
母
国
中
国
で
の
学
術
発
展
の
た
め
の
着
想
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
上
文
に
垣
間
見
え

る
傅
斯
年
の
西
南
辺
境
民
族
に
対
す
る
眼
差
し
は
、
近
代
欧
州
人
の
イ
ン
ド
に
対
す
る
そ
れ
と
重
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
傅
斯
年
の
西
南
辺
境
民
族
の
言
語
に
対
す
る
学
術
的
関
心
は
、
あ
く
ま
で
も
中
国
内
地
の
学
術
課
題
、
す
な
わ
ち
漢
語

研
究
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
、
辺
境
民
族
本
位
の
関
心
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
傅
斯
年
の
西
南
辺
境
民
族
に
対
す
る
眼
差
し
は
、

素
朴
で
古
風
な
も
の
で
あ
る
ほ
ど
僻
地
に
残
存
す
る
と
い
う
、
あ
る
種
の
「
周
圏
論
」
的
発
想
法
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

傅
斯
年
が
西
南
辺
境
民
族
に
期
待
し
た
の
は
、
今
日
ま
で
系
譜
と
し
て
連
な
る
「
生
き
た
化
石
」
の
よ
う
な
役
割
で
あ
り
、
そ
れ
が
ミ
ッ

シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
と
な
っ
て
中
心
地
域
の
学
術
的
課
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
の
顧

剛
の
場
合
も
、
先
に
挙
げ
た
厦
門
大
学
の
例
で
、「
苗
民
」の
研
究
が
当
初
は
あ
く
ま
で
も
民
俗
学
の
一
環
と
し
て
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
、
当
初
は
西
南
辺
境
民
族
に
関
す
る
課
題
も
、
彼
が
北
京
時
代
か
ら
熱
心
に
進
め
て
い
た
伝
説
・
民
間
歌
謡
の
収
集
と
並
立

さ
れ
る
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
形
成
期
に
あ
っ
た
こ
の
時
期
の
民
俗
学
研
究
が
、
顧

剛
を
中
心
に
推
進
さ
れ
て
い
く
状
況
が
あ
り
、

そ
こ
に
民
族
学
に
通
じ
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
論
者
が
注
目
す
る
と
こ
ろ
で

194
）

あ
る
。
そ
の
中
で
の
非
漢
族
へ

の
関
心
は
、
漢
族
民
間
文
化
の
延
長
上
に
、
そ
の
周
縁
的
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
当
時
に
お
い
て
、西
南
辺
境
民
族
へ
の
関
心
は
、前
章
で
論
じ
た
一
九
二
〇
年
代
の
上
古
史
的
関
心
と
も
連
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
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た
。
一
九
二
八
年
三
月
に
開
か
れ
た
、
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
の
第
一
次
会
議
で
は
、「

民
」（
現
瑤
族
）の
研
究
に
関
連
し
て
、

「
苗
人
」
と
海
南
島
の
「
黎
人
」
に
対
す
る
研
究
を
進
め
る
こ
と
も
提
議
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
提
議
を
行
な
っ
た
の
は
上
古
史
研
究
者
の

丁
山
で
あ
っ
た
と

195
）

い
う
。
同
研
究
所
に
よ
る
西
南
辺
境
民
族
研
究
の
出
発
点
に
は
、
単
な
る
人
類
学
民
族
学
的
好
奇
心
で
は
な
い
、
上
古

史
的
関
心
に
連
な
る
も
の
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
と
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
お
い
て
具

体
化
し
、
構
想
さ
れ
た
研
究
計
画
の
中
に
、
西
南
辺
境
民
族
が
位
置
付
け
を
得
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
上
古
史
研
究
者
で
あ
っ
た
顧

剛
が
関
与
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
当
時
の
民
俗
学
・
民
族
学
・
上
古
史
研
究
が
未
分
化
な
学
術
状
況
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
理
解

さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
ま
た
、
顧

剛
に
と
っ
て
は
、
広
州
で
の
経
験
が
西
南
辺
境
民
族
に
対
す
る
理
解
を
深
化
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
し
ば
ら
く
後

に
は
そ
の
分
野
の
研
究
の
意
義
を
、
強
い
使
命
感
と
と
も
に
認
識
す
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
以
下
の
記
述
か
ら
う
か
が
わ
れ

る
。

私
た
ち
の
中
山
大
学
は
広
州
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、西
南
諸
省
の
民
族
研
究
に
対
し
て
逃
れ
ら
れ
な
い
責
任
を
も
っ
て
い
る
。…
…

今
春
、「
西
南
民
族
研
究
」
特
集
号
を
出
版
し
、
今
ま
た
「
広
西

山
調
査
」
特
集
号
を
出
版
し
た
の
は
、
大
衆
に
こ
の
テ
ー
マ
を
掲

げ
て
、
彼
ら
に
こ
の
方
面
へ
目
を
向
け
さ
せ
、
天
地
の
間
に
「
西
南
民
族
」
な
る
も
の
が
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
、
学
問
と
し
て
「
西

南
民
族
研
究
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
ん
が
た
め
で
あ
る
。
…
…
前
回
の
「
西
南
民
族
研
究
」
特
集
号
は
、
辛
〔
樹

幟
〕
先
生
た
ち
の
実
地
調
査
を
除
く
と
、
大
半
は
地
方
志
か
ら
抜
き
出
し
た
資
料
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
地
方
志
を
纂
修
し
た
人
の
眼

光
は
、
彼
ら
が
調
査
記
録
し
た
方
法
と
も
ど
も
き
わ
め
て
幼
稚
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
れ
ら
の
資
料
は
価
値
が
あ
ま
り
高
く
な
く
、

こ
れ
ら
の
資
料
を
援
用
し
て
書
か
れ
た
論
文
は
、
当
然
多
く
の
欠
点
を
持
つ
。
…
…
知
識
が
欠
乏
し
、
研
究
な
ど
と
い
う
も
の
は
思
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い
も
よ
ら
ず
、
ま
た
世
の
中
に
学
問
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
さ
え
忘
れ
た
中
国
に
、
い
ま
突
然
、
子
供
の
よ
う
な
〔
無

邪
気
で
幼
稚
な
〕
私
た
ち
が
飛
び
出
し
て
き
て
「
西
南
民
族
を
研
究
し
よ
う
」
と
叫
べ
ば
、
身
の
ほ
ど
知
ら
ず
か
も
し
れ
な
い
が
、

学
問
に
心
あ
る
人
が
聞
け
ば
、
つ
い
に
は
谷
底
に
足
音
が
響
い
て
、
少
し
ず
つ
こ
の
沈
滞
し
た
空
気
を
打
ち
破
り
、
将
来
の
成
功
を

望
む
よ
う
に
な
る
に
違
い
な
い
。
…
…
私
た
ち
が
自
ら
を
励
ま
す
言
葉
は
、
た
だ
「
進
め
進
め
進
め
、
谷
底
か
ら
上
へ
と
は
い
上
が

り
、
さ
ら
に
山
頂
へ
と
登
り
つ
め
よ
」の
み
で
あ
る
。
私
た
ち
は
進
歩
し
な
い
こ
と
だ
け
を
恐
れ
、
幼
稚
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
。

幼
稚
で
あ
る
こ
と
は
、
生
ま
れ
て
成
長
す
る
中
で
必
ず
通
過
す
る
一
つ
の
段
階
な
の
だ
か
ら
（
顧

剛
「〔

山
調
査
専
号
〕
跋
語
」

一
九
二
八
年
十

196
）

一
月
）。

彼
は
、
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
が
こ
れ
に
先
立
っ
て
刊
行
し
た
「
西
南
民
族
研
究
」
特
集
号
の
内
容
に
「
失
望
」
し
た
と
い
う

地
質
学
者
の
丁
文
江
の
辛
辣
な
感
想
を
受
け
、
新
た
に
編
集
し
た
「

山
調
査
」
特
集
号
の
巻
末
に
、
以
上
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ

た
の
で
あ
る
。
顧

剛
の
「
進
め
進
め
進
め
、
谷
底
か
ら
上
へ
と
は
い
上
が
り
、
さ
ら
に
山
頂
へ
と
登
り
つ
め
よ
」
と
い
う
主
張
に
読
み

取
れ
る
の
は
、
そ
の
半
年
前
に
発
表
さ
れ
た
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
「
歴
史
語
言
研
究
所
工
作
之
旨
趣
」
に
示
さ
れ
た
「
私
た

ち
は
読
書
を
す
る
人
で
は
な
い
。
た
だ
天
の
果
て
か
ら
地
の
底
ま
で
、
手
足
を
動
か
し
て
資
料
を
探
す
の
み
」
と
い
う

197
）

主
張
と
対
応
す
る

意
識
で
あ
る
。
伝
統
的
読
書
人
で
は
な
く
近
代
科
学
の
研
究
者
と
し
て
、
書
斎
を
飛
び
出
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
で
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
た
な
学
術
伝
統
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
鼓
舞
す
る
そ
の
主
張
に
は
、
傅
斯
年
と
と
も
に
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
創

設
し
た
際
の
思
い
と
同
じ
く
、
顧

剛
の
西
南
辺
境
民
族
研
究
に
対
す
る
強
い
使
命
感
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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⑺
一
九
二
〇
年
代
末
広
州
の
学
術
実
践
が
残
し
た
も
の
｜

断
絶
と
継
承

以
上
で
は
、
先
に
見
た
「
満
洲
」
の
衝
撃
後
の
救
国
意
識
と
学
術
実
践
に
先
立
つ
時
期
の
、
傅
斯
年
・
顧

剛
の
動
向
と
、
民
国
学
術

史
の
展
開
を
あ
わ
せ
て
整
理
し
、
彼
ら
の
辺
境
認
識
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
こ
に
見
て
取
っ
た
の
は
、
異
な
る
問
題
意

識
に
支
え
ら
れ
つ
つ
も
、
共
通
し
て
現
れ
た
学
術
的
使
命
感
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
ま
だ
、
後
の
「
東
北
」
に
対
す
る
も
の
の
よ

う
に
、
強
い
緊
張
感
や
救
国
意
識
は
認
め
ら
れ
な
い
。
辺
境
民
族
に
対
す
る
学
術
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
も
、
そ
の
認
識
に
は
時
間
的
な

隔
た
り
以
上
の
落
差
が
あ
る
。
彼
ら
の
学
術
実
践
が
、
使
命
感
に
支
え
ら
れ
た
も
の
か
ら
救
国
意
識
に
支
え
ら
れ
た
も
の
へ
と
転
回
す
る

の
は
、「
西
南
」
か
ら
「
東
北
」
へ
の
自
然
な
発
展
で
は
な
く
、「
満
洲
」
の
衝
撃
の
大
き
さ
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
、
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
が
一
九
二
八
年
十
月
に
広
州
で
正
式
に
成
立
す
る
と
、
傅
斯
年
は
そ
の
所
長
に
専
任
と
な
り
、
兼
務
し

続
け
て
き
た
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
の
主
任
の
職
を

198
）

辞
す
。
そ
し
て
一
九
二
九
年
六
月
に
は
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
自
体

も
、
創
設
の
地
で
あ
る
広
州
か
ら
北
平
（
現
北
京
）
へ
と
移
転
を
果
た
す
の
で

199
）

あ
る
。
傅
斯
年
の
後
を
承
け
、
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研

究
所
の
主
任
と
な
っ
た
の
は
顧

剛
で
あ
っ
た
。
傅
斯
年
に
翻
弄
さ
れ
た
か
た
ち
で
、
創
設
か
ら
一
年
で
し
か
な
い
研
究
所
を
運
営
す
る

と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
顧

剛
だ
が
、
一
九
二
九
年
二
月
に
は
中
山
大
学
の
職
務
を
投
げ
出
し
、
彼
も
ま
た
広
州
を
離
れ
て

北
平
へ
と
去

200
）

っ
た
。
彼
ら
は
、
自
ら
が
立
ち
上
げ
た
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
の
そ
の
後
の
成
果
を
目
に
す
る
こ
と
な
く
、
は
る
か

彼
方
の
北
平
で
、
殷
墟
発
掘
の
た
め
に
奔

201
）

走
し
、
あ
る
い
は
上
古
史
研
究
に
没
頭
す
る
日
々
に
舞
い
戻
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
末
広
州
に
お
け
る
西
南
辺
境
民
族
に
対
す
る
学
術
実
践
は
、
傅
斯
年
・
顧

剛
に
お
い
て
は
、

以
後
の
展
開
へ
と
連
接
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
一
齣
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
終
っ
た
感
が
否
め
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
彼
ら
二
人
以
外
の
と
こ
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ろ
で
、
そ
の
後
の
西
南
辺
境
民
族
を
め
ぐ
る
学
術
史
に
影
響
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
が
雲
南
に
派
遣
し
た
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
（S

.M
.

S
h
iro
k
o
g
o
ro
ff

）と
楊
成
志
を
通
じ
、
そ
の
後
の
中
国
学
術
界
で
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
二
つ
の
異
な
る
展
開
が
、
そ
れ
ぞ
れ
伏
流

と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

七
、
民
族
学
の
展
開
と
苗
族
史
論
の
解
体
｜

民
族
学
者
の
歴
史
像

⑴
中
央
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
へ
の
伏
流
｜

中
央
研
究
院
の
西
南
辺
境
民
族
研
究

伏
流
の
一
つ
は
中
央
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
へ
と
合
流
を
果
し
た
。
前
章
で
の
整
理
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
末

の
広
州
を
舞
台
と
し
た
諸
研
究
は
、
あ
く
ま
で
も
中
央
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
性
質
を
持
っ
て
い
た
。
中
山
大
学
語
言

歴
史
学
研
究
所
は
、
国
民
政
府
の
首
都
と
し
て
の
広
州
の
最
高
学
府
に
お
い
て
、
旧
来
の
学
術
伝
統
に
代
わ
る
べ
き
存
在
と
し
て
、
無
か

ら
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
広
州
に
お
い
て
そ
れ
と
同
時
期
に
双
子
の
よ
う
な
関
係
で
成
立
し
た
中
央
研
究
院
歴
史
語

言
研
究
所
が
、
中
央
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
新
た
な
担
い
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
広
州
で
そ
れ
ら
二
つ
の
組
織
を
中
心
に
構

想
さ
れ
た
西
南
辺
境
民
族
研
究
は
、
ま
ず
中
央
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
展
開
の
中
に
位
置
付
け
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

当
時
の
広
州
で
、
西
南
辺
境
民
族
研
究
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
は
、
人
類
学
者
の
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ（S

.M
.S
h
iro
k
o
g
o
ro
ff

〔
史

禄
国
〕）で
あ
っ
た
。
亡
命
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
彼
は
、
長
ら
く
王
立
ア
ジ
ア
協
会
上
海
支
部
な
ど
中
国
在
留
の
欧
米
人
学
術
界
を
中
心
に
活

動
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
一
九
二
八
年
四
月
に
、
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
の
招
聘
に
よ
り
、
人
類
学
教
授
と
し
て
広
州
に
着

任
し
、
同
年
七
月
に
は
楊
成
志
を
助
手
と
し
て
帯
同
し
て
雲
南
へ

（
現

族
）
調
査
に
向

202
）

か
っ
た
。
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
は
、
ま
た
同
時
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に
傅
斯
年
に
よ
っ
て
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
人
類
学
分
野
を
主
導
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
傅
斯
年
の
執
筆
と
見
ら

れ
る
当
時
の
報
告
に
は
、「
本
〔
歴
史
語
言
研
究
〕
所
は
中
山
大
学
と
協
同
で
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
教
授
を
派
遣
し
て
雲
南
に
赴
か
せ
、
彼
の
地

の
人
類
学
調
査
の
お
お
よ
そ
の
状
況
を
調
査
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
将
来
訓
練
を
積
ん
だ
助
理
員
を
派
遣
し
て
、
現
地
で
長
期
的
に
調

査
さ
せ
る
便
と
す
る
」
と

203
）

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
調
査
の
意
図
が
、
中
央
研
究
院
と
中
山
大
学
が
共
同
で
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
を
派
遣

す
る
こ
と
で
将
来
中
国
が
独
力
で
進
め
る
べ
き
調
査
に
資
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
の
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
前
提
に
は
、
中
国
国
内
に
近
代
学
術
と
し
て
の
西
欧
式
の
人
類
学
民
族
学
を
習
得
し
た
人
材
が
お
ら
ず
、
外
国
人
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
現
実
が
あ

204
）

っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
末
の
中
国
国
内
に
は
、
民
俗
学
か
ら
の
延
長
発
展
と
い
う
か

た
ち
を
と
っ
て
、
顧

剛
ら
を
中
心
に
辺
境
民
族
へ
の
関
心
と
各
種
実
践
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
中
央
研
究
院

歴
史
語
言
研
究
所
に
お
け
る
西
南
辺
境
民
族
研
究
の
基
礎
に
発
展
し
う
る
と
は
、
傅
斯
年
は
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

205
）

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
は
、
現
地
社
会
情
勢
の
不
安
を
理
由
に
、
短
期
間
、
雲
南
省
都
の
昆
明
に
滞
在
し
た
だ
け
で
、
民
族
調
査

の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
な
く
広
州
に
引
き
返
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
彼
に
同
行
し
て
い
た
楊
成
志
な
ど
中
山
大
学
の
中
国
人
研

究
者
た
ち
の
強
い
反
発
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に

206
）

な
る
。
そ
の
結
果
、
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
は
中
山
大
学
と
の
契
約
を
打
ち
切
ら
れ
、
ま
た
同
時

に
彼
を
通
じ
て
近
代
西
欧
の
人
類
学
民
族
学
を
吸
収
し
、
歴
史
語
言
研
究
所
の
主
要
な
分
野
の
一
つ
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
構
想
し
て
い

た
傅
斯
年
の
期
待
も
裏
切
ら
れ
る
結
果
と
な

207
）

っ
た
。
以
後
、
中
央
研
究
院
に
お
け
る
人
類
学
民
族
学
研
究
は
、
形
質
人
類
学
と
考
古
学
が

歴
史
語
言
研
究
所
の
李
済
ら
に
委
任
さ
れ
た
ほ
か
は
、
基
本
的
に
す
べ
て
蔡
元
培
主
導
に
よ
る
中
央
研
究
院
社
会
科
学
研
究
所
の
民
族
学

組
（
部
門
）
が
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

中
央
研
究
院
社
会
科
学
研
究
所
は
、
一
九
二
七
年
十
一
月
の
中
央
研
究
院
成
立
に
際
し
、
歴
史
語
言
研
究
所
に
先
ん
じ
て
、
設
置
が
決
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定
さ
れ
た
所
属
機
関
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
に
は
同
研
究
所
内
に
民
族
学
組
が
設
け
ら
れ
、
民
国
初
年
以
来
、
民
族
学
に
関
心
を

寄
せ
続
け
て
き
た
院
長
蔡
元
培
が
、
自
ら
そ
の
主
任
を
務
め
る
こ
と
に
な

208
）

っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
央
研
究
院
は
、
成
立
間
も
な

い
一
九
二
八
年
四
月
か
ら
「
広
西
科
学
調
査
団
」
を
広
西
内
陸
部
に
派
遣
す
る
計
画
を
立
て
、
各
種
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
社
会
科
学

研
究
所
が
同
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
広
西
の
凌
雲
県
周
辺
で
行
な
っ
た
「

人
」
の
民
族
調
査
も
ま
た
、
そ
れ
と
連
動
し
た
も
の
で

209
）

あ
っ
た
。

こ
の
間
に
中
国
の
政
治
状
況
は
一
変
す
る
。
北
伐
の
成
功
に
よ
り
、
一
九
二
八
年
六
月
、
北
京
に
青
天
白
日
旗
が
翻
り
、
同
年
十
二
月
、

東
北
の
張
学
良
が
「
易
幟
」
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
北
地
域
ま
で
を
含
む
国
土
の
統
一
が
、
南
京
国
民
政
府
の
下
に
実
現
し
た
の
で
あ

る
。
中
央
研
究
院
に
よ
る
学
術
の
フ
ィ
ー
ル
ド
も
、
広
州
国
民
政
府
の
地
元
で
あ
っ
た
広
東
・
広
西
か
ら
、
新
天
地
と
な
っ
た
東
北
の
地

や
、
南
方
で
も
広
東
・
広
西
よ
り
も
内
陸
の
地
域
へ
と
、
新
た
な
広
が
り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
三
〇
年
、
社
会
科
学
研
究
所
は
民
族
学
組
の
凌
純
声
と
商
承
祖
を
黒
龍
江
省
北
辺
に
派
遣
し
て
、
赫
哲
族
（
ホ
ジ
ェ
ン
族
）
調
査

を
実
現
し
、
歴
史
語
言
研
究
所
も
考
古
学
組
の
梁
思
永
を
黒
龍
江
省
や
熱
河
省
〔
現
河
北
省
北
部
〕
に
派
遣
し
て
、
そ
れ
ま
で
鳥
居
龍
蔵

や
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（J.G
.A
n
d
ersso

n

）
な
ど
外
国
人
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
き
た
、
中
国
東
北
地
域
の
遺
跡
調
査
を
実
現
し

て
い
る
。
同
時
期
に
自
然
科
学
分
野
に
お
い
て
、
広
西
に
続
き
、
四
川
・
貴
州
で
組
織
的
な
調
査
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ

210
）

と
も
、
同

様
な
歴
史
的
文
脈
の
中
で
評
価
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
実
は
、
上
述
の
中
央
研
究
院
と
中
山
大
学
の
共
同
派
遣
に
よ
る
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
・
楊

成
志
の
民
族
調
査
も
、
一
九
二
八
年
六
月
の
計
画
段
階
で
は
対
象
が
広
西
の
「

人
」
で
あ
っ
た
も

211
）

の
が
、
翌
月
の
出
発
ま
で
の
間
に
雲

南
を
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
も
、
お
そ
ら
く
「
広
西
科
学
調
査
団
」
の
一
環
と
し
て
当
初
計
画
さ

れ
て
い
た
も
の
が
、
中
国
国
内
情
勢
の
変
化
を
受
け
て
転
換
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
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中
央
研
究
院
社
会
科
学
研
究
所
が
、
広
西
の
さ
ら
に
内
陸
に
位
置
す
る
湖
南
西
部
で
行
な
っ
た
苗
族
調
査
も
、
当
時
の
歴
史
的
文
脈
の

中
で
評
価
で
き
よ
う
。
同
研
究
所
は
一
九
二
八
年
六
月
の
段
階
で
、
す
で
に
「
西
南
各
省
苗

調
査
」
を
計
画
し
て
い
た
と
見
ら

212
）

れ
る
。

と
こ
ろ
が
優
先
さ
れ
た
の
は
東
北
で
の
赫
哲
族
調
査
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
東
北
を
失
っ
た
後
の
一
九
三
三
年
五
月
、
赫
哲
族
調
査
に
続
く

か
た
ち
で
、
凌
純
声
・

逸
夫
が
派
遣
さ
れ
て
、
湖
南
で
の
苗
族
調
査
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

翌
一
九
三
四
年
四
月
、
彼
ら
二
人
が
所
属
し
た
社
会
科
学
研
究
所
の
民
族
学
組
は
、
中
央
研
究
院
の
組
織
見
直
し
の
た
め
に
、
社
会
科

学
研
究
所
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
歴
史
語
言
研
究
所
に
編
入
さ
れ
、
歴
史
語
言
研
究
所
の
第
四
組
（
人
類
学
組
）
と

213
）

な
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

凌
純
声
と

逸
夫
は
、
苗
族
調
査
の
成
果
を
携
え
て
、
歴
史
語
言
研
究
所
へ
と
合
流
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
彼
ら
が
加
入
し
た
こ
と

で
、
歴
史
語
言
研
究
所
で
は
、
改
め
て
西
南
辺
境
民
族
の
研
究
が
主
要
な
研
究
領
域
の
一
つ
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
帰
結
が
、
実
は
上
で
見
た
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
の
一
件
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
が
、
以
上
の
整
理
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
が
広
州
で
歴
史
語
言
研
究
所
に
よ
る
西
南
辺
境
民
族
研
究
の
中
核
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
社

会
科
学
研
究
所
と
の
合
流
を
条
件
付
け
、
凌
純
声
と

逸
夫
が
苗
族
調
査
の
成
果
と
と
も
に
歴
史
語
言
研
究
所
に
参
入
す
る
こ
と
を
導
い

た
の
で
あ
る
。
傅
斯
年
と
顧

剛
ら
に
よ
る
広
州
で
の
試
み
が
、
断
流
し
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
は
伏
流
と
な
っ
て
、
歴
史
語
言
研
究
所

に
よ
る
西
南
辺
境
民
族
研
究
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

⑵
源
流
そ
の
後
｜

楊
成
志
と
広
州

一
方
、
傅
斯
年
・
顧

剛
・
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
の
去
っ
た
広
州
で
は
、
西
南
辺
境
民
族
の
研
究
は
、
そ
の
後
い
か
な
る
展
開
を
見
せ
た
の

だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
の
関
係
者
で
、
傅
斯
年
・
顧

剛
が
主
導
し
た
時
期
の
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
に
お
い
て
、
西
南
辺
境
民
族
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研
究
の
分
野
で
最
も
大
き
な
経
験
を
積
み
、
そ
の
後
、
学
術
的
な
功
績
を
残
し
た
人
物
は
、
上
述
の
「

民
」
訪
問
一
行
の
一
人
、
楊
成

志
で
あ
る
。
彼
は
広
東
東
部
沿
海
の
海
豊
の
人
で
、
一
九
二
七
年
に
広
州
の
私
立
嶺
南
大
学
歴
史
系
を
卒
業
し
て
中
山
大
学
語
言
歴
史
学

研
究
所
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な

214
）

っ
た
。
そ
し
て
一
九
二
八
年
七
月
に
、
中
山
大
学
に
着
任
し
て
間
も
な
い
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
の
助
手
と
し
て
、

雲
南
の

（
現

族
）
調
査
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

楊
成
志
は
雲
南
に
旅
立
つ
直
前
、
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
の
「
西
南
民
族
研
究
」
特
集
号
の
た
め
に
、
鳥
居
龍
蔵
の
『
苗
族
調

査
報
告
』
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
て
、
翻
訳
紹
介
を
試
み
て

215
）

い
る
。
彼
は
そ
の
知
識
を
携
え
て
、
四
半
世
紀
前
に
鳥
居
が
旅
し
た
雲
南
の
民

族
地
帯
へ
と
、
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。

楊
成
志
は
、
雲
南
で

調
査
を
敢
行
し
た
後
、
一
九
二
九
年
六
月
、
昆
明
の
東
陸
大
学
（
現
雲
南
大
学
）
に
お
い
て
以
下
の
内
容
の

講
演
を
行
な
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
、
…
…
私
が
こ
の
十
日
間
、
各
中
学
や
師
範
学
校
を
行
き
来
し
、
三
千
も
の
青
年
学
生
た
ち
に
民
族
の
問
題
を
説
い
て
い

る
の
は
、
要
す
る
に
「
雲
南
の
人
は
雲
南
の
民
族
に
注
意
す
べ
し
」
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
の
で
す
。
…
…
世
界
各
国
の
学
者
の
中

華
民
族
の
起
源
に
つ
い
て
の
学
説
を
あ
ら
ま
し
総
合
す
る
な
ら
、
お
よ
そ
十
種
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
た
だ
そ
の
〔
起
源

地
と
主
唱
者
の
〕
名
前
だ
け
を
挙
げ
て
皆
さ
ん
に
お
聞
か
せ
し
ま
し
ょ
う
。
…
…
私
た
ち
は
わ
が
国
の
上
古
史
を
読
み
、
黄
帝
と

尤
の
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
黄
帝
は
漢
族
の
始
祖
で
、

尤
は
苗
族
の
始
祖
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
黄
帝
が
勝
っ

て
、

尤
は
負
け
、
そ
の
末
裔
は
黄
河
流
域
か
ら
長
江
流
域
へ
と
落
ち
延
び
て
、
長
江
流
域
か
ら
さ
ら
に
南
に
向
か
い
、
珠
江
流
域

ま
で
至
り
ま
し
た
が
、
後
に
漢
族
の
勢
力
は
日
ま
し
に
伸
張
し
、
彼
ら
〔

尤
の
末
裔
〕
は
平
野
に
住
み
き
れ
ず
、
僻
地
の
高
山
地

帯
に
入
り
込
ん
で
そ
こ
で
暮
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。〔
広
東
・
広
西
の
〕
南
嶺
や
〔
雲
南
の
〕
横
断
山
脈
一
帯
に
暮
ら
す
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こ
の
種
の
山
地
民
族
が
、
す
な
わ
ち
私
た
ち
が
現
在
言
う
と
こ
ろ
の
「
西
南
民
族
」
な
の
で
す
。
…
…
皆
さ
ん
、
少
し
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。「
西
南
民
族
」は
、
こ
れ
ほ
ど
広
い
地
域
に
暮
ら
し
、
ま
た
こ
れ
ほ
ど
繁
栄
し
た
人
口
を
も
つ
の
に
、
有
史
以
来
、
つ
い

に
国
人
の
注
意
を
引
く
と
こ
ろ
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
…
現
在
「
西
南
民
族
」
の
研
究
は
、
文
化
の
立
ち
遅
れ
た
わ
が
国
で

は
、
ま
さ
に
種
ま
き
あ
る
い
は
萌
芽
の
時
期
に
相
当
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
外
国
人
は
…
…
「
西
南
民
族
」
をN

o
n
-

C
h
in
ese

と
見
な
し
…
…
著
述
を
な
し
て
お
り
、
外
国
の
科
学
的
調
査
者
の
著
し
た
も
の
を
集
め
る
と
、
そ
の
数
は
数
百
に
達
し
ま

す
。
か
え
り
み
れ
ば
、
わ
が
国
の
こ
の
種
の
書
籍
は
、
今
な
お
微
々
た
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
な
ん
と
恥
ず
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。

…
…
学
術
と
は
公
共
の
も
の
で
す
。
私
は
広
東
人
で
な
お
も
雲
南
の
問
題
に
強
い
思
い
を
発
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
こ
こ
に
生
ま

れ
、
こ
こ
に
生
き
、
こ
こ
で
暮
ら
し
て
き
た
優
秀
な
方
々
で
す
。
雲
南
の
文
化
の
宣
揚
に
対
し
、
ど
う
し
て
責
任
を
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
ょ
う
か
（
楊
成
志
「
従
西
南
民
族
説
到
独
立
羅
羅
」
一
九
二

216
）

九
年
）。

楊
成
志
は
、
西
南
辺
境
民
族
研
究
の
必
要
性
を
主
張
し
、
地
元
知
識
人
た
ち
の
注
意
を
喚
起
し
た
。
そ
の
際
に
現
れ
た
の
は
、「
優
勝
劣

敗
」
を
経
た
同
胞
と
し
て
の
西
南
辺
境
民
族
へ
の
眼
差
し
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、

尤
の
末
裔
と
し
て
の
苗
族
が
、
黄
帝

を
始
祖
と
す
る
漢
族
に
よ
っ
て
、
黄
河
流
域
か
ら
西
南
辺
境
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
と
す
る
、
典
型
的
苗
族
先
住
説
に
立
脚
し
た
民
族
史
論

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
七
月
、
広
州
か
ら
楊
成
志
と
と
も
に
雲
南

の
調
査
に
向
か
っ
た
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
が
、
昆
明
か
ら
離
れ
る
こ
と
の
な
い

ま
ま
撤
収
し
、
そ
れ
が
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
調
査
を
主
導
す
る
は
ず
の
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
を
失
っ

た
も
の
の
、
現
地
に
一
人
残
っ
た
楊
成
志
は
、
そ
の
と
き
結
局
単
独
で
本
来
の
目
的
地
の

地
域
に
向
か
い
、
調
査
を
進
め
、
数
多
の

危
険
と
引
き
換
え
に
大
き
な
成
果
を
得
た
の
で

217
）

あ
る
。
結
果
的
に
こ
れ
は
中
国
人
研
究
者
に
よ
る
独
力
で
の
最
初
の
中
国
民
族
調
査
と
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な
っ
た
。
そ
の
自
信
が
上
の
一
文
に
も
表
れ
て
い
る
。

当
時
、
楊
成
志
が
傅
斯
年
や
顧

剛
に
宛
て
た
私
信
や
、
成
果
を
発
表
し
た
論
著
な
ど
を
読
む
と
、
彼
が
現
地
で
の
同
行
調
査
の
中
で
、

シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
へ
の
反
発
に
よ
っ
て
、
次
第
に
民
族
主
義
的
な
思
い
を
強
め
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
彼
が
特
に
主
張
し
た
の
は
外
国
人

学
術
界
か
ら
の
学
術
権
益
の
回
収
で
あ

218
）

っ
た
。
中
国
へ
の
民
族
学
の
導
入
が
、
こ
の
よ
う
な
外
国
人
研
究
者
に
対
す
る
負
の
評
価
と
強
い

民
族
意
識
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
前
章
で
論
じ
た
考
古
学
の
場
合
と
同
じ
く
、
そ
の
後
の
斯
学
の
展
開
を
方
向
付
け
た
の
で
あ
る
。

楊
成
志
が
広
州
に
戻
っ
た
と
き
、
す
で
に
傅
斯
年
も
顧

剛
も
広
州
に
な
く
、
そ
の
成
果
は
言
わ
ば
宙
に
浮
い
た
か
た
ち
と
な
っ
た
。

し
か
し
楊
成
志
は
、
そ
の
後
、
広
州
を
去
っ
た
傅
斯
年
と
密
接
な
連
絡
を
保
ち
つ
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つ
も
、
広
州
を
拠
点
に
、
雲
南
で
の
調
査
成
果
を
も
と

に
研
究
を
進
め
、
広
州
に
お
け
る
一
九
二
〇
年
代
末
の
学
術
成
果
を
受
け
継
ぐ
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
初
め
、
広
州

を
舞
台
に
二
度
目
の
西
南
研
究
の
高
揚
が
起
こ
る
。
そ
の
背
景
に
は
楊
成
志
の
存
在
が
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の

西
南
研
究
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
地
方
と
し
て
の
特
性
に
立
ち
、
独
特
の
政
治
的
背
景
と
問
題
意
識
と
に
よ
っ
て
発
展
の
機
会
を

得
た
、
き
わ
め
て
特
色
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

⑶
一
九
三
〇
年
代
広
州
の
「
西
南
研
究
」
｜

地
域
主
義
と
救
国
意
識

一
九
二
八
年
六
月
、
北
伐
の
結
果
、
北
京
は
北
平
へ
と
改
称
さ
れ
る
に
至
り
、
首
都
は
南
京
に
定
ま
っ
て
、
国
民
政
府
の
旧
都
広
州
は

南
方
の
一
地
方
都
市
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
広
州
は
、
中
国
の
多
極
化
す
る
政
局
構
造
の
中
に
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
、

玉
祥
・
閻
錫
山
ら
と
の
間
に
起
き
た
い
わ
ゆ
る
「
中
原
大
戦
」
で
の
勝
利
に
よ
り
、
華
北
を
初
め
て
自
ら
の
勢
力
下
に

置
く
こ
と
に
成
功
し
た
蒋
介
石
は
、
残
る
反
蒋
介
石
派
の
実
力
者
で
あ
る
胡
漢
民
を
、
一
九
三
一
年
二
月
、
南
京
で
監
禁
す
る
。
こ
れ
を

― ―28

苗
族
史
の
近
代
（
四
）



契
機
と
し
て
、
国
民
党
内
の
反
蒋
介
石
派
が
広
州
に
集
結
し
、
広
州
と
南
京
と
の
対
立
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
同
年
九
月
の
満

洲
事
変
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
両
派
は
妥
協
に
よ
る
協
調
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
副
産
物
と
し
て
、
一
九
三
二
年
一
月
、
国
民

政
府
の
指
導
下
に
地
域
の
行
政
を
監
督
し
、
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
の
下
で
地
域
の
党
活
動
を
監
督
す
る
特
別
地
方
機
関
と
し
て
、「
国

民
政
府
西
南
政
治
委
員
会
」
と
「
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
西
南
執
行
部
」
が
、
広
州
に
設
置
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
実
質
的
に
は

地
方
権
力
機
関
で
も
あ
る
こ
の
二
機
関
を
主
宰
し
た
の
は
、
広
東
の
出
身
の
実
力
者
、
胡
漢
民
で
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あ
っ
た
。

そ
し
て
、
胡
漢
民
と
と
も
に
こ
の「
西
南
」二
機
関
の
活
動
を
担
っ
た
一
人
が
、
胡
漢
民
と
同
じ
く
広
東
出
身
の
実
力
者
、

魯
で
あ
っ

た
。

魯
は
、
一
九
二
四
年
、
中
華
民
国
大
元
帥
孫
文
の
命
で
広
州
に
広
東
大
学
が
開
設
さ
れ
た
際
に
中
心
的
な
役
割
を
果
し
た
。
翌
一

九
二
五
年
、
孫
文
の
死
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
広
東
大
学
が
改
称
さ
れ
て
成
立
し
た
の
が
中
山
大
学
で
あ
る
。
開
学
の
功
労
者
で
あ
る

魯
は
、
広
東
大
学
の
時
期
だ
け
で
は
な
く
、
中
山
大
学
に
お
い
て
も
、「
西
南
」二
機
関
設
置
直
後
の
一
九
三
二
年
二
月
か
ら
、
一
九
四
〇

年
ま
で
の
実
に
八
年
の
長
き
に
渡
り
、
校
長
の
任
に
あ
っ
て
、
学
内
体
制
の
構
築
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
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あ
る
。

魯
が
校
長
に
な
っ
た
一
九
三
二
年
二
月
、
中
山
大
学
に
は
「
西
南
問
題
を
研
究
し
、
西
南
の
実
状
を
探
求
し
、
西
南
文
化
を
発
揚
す

る
」
こ
と
を
宗
旨
に
「
西
南
研
究
会
」
が
成
立
す
る
。
そ
の
会
誌
『
西
南
研
究
』
創
刊
号
の
巻
頭
に
は
、「
発
揚
西
南
文
化
」
と
い
う

魯

の
題
詞
が
掲
げ
ら
れ
て
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い
る
。
そ
れ
に
続
く
創
刊
号
の
本
文
は
、
以
下
の
「
宣
言
」
で
始
ま
る
。

わ
が
国
の
西
南
の
範
囲
は
、
広
東
・
広
西
・
貴
州
・
雲
南
・
四
川
・
西
康
〔
現
四
川
西
部
〕・
チ
ベ
ッ
ト
を
含
み
、
土
地
は
広
く
、

民
族
は
複
合
し
、
物
産
は
豊
か
で
あ
り
、
西
北
や
東
北
と
同
じ
く
、
国
防
上
の
要
衝
を
占
め
る
。
た
だ
山
川
が
間
を
阻
み
、
交
流
が

妨
げ
ら
れ
、
民
風
は
閉
塞
し
、
政
治
が
弛
緩
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
数
々
の
理
由
で
、
つ
い
に
美
し
い
山
河
は
見
捨
て
ら
れ
、
豊

饒
な
資
源
は
埋
も
れ
て
開
発
さ
れ
ず
、
開
化
を
待
つ
辺
境
の
民
た
ち
は
野
蛮
な
生
活
に
身
を
や
つ
し
て
い
る
。
お
よ
そ
西
南
の
局
面
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を
思
い
や
る
者
で
、
こ
の
種
の
畸
形
的
状
況
を
恥
ず
か
し
い
と
思
わ
な
い
者
は
い
な
い
。
…
…
国
難
が
高
ま
り
、
西
南
の
国
防
情
勢

が
日
ま
し
に
険
悪
に
な
る
中
で
、
国
家
の
危
急
を
救
い
、
科
学
研
究
を
発
揚
し
、
政
府
お
よ
び
民
衆
を
目
覚
め
さ
せ
、
西
南
辺
境
問

題
に
注
意
を
向
け
、
と
も
に
計
を
な
す
た
め
、
本
会
会
員
は
時
勢
の
求
め
に
応
え
、
今
次
「
西
南
研
究
会
」
の
誕
生
を
こ
こ
に
見
た

の
で
あ
る
（
無
記
名
「
国
立
中
山
大
学
西
南
研
究
会
成
立
宣
言
」
一
九
三
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）

二
年
）。

強
調
さ
れ
る
の
は
、
西
南
辺
境
の
経
済
的
・
学
術
的
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
可
能
性
と
、
開
発
の
遅
れ
に
対
す
る
嘆
き
、
そ
し
て
国

防
上
の
危
急
と
い
う
現
状
認
識
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
も
は
や
、
顧

剛
が
使
命
感
を
語
っ
た
一
九
二
〇
年
代
末
の
よ
う
な
、
学
術
本
位
の

姿
勢
は
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
前
章
の
冒
頭
で
見
た
「
満
洲
」
の
衝
撃
を
経
た
「
東
北
」
論
と
、
著
し
く
相
似

す
る
も
の
で
あ
る
。「
宣
言
」
の
中
で
も
、「
西
南
」
の
位
置
付
け
は
「
東
北
」「
西
北
」
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
国
際
関
係
の
緊
張

の
中
に
置
か
れ
た
一
九
三
〇
年
代
の
中
国
に
お
い
て
、
三
者
に
つ
い
て
の
言
論
が
活
発
化
し
、
関
心
の
高
揚
が
見
ら
れ
た
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の
は
、
共
時
的

な
展
開
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
ま
た
こ
の
「
西
南
」
論
は
、
当
時
の
広
東
特
有
の
歴
史
的
環
境
の
中
で
評
価
す
べ
き
側
面
を
持
つ
。
上
の
「
宣
言
」
に
お
い
て
、

西
南
研
究
会
が
「
西
南
」
の
範
囲
と
し
て
示
し
た
の
は
、
地
元
広
東
や
隣
接
の
広
西
な
ど
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
四
川
・
チ
ベ
ッ
ト
ま

で
を
含
む
広
大
な
範
囲
で
あ
っ
た
。
同
会
の
成
立
に
先
立
っ
て
広
州
に
成
立
し
た
前
述
の
「
西
南
」
二
機
関
も
ま
た
、
実
際
に
は
広
東
・

広
西
の
二
省
を
そ
の
指
導
の
下
に
置
い
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
管
轄
権
限
が
広
東
・
広
西
・
雲
南
・
貴
州
・
福
建
の
五
省
に
ま
で
及
ぶ
こ

と
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
胡
漢
民
は
、
ま
だ
こ
の
と
き
南
京
の
実
質
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
な
か
っ
た
雲
南
・
貴
州
・
四
川
の
実
力
派

と
連
絡
を
取
る
こ
と
に
努
め
、
こ
れ
ら
の
地
に
「
新
国
民
党
」
の
組
織
を
発
展
さ
せ
、
三
省
の
加
入
に
よ
っ
て
「
西
南
連
合
」
と
で
も
呼

ぶ
べ
き
も
の
を
実
現
し
、
反
蒋
介
石
の
勢
力
を
拡
大
し
よ
う
と
望
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
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い
る
。
同
時
期
に
、
と
も
に
広
州
を
舞
台
と
し
て
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現
れ
た
学
術
界
・
政
界
の
「
西
南
」
論
が
、
同
様
な
空
間
認
識
の
下
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。「
西
南
」
二
機
関
の
活

動
を
担
っ
た

魯
が
校
長
を
務
め
、
影
響
力
を
持
っ
た
中
山
大
学
を
拠
点
に
、
時
を
同
じ
く
し
て
「
西
南
研
究
」
が
高
揚
し
た
の
は
、
当

時
の
広
東
に
お
け
る
政
治
環
境
と
無
関
係
で
は
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
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ろ
う
。

⑷
一
九
三
〇
年
代
民
族
学
者
の
苗
族
史
論
｜

苗
族
先
住
説
の
超
克

で
は
、
こ
の
時
期
の
研
究
者
た
ち
の
西
南
辺
境
民
族
観
に
は
、
前
章
で
見
た
一
九
二
〇
年
代
末
の
そ
れ
と
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
『
西
南
研
究
』
創
刊
号
に
は
、
楊
成
志
に
よ
る
以
下
の
一
文
が
見
え
る
。

西
南
民
族
と
は
、
広
東
・
広
西
・
貴
州
・
雲
南
・
四
川
・
西
康
〔
現
四
川
西
部
〕・
チ
ベ
ッ
ト
、
お
よ
び
イ
ン
ド
シ
ナ
各
地
の
す
べ

て
の
半
開
化
あ
る
い
は
未
開
の
各
部
族
の
総
称
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
世
に
俗
称
す
る
と
こ
ろ
の
「
南
蛮
」
あ
る
い
は
「
苗
族
」

あ
る
い
は
「
苗
蛮
系
」
で
あ
る
。
こ
の
族
は
、
漢
族
が
西
北
か
ら
移
入
し
て
黄
河
流
域
に
繁
殖
し
た
後
、「
優
勝
劣
敗
」
と
「
弱
肉
強

食
」
の
進
化
〔
競
争
原
理
〕
の
支
配
の
下
、
時
間
的
経
過
に
よ
っ
て
徐
々
に
淘
汰
さ
れ
、
空
間
的
圧
迫
に
よ
っ
て
南
に
追
い
や
ら
れ

移
り
住
ん
だ
と
さ
れ
る
。
…
…
あ
あ
、
中
原
の
主
人
公
は
蹂
躙
さ
れ
る
山
地
民
に
貶
め
ら
れ
、
新
興
の
漢
族
が
中
華
の
黄
裔
と
な
っ

た
。
当
時
の
黄
帝
と

尤
の
戦
争
の
伝
説
を
思
え
ば
、
そ
の
勝
敗
が
つ
い
に
は
数
千
年
来
の
漢
族
と
苗
族
の
命
運
を
決
定
し
た
の
で

あ
り
、
ま
こ
と
に
こ
れ
を
慨
嘆
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
（
楊
成
志
「
西
南
民
族
的
研
究
」
一
九
三

227
）

二
年
）。

こ
こ
に
示
さ
れ
る
「
西
南
」
の
範
囲
は
、
先
の
「
宣
言
」
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
ま
で
広
げ

て
い
る
の
は
、
楊
成
志
が
立
脚
す
る
民
族
学
の
学
術
的
見
地
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
見
え
る
の
は
、
先
の
楊
成
志
「
従
西
南
民

族
説
到
独
立
羅
羅
」（
一
九
二
九
年
）
と
同
じ
く
、
伝
統
的
な
「
優
勝
劣
敗
」
式
の
苗
族
先
住
説
に
立
つ
西
南
辺
境
民
族
観
で
あ
る
。
前
稿
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で
見
た
よ
う
に
、
歴
史
学
の
分
野
で
は
、
こ
の
時
期
す
で
に
考
古
学
や
上
古
史
研
究
の
新
た
な
成
果
を
受
け
、
土
着
史
観
へ
の
転
回
が
始

ま
っ
て
い
た
。
民
族
学
の
分
野
で
は
こ
う
し
た
先
住
民
史
観
が
一
九
三
二
年
の
段
階
に
至
っ
て
も
色
濃
く
残
り
、
ま
た
そ
れ
が
現
状
の
危

機
意
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
西
南
研
究
」
へ
の
趣
旨
と
、
矛
盾
な
く
並
存
し
え
た
こ
と
が
注
目
さ
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れ
る
。

そ
の
同
じ
時
期
に
、
上
述
し
た
よ
う
に
中
央
研
究
院
社
会
科
学
研
究
所
の
凌
純
声
・

逸
夫
に
よ
る
苗
族
調
査
が
、「
西
南
」
の
外
延
の

地
で
あ
る
湖
南
西
部
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
彼
ら
の
民
族
史
観
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
知
る
手
掛
か
り
を
欠
く
が
、
調
査
に

際
し
て
は
、
当
然
、
鳥
居
龍
蔵
な
ど
の
外
国
人
東
洋
学
者
の
業
績
や
、
楊
成
志
な
ど
の
国
内
学
者
の
業
績
が
参
照
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

鳥
居
龍
蔵
の
苗
族
報
告
『
苗
族
調
査
報
告
』
の
中
国
語
訳
が
国
立
編
訳
館
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
は
、
一
九
三
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
政
府
機
関
に
よ
っ
て
鳥
居
の
業
績
が
翻
訳
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
訳
序
に
「
近
年
来
、
政
府
が
よ
う
や
く
辺
境

の
重
視
と
防
備
を
行
な
い
、
辺
境
民
族
に
つ
い
て
も
そ
の
生
活
や
文
化
に
改
善
を
加
え
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
本
書
の
翻
訳

は
国
家
民
族
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
」
と
あ
り
、
辺
境
政
策
に
資
す
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
以
外
、
明
ら

か
で
な
い
。
し
か
し
そ
の
背
景
に
、
上
で
見
た
「
西
南
」
論
の
高
揚
や
凌
純
声
ら
に
よ
る
苗
族
調
査
の
実
績
が
あ
っ
た
の
は
、
疑
い
な
い

点
で
あ

229
）

ろ
う
。

出
版
さ
れ
た
鳥
居
の
訳
書
に
対
す
る
中
国
国
内
の
反
応
は
、
中
山
大
学
で
楊
成
志
の
指
導
を
受
け
た
江
応

が
、
一
九
三
七
年
に
広
州

で
発
表
し
た
書
評
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で

230
）

き
る
。
江
応

は
、
鳥
居
の
成
果
に
対
し
て
学
術
的
な
功
績
を
高
く
肯
定
的

に
評
価
す
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
本
訳
書
を
通
じ
、
そ
の
記
述
の
根
底
に
あ
る
、
漢
族
と
苗
族
の
歴
史
的
対
立
を
基
軸
と
し
た
民
族

観
が
、
科
学
的
根
拠
あ
る
も
の
と
し
て
社
会
に
流
布
す
る
こ
と
へ
の
警
戒
を
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

苗
族
は
本
来
中
華
民
族
の
一
個
体
で
あ
っ
て
、
中
華
民
族
を
強
い
て
五
族
あ
る
い
は
六
族
に
区
分
す
る
の
は
も
は
や
無
意
味
で
あ
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り
、
漢
苗
族
や
モ
ン
ゴ
リ
ア
種
〔
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
〕
で
は
な
く
て
別
の
民
族
に
属
す
る
と
言
う
こ
と
な
ど
は
、
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ

る
。
…
…
鳥
居
氏
は
〔
外
国
人
に
よ
る
旧
来
の
〕
諸
々
の
主
張
に
対
し
て
論
評
を
加
え
て
い
な
い
が
、
苗
人
の
体
質
構
造
か
ら
、
そ

れ
が
モ
ン
ゴ
リ
ア
種
で
あ
る
と
認
め
て
お
り
、
…
…
そ
の
立
論
の
出
発
点
は
、
比
較
し
て
き
わ
め
て
客
観
的
で
あ
る
…
…
。
お
よ
そ

外
国
人
が
わ
が
民
族
を
研
究
し
た
書
籍
は
、
学
術
的
貢
献
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
敬
服
さ
せ
ら
れ
ず
に
い
ら
れ
な
い
が
、
種
族
上
の

見
解
に
つ
い
て
は
、
往
々
に
知
ら
ず
し
て
主
観
的
色
彩
を
ま
じ
え
て
い
る
。
鳥
居
龍
蔵
氏
の
こ
の
書
は
、
き
わ
め
て
客
観
的
な
態
度

に
基
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
欧
米
の
学
者
の
苗
族
非
中
国
民
族
論
を
引
き
な
が
ら
論
評
を
加
え
て
い
な
い
の
は
、〔
そ
の
ま
ま
翻
訳

さ
れ
た
部
分
を
読
ん
だ
中
国
の
〕
読
者
に
悪
い
印
象
を
与
え
や
す
い
。
中
国
の
歴
史
書
の
「
苗
夷
民
族
は
我
が
族
類
に
あ
ら
ず
、
其

の
心
必
ず
異
な
ら
ん
」
と
い
う
認
識
は
、
今
日
の
私
た
ち
は
ま
さ
に
そ
の
誤
謬
を
正
し
て
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
の

に
、
も
し
こ
の
上
、
外
国
人
の
主
張
す
る
苗
民
族
と
漢
民
族
が
〔
歴
史
的
に
〕
対
立
す
る
二
つ
の
民
族
で
あ
る
と
す
る
論
調
を
読
ん

で
、〔
そ
こ
に
訳
者
に
よ
る
批
判
的
〕判
断
を
加
え
な
け
れ
ば
、
ま
さ
し
く
前
門
に
虎
を
逐
い
、
後
門
に
狼
を
入
れ
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
も
し
本
訳
書
に
詳
細
な
序
言
を
付
し
、
こ
の
種
の
部
分
に
意
見
を
提
示
し
た
な
ら
、
読
者
の
認
識
の
上
で
、
き
わ
め
て
大
き

な
助
け
と
な
り
え
た
に
違
い
な
い
（
江
応

「
評
鳥
居
龍
蔵
之
苗
族
調
査
報
告
」
一
九
三
七
年
四
月
）。

一
九
三
〇
年
代
後
半
、
民
族
学
者
た
ち
が
、
苗
族
の
位
置
付
け
に
対
し
て
敏
感
と
な
り
、
旧
来
の
学
院
を
批
判
す
る
態
度
を
明
確
に
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で

231
）

あ
る
。

⑸
中
央
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
中
の
苗
族
史
論
｜
『
湘
西
苗
族
調
査
報
告
』

こ
の
時
期
、
鳥
居
の
『
苗
族
調
査
報
告
』
訳
書
の
刊
行
に
続
い
て
、
中
国
人
研
究
者
独
自
の
苗
族
調
査
の
成
果
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
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の
が
、
凌
純
声
と

逸
夫
に
よ
る
『
湘
西
苗
族
調
査
報
告
』
で
あ
る
。
そ
の
記
述
は
、
以
下
の
よ
う
に
始
ま
る
。

こ
の
百
年
来
、
西
洋
の
宣
教
師
が
わ
が
国
に
伝
道
し
、
外
国
の
学
者
が
旅
で
中
国
を
訪
れ
、
少
な
か
ら
ず
の
民
族
学
お
よ
び
言
語

学
の
調
査
を
な
し
た
。
彼
ら
が
発
表
し
た
論
著
は
、
学
術
研
究
に
資
す
る
も
の
が
非
常
に
多
い
。
し
か
し
湘
西
〔
湖
南
西
部
〕
の
苗

族
は
、
今
に
至
る
ま
で
な
お
欠
如
と
し
て
付
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
日
本
人
の
鳥
居
龍
蔵
氏
は
、
一
九
〇
二
年
に
わ
が
国
の
西
南
各

省
を
旅
し
て
、
苗
族
の
生
活
を
実
地
に
調
査
し
た
が
、
湘
西
を
通
過
し
た
も
の
の
、
苗
区
〔
苗
族
地
域
〕
に
入
っ
て
調
査
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
湘
西
の
苗
疆
〔
苗
族
地
域
〕
は
、
今
な
お
民
族
学
調
査
の
処
女
地
と
言
え
る
の
で
あ
る
（
凌
純
声
・

逸
夫
「
序
言
」
一
九
四

232
）

〇
年
）。

上
文
で
ま
ず
提
起
さ
れ
る
の
は
、
本
成
果
が
、
鳥
居
龍
蔵
に
代
表
さ
れ
る
近
代
以
来
の
外
国
人
ら
の
調
査
成
果
の
空
白
を
生
め
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
単
に
空
白
を
埋
め
る
の
み
な
ら
ず
、
成
果
と
し
て
も
彼
ら
に
よ
る
既
存
の
学
説
を
超
克
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
同
「
序
言
」
で
凌
純
声
に
よ
る
起
草
と
さ
れ
て
い
る
本
文
第
一
章
の
以
下
の
記
述
に
お
い
て
、
ま
ず
見
取
り
図
的

に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

近
ご
ろ
の
中
国
民
族
史
を
研
究
す
る
者
に
は
、
今
の
苗
族
が
す
な
わ
ち
古
代
の
三
苗
の
末
裔
で
あ
る
と
説
く
者
が
い
る
が
、
…
…

今
と
昔
の
苗
が
、
同
一
の
族
類
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、『
戦
国
策
』の
数
語
の
記
載
や
、
そ
の
名
称
の
用
字
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
で
、
断
言
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
ま
ず
苗
の
名
称
に
つ
い
て
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
、
い
に
し
え
の
苗
と
今
の
苗
と
の
違
い
、
お
よ
び
狭
義
の
苗
と
広
義
の
苗
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

章
〔

麟
〕
氏
の
後
、
い
に
し
え
の
三
苗
が
今
の
苗
族
で
あ
る
と
す
る
説
を
批
判
す
る
者
は
日
ま
し
に
多
く
な
り
、
な
か
で
も
朱
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希
祖
の
説
は
、
証
拠
〔
と
し
て
挙
げ
て
い
る
も
の
〕
が
比
較
的
多
い
。
…
…
こ
う
し
て
私
た
ち
は
、
三
苗
が
国
名
で
あ
っ
て
、
種
族

の
名
で
は
な
く
、
さ
ら
に
今
日
の
苗
で
な
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
が
あ
れ
ば
民
が
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の

人
民
の
種
族
は
い
っ
た
い
何
〔
族
〕
に
属
し
た
の
か
。
…
…
い
に
し
え
の
三
苗
は
、
炎
帝
末
裔
の
姜
姓
の
〔
統
治
す
る
〕
国
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
西

の
大
本
で
あ
る
。
古
代
の
三
苗
国
は
、
古
典
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
疆
域
が
き
わ
め
て
広
く
、
…
…
こ
の
広
い
区
域
に

お
い
て
、
そ
の
土
着
民
族
は
、
あ
る
い
は
一
つ
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
主
要
な
者
は
、
旧
説
に
よ
る
と
、
九

黎
で
あ
る
。
九
黎
の
君
主
は
、
少
昊
の
時
に
は

尤
が
い
て
、
堯
の
時
に
は
苗
民
が
い
た
。

尤
と
苗
民
は
、
二
つ
の
異
な
る
時
代

に
お
け
る
九
黎
の
統
治
者
で
あ
り
、
統
治
さ
れ
た
民
族
は
と
も
に
九
黎
で
あ
っ
た
。
…
…
三
苗
の
君
主
と
民
が
実
は
同
族
で
な
か
っ

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

今
の
苗
が
古
代
の
苗
あ
る
い
は
三
苗
で
な
く
、
三
苗
の
民
が
九
黎
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
以
下
の
問
い
が
生
ず
る
。
今
の
苗
は
古

代
の
九
黎
で
は
な
い
の
か
、
と
。
近
人
の
呂
思
勉
は
、
古
代
の
九
黎
が
す
な
わ
ち
後
世
の
蛮
で
あ
り
、
蛮
が
音
を
転
じ
て
苗
に
な
っ

た
と
す
る
。
…
…
私
た
ち
が
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
黎
・
蛮
・
苗
の
三
者
は
、
今
日
の
現
実
の
材
料
を
も
っ
て
証
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
異
な
る
の
で
あ
り
、
同
一
の
族
類
で
あ
る
と
は
決
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
の
苗
が
い
に
し
え
の

で
あ
る
と
す
る
説
は
、
章

麟
氏
に
始
ま
る
。
…
…
お
お
よ
そ

は
春
秋
以
後
、
戦
国
の
混
乱
と
〔
秦

末
の
〕
楚
漢
の
抗
争
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
〔
黄
河
流
域
の
〕
山
西
・
河
南
か
ら
〔
四
川
の
〕
巴
・
蜀
に
移
り
、
後
に
ま
た
巴
・
蜀
か

ら
〔
四
川
南
部
の
〕
越

に
移
り
、
…
…
ま
た
越

か
ら
今
の
貴
州
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
宋
・
元
の
間
に
、
貴
州
に
久
し
く

暮
ら
し
、﹇m

u

﹈と
自
称
す
る
民
族
は
、
漢
族
と
の
接
触
が
次
第
に
多
く
な
り
、
漢
人
は
そ
れ
が
古
代
の

あ
る
い
は

で
あ
る
こ

と
が
わ
か
ら
ず
、
そ
の
族
を
蔑
視
し
て
、
そ
れ
が
自
称
す
る
と
こ
ろ
の
音
が
「
猫
」「

」
な
ど
の
漢
字
音
に
近
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
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を
も
っ
て
〔
彼
ら
を
「
猫
」「

」
と
〕
名
付
け
、
あ
る
い
は
ま
た
こ
の
﹇m
u

﹈
と
自
称
す
る
民
族
を
、
古
代
の
三
苗
の
末
裔
で
あ

る
と
思
い
、
そ
れ
で
ま
た
「
苗
」
の
字
を
も
っ
て
そ
れ
を
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
…
…
明
清
以
来
、
多
く
が
古
代
の
苗
を
今
の
苗
族

に
付
会
し
、
そ
れ
で
「
猫
」
あ
る
い
は
「

」
字
は
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
苗
の
名
称
が
固
定
化
し
た
の
で
あ
る
（
凌
純
声
「
苗
族

名
称
的
逓
変
」
一
九
四
〇
年
）。

こ
こ
で
は
、
何
よ
り
も
鳥
居
が
調
査
時
に
関
心
の
大
本
に
置
い
た
、
漢
族
西
来
説
と
表
裏
一
体
化
し
た
典
型
的
な
苗
族
先
住
説
が
退
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
先
に
第
四
章
で
見
た
呂
思
勉
に
よ
る
上
古
の
「
三
苗
国
」
の
民
族
構
成
を
構
造
的
に
把
握
す
る
視
点
が
継
承
さ

れ
、
中
原
の
五
帝
と
争
っ
た
と
さ
れ
る

尤
や
苗
民
が
そ
の
支
配
層
、
九
黎
が
非
支
配
層
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
問
題
の
中
核

で
あ
る
今
日
の
苗
族
に
つ
い
て
は
、
呂
思
勉
の
よ
う
に
そ
れ
を
九
黎
と
結
び
つ
け
ず
、
む
し
ろ
章

麟
の
旧
説
を
一
部
継
承
す
る
。
す
な

わ
ち
、
歴
史
上
の
「

」「

」
が
、
黄
河
流
域
か
ら
長
江
上
流
域
に
向
か
っ
て
徐
々
に
南
下
し
、
貴
州
方
面
に
遅
れ
て
入
っ
た
後
に
、
苗

と
い
う
呼
称
が
誤
解
か
ら
生
ま
れ
、
今
日
に
至
っ
た
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
江
流
域
の
最
古
層
に
位
置
付
け
ら
れ
る
集
団
は
九
黎
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
今
日
の
苗
族
は
民
族
系
統
と
し
て
無
関

係
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
今
日
の
苗
族
の
源
流
は
黄
河
流
域
で
あ
る
も
の
の
、
後
か
ら
現
住
地
に
入
っ
た
後
発
の
集
団
に
す
ぎ
ず
、
ま
し

て
や
黄
帝
と

尤
に
象
徴
さ
れ
る
上
古
の
「
民
族
対
立
」
は
、
今
日
の
苗
族
と
は
何
の
関
係
も
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
同
時

期
の
江
応

に
よ
る
問
題
意
識
と
、
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
内
容
で
あ
る
。
前
稿
で
論
じ
た
歴
史
学
の
領
域
よ
り
は
や
や
遅
れ
た
も
の
の
、

民
族
学
の
領
域
に
お
い
て
も
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
苗
族
先
住
説
か
ら
の
脱
却
が
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
、
独
自
の
歴
史
叙
述
が
試

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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⑹
凌
純
声
の
華
南
民
族
史
像

し
か
し
、
上
文
を
読
む
時
、
意
外
な
思
い
を
禁
じ
え
な
い
の
は
、
民
族
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
た
民
族
誌
で
あ
り
な
が
ら
、
調
査
の
事

実
関
係
の
記
載
に
入
る
よ
り
前
に
、
民
族
系
統
に
つ
い
て
の
詳
細
な
歴
史
的
考
証
が
な
さ
れ
、
ま
た
そ
こ
に
民
族
伝
承
や
祭
祀
体
系
な
ど

の
現
地
調
査
の
成
果
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
民
族
学
者
が
書
い
た
民
族
誌
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
実
体
は
ま

る
で
文
献
史
学
者
が
書
い
た
歴
史
考
証
の
感
さ
え
あ
る
。
苗
族
の
現
状
を
調
査
し
叙
述
す
る
こ
と
と
同
等
に
、
そ
の
民
族
系
統
の
解
明
が

重
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
民
族
誌
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
民
族
史
論
と
し
て
の
性
質
を
備
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

文
献
に
基
い
て
民
族
系
統
を
追
究
す
る
凌
純
声
は
、
同
文
中
で
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

〔
い
に
し
え
の
〕
九
黎
は
、
長
江
以
南
か
ら
、
五
嶺
を
越
え
て
、
広
東
・
広
西
を
経
て
、
今
の
海
南
島
に
退
去
し
た
。
近
人
の
考
証

に
よ
れ
ば
、
今
日
の
海
南
島
の
黎
は
、
大
陸
か
ら
移
動
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
種
族
は
タ
イ
・
シ
ャ
ン
族
〔
タ
イ
系
民
族
〕

で
、
今
日
の
広
西
の

人
〔
現
壮
族
〕・
土
人
〔
現
壮
族
〕
や
雲
南
の

夷
〔
現

族
〕・
儂
人
〔
現
壮
族
〕
な
ど
が
、
同
一
系
統
の

民
族
で
あ
る
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

〔
だ
か
ら
九
黎
は
〕
蛮
で
も
苗
で
も
な
い
。
…
…
苗
と
蛮
の
音
が
近
い
と
い
う
こ
と
は
、
呂
〔
思
勉
〕
氏
が
言
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
人
の
鳥
居
龍
蔵
の
『
苗
族
調
査
報
告
』
…
…
も
ま
た
多
く
こ
れ
を
言
う
が
、
…
…
今
日
の
現
実
の
資
料
を
も
っ
て
証
す
る
と
、

二
者
が
同
一
の
族
類
で
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
で
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

蛮
は
三
代
〔
夏
・
殷
・
周
〕
以
前
は
〔
黄
河
流
域
の
〕
河
南
西
南
部
に
暮
ら
し
て
い
た
。
…
…
周
の
世
に
な
る
と
、
そ
の
族
は
強

勢
と
な
り
、
長
江
・
漢
水
流
域
を
占
拠
し
て
、
荊
蛮
と
呼
ば
れ
た
。
…
…
漢
の
時
は
長
沙
の
武
陵
蛮
で
あ
り
、
唐
初
に
は
も
は
や
蛮

の
呼
称
が
な
く
、
莫

の
名
が
現
れ
た
。
宋
に
至
っ
て
蛮

あ
る
い
は

人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
頃
に
は
こ
の
族
は
す
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で
に
五
嶺
を
越
え
て
南
に
移
り
、
広
東
・
広
西
の
地
に
分
布
し
て
い
た
。
後
に
ま
た
二
手
に
分
か
れ
、
東
支
が
広
東
か
ら
福
建
・
浙

江
に
入
っ
て

民
と
呼
ば
れ
、
西
支
が
広
西
か
ら
雲
南
・
ベ
ト
ナ
ム
の
国
境
地
域
に
入
っ
て
今
な
お
蛮
の
旧
称
を
残
し
、
湖
南
・
広

西
に
留
ま
っ
た
者
は
な
お
も

人
〔
現
瑶
族
〕
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
の
及
ん
だ
と
こ
ろ
で
は
、
か
つ
て
見
た

浙
江
の

民
、
広
西
の

人
、
お
よ
び
雲
南
・
ベ
ト
ナ
ム
国
境
の
蛮
人
は
、
今
も
家
で
「
高
辛
氏
勅
封
忠
勇
王
」
の
位
牌
を
な
お
多

く
祀
り
、
同
じ
よ
う
に
槃

〔
盤
古
〕
の
ト
ー
テ
ム
を
信
奉
し
て
い
た
。
そ
の
言
語
は
、

民
が
客
家
語
に
非
常
に
近
い
も
の
を
話

す
ほ
か
は
、

・
蛮
の
二
者
は
、
多
く
が
大
同
小
異
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
つ
の
族
類
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
の
で
あ
る
（
同
上
）。

こ
こ
で
は
、
い
に
し
え
の
「
三
苗
国
」
の
被
支
配
層
で
あ
る
九
黎
の
末
裔
が
、
今
日
の
苗
族
で
は
な
く
海
南
島
の
黎
族
で
あ
る
こ
と
が

論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
今
日
の
広
西
・
雲
南
に
散
在
す
る
壮
族
・

族
な
ど
タ
イ
系
諸
族
の
一
部
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
新
た
な
視
点

で
あ
る
。
そ
し
て
か
つ
て
章

麟
が
今
日
の
苗
族
と
結
び
付
け
た
歴
史
上
の
「
蛮
」
に
つ
い
て
は
、
中
原
か
ら
長
江
中
流
域
に
向
か
っ
て

徐
々
に
南
下
し
た
も
の
で
、
そ
の
末
裔
が
今
日
の
浙
江
・
福
建
・
広
東
・
広
西
・
雲
南
に
散
在
す
る

・

・
蛮
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
議
論
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
苗
族
先
住
説
の
克
服
が
広
義
の
「
苗
」
概
念
の
整
理
を
と
も
な
う
も
の
と
し
て
進
展
し
た
こ
と

が
あ
る
。

凌
純
声
は
同
文
の
冒
頭
部
分
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

苗
と
い
う
名
は
、
世
の
中
で
は
多
く
が
中
国
西
南
民
族
の
総
称
と
考
え
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
今
日
四
川
・
雲
南
・
湖
南
・

貴
州
・
広
東
・
広
西
の
〔
西
南
〕
諸
省
の
非
漢
民
族
は
、
名
称
が
非
常
に
多
く
、
百
数
十
種
を
下
ら
な
い
。
…
…
苗
族
は
…
…
〔
そ

の
中
の
〕
一
系
統
に
す
ぎ
ず
、
西
南
民
族
全
体
を
包
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
す
ぐ
に
は
糾
正
す
る
の
が
難
し
く
、
私
た
ち
は

苗
の
名
称
に
広
義
と
狭
義
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。広
義
の
苗
と
は
西
南
民
族
全
体
の
汎
称
で
あ
り
、
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狭
義
の
苗
と
は
本
当
の
苗
で
、
あ
る
い
は
純
苗
と
も
称
さ
れ
る
。〔
こ
れ
ら
の
う
ち
で
〕本
書
が
研
究
す
る
の
は
、
狭
義
の
純
苗
で
あ
っ

て
、
広
義
の
苗
族
で
は
な
い
（
同
上
）。

当
時
の
中
国
国
内
で
は
、
新
進
の
民
族
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
民
族
系
統
の
分
類
と
体
系
化
の
試
み
が
新
た
な
成
果
を
上
げ
て

233
）

い
た
。

上
文
に
お
け
る
凌
純
声
の
華
南
諸
民
族
の
系
統
に
対
す
る
関
心
も
、
そ
う
し
た
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
凌
純
声
の
議
論
を

総
合
す
る
と
、
長
江
流
域
の
最
古
層
の
集
団
の
末
裔
と
さ
れ
た
黎
族
と
、
後
か
ら
現
住
地
に
入
っ
た
後
発
の
集
団
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
た

今
日
の
苗
族
と
の
間
に
、
今
日
の
瑶
系
諸
族
の
展
開
が
織
り
込
ま
れ
た
、
タ
イ
系
諸
族
・
瑶
系
諸
族
・
苗
族
が
年
代
順
に
重
な
り
あ
う
、

重
層
的
な
民
族
史
像
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
れ
は
、
民
族
学
の
進
展
を
背
景
に
民
族
系
統
の
分
類
が
進
む
中
で
、
苗
族
概
念
が
整
理
さ
れ

た
結
果
、
旧
来
に
お
い
て
は
苗
族
先
住
説
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
た
各
種
の
華
南
民
族
史
論
が
、
最
新
の
民
族
学
説
を
踏
ま
え
て
一
つ
の

時
間
軸
の
中
に
分
割
さ
れ
、
定
位
し
な
お
さ
れ
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑺
苗
族
と
赫
哲
族
の
あ
い
だ
｜

民
族
学
者
の
中
国
民
族
史
像

民
族
誌
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
民
族
史
論
で
も
あ
る
と
い
う
特
徴
は
、
苗
族
調
査
報
告
書
に
先
立
ち
、
凌
純
声
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た

赫
哲
族
の
調
査
報
告
書
に
も
あ
て
は
ま
る
。
そ
の
第
一
章
「
東
北
的
古
代
民
族
与
赫
哲
族
」
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
で
始
ま
る
。

現
在
中
国
で
民
族
史
を
研
究
す
る
学
者
は
、
大
部
分
が
欧
州
の
漢
学
者
の
衣
鉢
を
継
い
で
、
今
の
ツ
ン
グ
ー
ス
〔
系
諸
民
族
〕
が

す
な
わ
ち
古
代
の
〔
中
国
古
籍
に
見
え
る
〕
東
胡
で
あ
る
と
、
ま
っ
た
く
疑
わ
ず
に
信
じ
て
い
る
。
…
…
ツ
ン
グ
ー
ス
す
な
わ
ち
東

胡
と
す
る
説
は
、
ほ
と
ん
ど
現
在
の
学
者
一
般
が
公
認
す
る
と
こ
ろ
の
定
説
と
な
っ
て
お
り
、
民
族
史
の
研
究
に
影
響
す
る
と
こ
ろ

が
き
わ
め
て
大
き
い
。
筆
者
の
も
と
も
と
の
考
え
で
は
、
赫
哲
族
〔
そ
の
も
の
〕
に
つ
い
て
の
考
証
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
だ
け
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で
あ
っ
た
が
、
ツ
ン
グ
ー
ス
す
な
わ
ち
東
胡
と
す
る
公
然
た
る
誤
り
を
糾
正
し
、
大
本
を
一
掃
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
ツ
ン
グ
ー

ス
と
東
胡
の
〔
歴
史
的
〕
関
係
に
つ
い
て
議
論
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
考
証
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
結
論
は
、
ツ

ン
グ
ー
ス
は
東
胡
の
音
訳
で
は
な
く
、
…
…
東
胡
は
匈
奴
と
同
じ
く
蒙
古
種
に
属
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
中
国
の
上
古
史
を
研
究
す
る
人
は
す
で
に
、
中
国
民
族
が
一
元
的
に
出
自
し
た
と
い
う
考
え
方
を
打
破
し
て
お
り
、
た
と

え
ば
顧

剛
は
、
古
代
の
商
〔
殷
〕
民
族
と
周
民
族
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
〔
異
な
る
〕
始
祖
を
持
つ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
人

た
ち
が
、
古
籍
中
に
残
さ
れ
て
い
る
材
料
に
よ
っ
て
考
証
し
、
地
下
か
ら
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
遺
物
に
よ
っ
て
研
究
し
、
社
会
組
織

か
ら
推
測
を
行
な
っ
て
、
商
・
周
は
同
一
民
族
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
彼
ら
の
証
拠
は
日
ま
し
に
増
え
、
次
第
に
私
た
ち
は
そ
れ

を
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
…
…
こ
れ
ら
の
説
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
中
国
民
族
の
起
源
と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
す
で

に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
代
に
渤
海
の
周
り
に
い
た
民
族
は
中
国
古
籍
が
い
う
と
こ
ろ
の
東
夷
で
あ
り
、
商
民
族
は
こ
れ
に
起

源
し
た
の
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
商
民
族
は
東
夷
、
少
な
く
と
も
東
夷
の
一
支
と
言
え
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
中
国
文
化
の
創

始
者
は
す
な
わ
ち
東
夷
な
の
で
あ
る
。

十
七
世
紀
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
た
ち
が
中
国
に
伝
道
に
や
っ
て
来
て
、
中
国
の
文
化
を
探
索
し
、
中
国
民
族
西
来
の
説

を
提
唱
し
た
。
そ
の
後
、
東
西
の
学
者
た
ち
は
、
中
国
民
族
の
起
源
問
題
に
つ
い
て
、
西
来
、
南
下
〔
北
来
〕、
北
上
〔
南
来
〕
の
諸

説
紛
紛
と
な
り
、
総
計
す
る
と
十
余
説
を
下
ら
な
い
。
…
…
筆
者
は
…
…
商
民
族
が
中
国
文
化
の
創
始
者
で
あ
る
と
す
る
説
を
信
じ
、

か
つ
商
民
族
は
す
な
わ
ち
東
夷
に
出
自
す
る
と
考
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
中
国
文
化
の
起
源
問
題
に
つ
い
て
、「
東
夷
起
源
説
」あ
る
い

は
「
環
渤
海
湾
発
生
説
」、
さ
ら
に
ま
と
め
る
と
「
東
来
説
」
と
名
付
け
る
べ
き
も
の
を
主
張
し
、
い
わ
ゆ
る
西
来
・
南
下
・
北
上
の

諸
説
は
信
じ
な
い
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
東
夷
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
民
族
な
の
か
。
…
…
諸
説
を
総
合
的
に
み
る
と
、
中
国
古
籍
に
記
載
さ
れ
る
東
夷
は
、
実

の
と
こ
ろ
古
ア
ジ
ア
〔P

a
la
ea
sia
tics

〕
と
ツ
ン
グ
ー
ス
の
二
つ
の
民
族
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
者
は
満
洲
・
朝
鮮
お

よ
び
中
国
沿
岸
一
帯
（
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
北
全
域
と
言
え
る
）
に
暮
ら
し
て
い
た
原
始
住
民
で
、
後
者
は
他
所
か
ら
移
っ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。〔
殷
人
な
ど
の
〕
古
ア
ジ
ア
人
は
、〔
西
の
黄
河
上
流
域
の
〕
周
民
族
、〔
北
方
の
〕
ツ
ン
グ
ー
ス
お
よ
び
蒙
古

の
諸
民
族
の
圧
迫
を
受
け
、
一
部
が
〔
そ
れ
ら
〕
侵
入
者
に
よ
っ
て
同
化
さ
れ
、
一
部
が
今
日
の
ア
ジ
ア
極
東
北
の
地
に
退
去
し
、

そ
れ
が
現
存
の
チ
ュ
ク
チ
、
コ
リ
ヤ
ー
ク
、
エ
ス
キ
モ
ー
、
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル〔
イ
テ
ル
メ
ン
〕、
ユ
カ
ギ
ー
ル
、
ア
イ
ヌ
、
ギ
リ
ヤ
ー

ク
〔
ニ
ヴ
フ
〕
な
ど
で
、
と
も
に
該
族
〔
古
ア
ジ
ア
人
〕
の
末
裔
な
の
で
あ
る
。
…
…
ツ
ン
グ
ー
ス
の
起
源
地
に
つ
い
て
は
確
定
で

き
な
い
が
、
彼
ら
が
満
洲
に
移
入
し
た
の
は
、〔
満
洲
か
ら
見
て
〕西
北
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
明
白
で
あ
る
。
…
…
お

お
よ
そ
古
代
か
ら
漢
・
魏
以
後
ま
で
は
、〔
ア
ジ
ア
〕東
北
大
陸
の
東
夷
は
、
古
ア
ジ
ア
族
が
主
要
な
民
族
で
あ
り
、
隋
唐
以
降
に
な
っ

て
、
ツ
ン
グ
ー
ス
族
が
古
ア
ジ
ア
族
に
代
わ
っ
て
、
東
夷
民
族
の
主
体
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
凌
純
声
『
松
花
江
下
游
的
赫
哲
族
』

一
九
三

234
）

四
年
）。

こ
の
よ
う
に
凌
純
声
は
、
ツ
ン
グ
ー
ス
す
な
わ
ち
「
東
胡
」
と
す
る
外
国
人
東
洋
学
者
ら
の
説
を
批
判
し
、
そ
れ
を
「
東
夷
」
の
一
種

と
見
な
す
こ
と
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
顧

剛
に
代
表
さ
れ
る
疑
古
派
の
上
古
史
観
を
援
用
し
て
、「
商
民
族
」は
す
な
わ
ち
東
夷
で
あ
る

と
論
じ
、
外
国
人
東
洋
学
者
ら
に
よ
る
中
国
文
化
西
来
説
・
南
来
説
・
北
来
説
を
と
も
に
退
け
て
、
渤
海
沿
海
の
東
夷
起
源
と
す
る
「
東

来
説
」
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
民
族
史
論
の
基
軸
に
あ
る
の
は
、
東
夷
の
一
種
で
あ
る
「
古
ア
ジ
ア
人
」
が
黄
河
下
流
域

か
ら
東
北
・
朝
鮮
方
面
に
か
け
て
広
く
先
住
民
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
西
方
や
北
方
か
ら
「
侵
入
」
を
受
け
て
辺
境
へ
の
退

去
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
末
裔
が
今
日
の
ア
イ
ヌ
民
族
を
含
む
極
東
の
諸
民
族
で
あ
る
と
す
る
、
典
型
的
な
先
住
民
史
観
で
あ
る
。
こ
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れ
ら
の
論
点
は
い
ず
れ
も
北
方
に
か
か
わ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
中
に
本
稿
で
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
近
代
以
来
の
苗
族
史
論
と
重
な
る

も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
容
易
に
見
て
取
れ
よ
う
。

「
古
ア
ジ
ア
人
」と
い
う
概
念
を
軸
に
極
東
民
族
史
の
最
古
層
を
論
じ
、
そ
れ
と
区
別
さ
れ
る
後
発
の
存
在
と
し
て
ツ
ン
グ
ー
ス
を
民
族

史
的
に
位
置
付
け
る
視
点
は
、
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
の

235
）

視
点
を
継
承
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
は
漢
族
西
来
説
に
引
き
ず
ら

れ
、
漢
族
の
「
西
来
」
に
よ
っ
て
、
中
原
の
先
住
者
で
あ
る
ツ
ン
グ
ー
ス
（
原
ツ
ン
グ
ー
ス
）
が
、
漢
族
の
「
西
来
」
に
よ
っ
て
圧
迫
さ

れ
た
こ
と
で
、
も
と
も
と
黄
河
下
流
域
か
ら
中
国
東
北
部
に
か
け
て
存
在
し
て
い
た
「
古
ア
ジ
ア
人
」
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
極
東
の
辺
縁

に
か
け
て
の
地
域
に
追
い
や
ら
れ
た
と
理
解
し
て
い
た
。
凌
純
声
は
、
漢
族
西
来
説
を
排
除
し
て
、
そ
れ
を
殷
周
交
替
に
読
み
か
え
、
ま

た
ツ
ン
グ
ー
ス
を
北
方
起
源
と
し
た
以
外
は
、
基
本
的
に
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
の
考
え
方
を
継
承
し
、
黄
河
下
流
域
か
ら
東
北
に
か
け
て
一
連

の
土
着
民
族
が
存
在
し
た
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
上
記
の
民
族
史
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

凌
純
声
に
よ
る
こ
の
民
族
史
論
の
基
調
と
な
る
も
の
は
、
本
報
告
書
刊
行
の
二
年
前
に
世
に
出
た
、
上
述
の
『
東
北
史
綱
』
で
の
傅
斯

年
に
よ
る
議
論
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
中
国
東
北
部
が
先
史
時
代
か
ら
内
地
と
一
体
と
な
っ
て
民
族
史
的
展
開
を
遂
げ
て
き
た

と
す
る
明
確
な
主
張
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
彼
が
実
地
に
調
査
し
た
赫
哲
族
の
み
な
ら
ず
、
満
洲
族
な
ど
の
ツ
ン
グ
ー
ス
系
民
族
が
、

後
か
ら
中
国
東
北
部
に
「
侵
入
」
し
た
存
在
に
す
ぎ
ず
、
日
本
の
鳥
居
龍
蔵
や
矢
野
仁
一
が
主
張
し
て
い
た
よ
う
な
「
満
洲
」
の
先
住
者

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
を
含
意
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
理
解
を
も
と
に
先
の
凌
純
声
に
よ
る
苗
族
報
告
書
で
の
議
論
を
振
り
返
る
と
、
二
つ
の
報
告
書
の
記
述
に
は
、
実
に
よ
く
似
た

特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
と
も
に
批
判
の
矛
先
を
向
け
る
の
は
、「
欧
州
の
漢
学
者
」、
す
な
わ
ち
近
代
以
来
の
外
国
人
東
洋
学
者
ら
に
よ
る

民
族
史
論
で
あ
る
。
そ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
先
住
者
が
、
中
国
内
地
の
漢
族
と
は
系
統
を
異
に
す
る
ツ
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ン
グ
ー
ス
や
、
黄
河
流
域
か
ら
漢
族
に
追
い
払
わ
れ
て
南
下
し
た
三
苗
の
末
裔
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
土
着

民
族
と
し
て
存
在
し
て
い
た
民
族
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
近
代
中
国
の
民
族
学
を
代
表
す
る
「
西
南
」
と
「
東
北
」
の
民
族
誌
と

し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
二
つ
の
著
作
に
は
、
土
着
史
観
に
立
っ
た
民
族
史
論
と
し
て
、
共
通
す
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
ろ
う
。

⑻
民
族
誌
と
民
族
史
｜

民
族
学
者
と
歴
史
叙
述

二
つ
の
著
作
が
描
き
出
す
民
族
史
論
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
を
統
合
す
る
と
、

中
国
民
族
史
像
の
全
容
が
以
下
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
る
。
ま
ず
、
中
国
大
陸
の
最
古
層
と
し
て
、
華
北
か
ら
中
国
東
北
部
に
か
け
て
は

古
ア
ジ
ア
人
、
華
南
に
は
九
黎
が
い
た
。
黄
河
上
流
域
か
ら
周
族
が
東
進
す
る
に
前
後
し
て
、
古
ア
ジ
ア
人
は
そ
れ
に
同
化
、
も
し
く
は

中
国
東
北
部
さ
ら
に
は
極
東
の
地
に
追
い
や
ら
れ
、
ま
た
蛮
が
長
江
中
流
域
に
南
下
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
黎
は
タ
イ
系
諸
族
と
し
て

中
国
南
縁
部
に
広
が
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
よ
り
も
後
の
出
来
事
と
し
て
、
中
国
東
北
部
に
は
ツ
ン
グ
ー
ス
系
諸
族
が
北
方
か
ら
移
り
住
み
、

古
ア
ジ
ア
人
の
末
裔
は
ア
イ
ヌ
民
族
を
含
め
て
極
東
の
地
に
散
在
す
る
の
み
と
な
り
、
貴
州
か
ら
湖
南
に
か
け
て
の
地
に
は
、
四
川
方
面

か
ら

（

）
が
移
り
住
ん
で
苗
族
と
な
り
、
浙
江
・
福
建
方
面
で
は
蛮
の
末
裔
の
一
派
が

族
と
な
り
、
広
西
・
雲
南
方
面
で
は
も
う

一
派
が
瑶
族
と
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
一
見
す
る
と
、
鳥
居
龍
蔵
や
梁
啓
超
な
ど
に
よ
る
先
住
民
史
観
に
立
っ
た
民
族
史
論
と
大
差
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
古
層
の

集
団
が
最
も
辺
境
に
押
し
出
さ
れ
た
と
さ
れ
、
南
北
の
差
を
越
え
て
、
苗
族
と
ア
イ
ヌ
民
族
が
相
似
し
た
歴
史
的
位
置
付
け
を
得
る
と
い

う
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
鳥
居
の
中
国
史
論
は
、
漢
族
西
来
説
と
苗
族
先
住
説
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
上
に
、
肝
心
の
漢
族
へ
の
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関
心
と
理
解
を
ま
っ
た
く
欠
い
た
も
の
で
あ

236
）

っ
た
。
ま
た
こ
れ
と
正
反
対
に
、
清
末
民
国
初
年
の
梁
啓
超
に
よ
る
中
国
史
論
は
、
多
民
族

史
論
と
い
う
体
裁
は
と
る
も
の
の
、
実
体
と
し
て
は
漢
族
の
歴
史
的
関
心
を
出
発
点
に
、
漢
族
に
よ
る
非
漢
族
の
一
元
的
同
化
を
軸
と
し

て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
呂
思
勉
・
顧

剛
の
議
論
も
、
考
古
学
の
成
果
を
摂
取
し
、
も
し
く

は
上
古
史
伝
承
の
多
系
的
理
解
に
立
脚
し
て
い
た
と
は
い
え
、
出
発
点
に
あ
っ
た
の
は
漢
族
史
論
と
し
て
の
関
心
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
民
族
学
と
い
う
学
術
が
各
種
実
践
を
展
開
す
る
中
で
、
民
族
史

論
は
そ
れ
ま
で
と
ま
っ
た
く
形
を
変
え
た
。
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
た
の
は
、
周
辺
民
族
間
の
関
係
史
ま
で
視
野
に
入
れ
、
動
態
と
し
て
の

視
点
が
よ
り
顕
著
な
、
一
元
的
で
も
な
く
多
系
的
で
も
な
い
、
複
合
的
な
民
族
史
像
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
民
族
史
像
が
、
旧
来
の
よ
う
に
単
純
な
進
化
論
的
歴
史
観
の
中
で
、「
優
勝
劣
敗
」
と
「
同
化
」
の
論
理
に
照
ら
し
て
、
漢
族

と
の
相
対
的
関
係
を
導
き
出
す
と
い
う
性
質
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
現
状
に
即
し
た
民
族
系
統
の
整
理
の
一
環
と
し
て
描
き
出
さ
れ

た
と
い
う
点
に
、
民
族
学
者
に
よ
る
民
族
史
論
の
特
徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
、
民
族
学
者
は
、
民
族
系
統
を
検
討
す
る

作
業
の
中
で
歴
史
的
な
考
察
を
盛
ん
に
行

237
）

な
い
、
ま
た
中
国
民
族
通
史
を
も
執
筆

238
）

し
た
。
長
江
流
域
や
西
南
辺
境
地
域
の
典
籍
史
料
に
は

限
界
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
考
古
学
成
果
も
ま
だ
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、
辺
境
民
族
を
含
め
た
中
国
民
族
史
論
は
、
以
後
、

民
族
学
者
と
彼
ら
に
よ
る
成
果
を
中
心
に
描
き
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
民
族
学
者
に
よ
る
民
族
史
論
と
い
う
歴
史
叙
述
の
あ
り
方

が
、
こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

⑼「
東
北
」
か
ら
「
西
南
」
へ

現
状
か
ら
時
間
を
溯
上
す
る
民
族
学
者
た
ち
の
歴
史
意
識
は
、
政
治
的
現
実
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
く
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
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も
そ
も
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
一
九
三
〇
年
前
後
に
、民
族
学
と
い
う
学
知
が
制
度
化
さ
れ
、フ
ィ
ー
ル
ド
や
研
究
対
象
が
大
き
く
広
が
っ

た
の
は
、
政
治
状
況
の
変
化
に
よ
る
学
術
体
制
の
確
立
と
、
実
効
支
配
領
域
の
変
化
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
実
と
の

関
係
性
の
強
さ
は
、
民
族
学
者
自
体
の
問
題
意
識
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
楊
成
志
の
場
合
、
一
九
二
〇
年
代
末
に
は
、
現
地
社
会
へ
の

啓
蒙
に
対
す
る
使
命
感
が
強
く
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
初
め
に
は
、
地
元
広
東
政
界
を
巻
き
込
ん
だ
「
西
南
」
論
の
一
翼

を
担
う
も
の
と
し
て
、
辺
境
民
族
へ
の
関
心
が
救
国
意
識
と
連
結
さ
れ
た
。
辺
境
が
置
か
れ
た
社
会
的
現
実
や
政
治
状
況
が
、
楊
志
成
の

問
題
意
識
に
は
明
瞭
に
見
て
取
れ
た
の
で
あ
る
。

上
で
見
た
民
族
史
像
の
あ
り
方
か
ら
は
、
楊
成
志
と
同
時
代
を
生
き
た
凌
純
声
に
も
、
同
様
な
問
題
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
こ
に
は
あ
る
種
の
政
治
的
要
請
が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
後
年
、
傅
斯
年
が
凌
純
声
『
松
花
江
下
游
的
赫
哲

族
』
の
出
版
経
緯
に
つ
い
て
回
顧
し
た
、
以
下
の
記
述
に
よ
っ
て
わ
か
る
の
で
あ
る
。

記
憶
し
て
い
る
の
は
、
五
、
六
年
前
に
弊
所
〔
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
〕
が
、
凌
純
声
先
生
の
赫
哲
族
に
つ
い
て
の
研
究

を
刊
行
し
た
時
、
わ
た
し
は
「
赫
哲
民
族
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
よ
う
に
つ
と
め
て
主
張
し
ま
し
た
。
当
時
、
こ
う
し
た
感
覚

を
持
っ
た
の
は
、「
民
族
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
が
「
民
族
主
義
」
の
本
〔
孫
文
の
『
三
民
主
義
』
の
一
節
〕
の
中
に
も
と
も
と
備
わ
っ

て
い
て
、
こ
の
本
が
〔
孫
文
の
遺
志
を
受
け
継
ぐ
国
民
政
府
の
統
治
下
の
〕
今
日
に
お
い
て
は
、
法
的
な
効
力
を
も
っ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
政
府
機
関
の
刊
行
物
は
と
く
に
、
こ
れ
と
相
違
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
し
た

（
傅
斯
年
「
致
顧

剛
先
生
函
稿
」
一
九
三

239
）

九
年
）。

満
洲
事
変
か
ら
間
も
な
い
時
期
、「
東
北
」
の
赫
哲
族
は
、「
民
族
」
で
は
な
く
「
族
」
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
方
向
付
け
た
の
は
、
傅
斯
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
凌
純
声
の
苗
族
史
論
も
ま
た
、
同
じ
力
学
の
中
に
あ
っ
た
と
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見
る
必
要
が
あ

240
）

ろ
う
。

こ
こ
で
い
う
「
民
族
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
（N

a
tio
n

）
と
し
て
の
中
国
民
族
に
他
な
ら
な
い
。「
満
洲
」
の
衝
撃
を
経
て

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
「
国
土
」
や
「
国
民
」
と
い
う
枠
組
み
の
脆
さ
を
、
傅
斯
年
や
顧

剛
ら
は
察
知
し
て
、
本
稿
の
冒
頭
で
見
た
救
国

意
識
に
立
っ
た
学
術
実
践
を
提
唱
し
、
自
ら
そ
の
先
陣
を
切
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
六
年
五
月
に
国
民
政
府
に
よ
る
議
論
を
経
て
発
表

さ
れ
た
憲
法
草
案
修
正
案
で
は
、
清
末
以
来
の
各
種
「
憲
法
」
と
は
異
な
り
、
新
た
に
省
名
が
列
挙
さ
れ
る
か
た
ち
で
中
華
民
国
の
領
土

が
明
示
さ
れ
（
第
四
条
）、
当
時
実
際
に
は
「
満
洲
国
」
の
統
治
下
に
あ
っ
た
東
北
各
省
が
そ
の
内
に
あ
る
こ
と
が
ま
ず
主
張
さ
れ
、
そ
れ

に
続
い
て
「
中
華
民
国
の
各
民
族
は
均
し
く
中
華
国
族
の
構
成
要
素
で
、
一
律
平
等
で
あ
る
」（
第
五
条
）
と
い
う
規
定
が
見
え
て

241
）

い
る
。

領
土
の
明
確
化
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
付
い
た
も
の
と
し
て
、「
中
華
国
族
」と
い
う
概
念
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る

「
中
華
国
族
」（
傅
斯
年
の
「
民
族
」）
と
、
そ
の
下
位
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
民
族
」（
傅
斯
年
の
「
族
」）
と
の
関
係
は
、
こ
の
時
期
、
こ

う
し
て
公
的
に
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
時
期
に
す
で
に
同
様
な
問
題
意
識
が
表
出
し
て
い
た
こ
と
を
、『
松
花
江
下
游
的
赫
哲
族
』の
執
筆
を
め
ぐ
る
、
上
の
傅

斯
年
の
回
顧
は
暗
示
し
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
、
苗
族
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
り
、
民
族
学
者
ら
に
よ
る
旧
来
の
学
院
へ
の
批
判

や
、
学
術
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
噴
出
し
た
こ
と
は
、
先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
を
清
末
民
国
初
年
の
章

麟
ら
に
よ
る
国
粋
主

義
に
立
つ
批
判
と
区
別
す
る
も
の
は
、
新
進
の
民
族
学
者
た
ち
が
、
辺
境
地
域
で
の
学
術
実
践
に
基
い
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
凌
純
声
は
、
赫
哲
族
に
つ
い
て
は
極
北
ま
で
の
空
間
的
広
が
り
の
中
に
位
置
付
け
て
論
じ
た
が
、
苗
族
に
つ
い

て
論
じ
た
頃
に
は
、
国
境
の
内
側
だ
け
の
議
論
に
終
始
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。「
国
族
」を
前
提
と
す
る
新
た
な
民
族
史
像
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
時
代
要
請
と
し
て

242
）

あ
り
、そ
の
中
に
苗
族
を
位
置
付
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
こ
そ
が
、
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こ
の
時
期
の
苗
族
史
論
の
特
徴
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
民
族
学
者
が
行
な
っ
た
こ
れ
ら
の
学
術
実
践
は
、
辺
境
社
会
に
お
い
て
、「
国
族
」構
築
に
貢
献
す
る
と
い
う
目
的
と

は
、
正
反
対
の
反
応
を
呼
び
起
こ
す
と
い
う
結
果
を
も
同
時
に
も
た
ら
し
た
。

辺
境
社
会
に
分
け
入
っ
た
民
族
学
者
の
活
動
は
、
彼
ら
を
支
援
し
た
地
元
知
識
人
や
苗
族
エ
リ
ー
ト
を
刺
激
し
、
現
地
に
お
け
る
地
域
・

民
族
意
識
の
覚
醒
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
凌
純
声
と

逸
夫
に
よ
る
湖
南
西
部
に
お
け
る
苗
族
調
査
に
つ
い
て
、
苗
族
代
表
の
石
青
陽
な

る
人
物
が
、「
苗
族
を
古
陋
で
あ
る
と
し
て
、
多
方
面
で
収
集
を
行
な
い
、
映
像
を
撮
影
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
談
笑
の
資
、
娯
楽
の
具
、

謀
利
の
用
と
し
た
」
と
批
判
し
た

243
）

の
は
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

辺
境
民
族
の
側
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
は
、
調
査
活
動
へ
の
批
判
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
他
者
と
し
て
の
議
論
に
終
始
し
て
き
た
苗

族
史
論
も
ま
た
、
こ
の
時
期
、
自
己
認
識
を
め
ぐ
る
言
説
に
取
り
込
ま
れ
て
苗
族
地
域
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
憲
法
草
案
が

誕
生
し
、
憲
政
の
実
施
へ
と
中
国
社
会
が
向
か
う
中
、
国
政
へ
の
参
加
と
権
利
拡
大
を
要
請
す
る
地
域
・
民
族
エ
リ
ー
ト
の
側
か
ら
、
新

た
に
苗
族
史
が
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

ま
た
一
方
で
、「
国
族
」を
前
提
に
、
そ
の
実
体
と
そ
の
成
り
立
ち
を
追
究
す
る
民
族
学
者
た
ち
の
試
み
は
、
さ
ら
に
国
境
の
外
と
の
摩

擦
を
生
み
出
す
土
壌
と
も
な
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
民
族
学
者
を
中
心
と
す
る
民
族
史
論
の
中
で
、
旧
来
の
苗

族
史
論
が
解
体
さ
れ
、
タ
イ
系
民
族
と
い
う
新
た
な
民
族
史
の
基
軸
が
生
ま

244
）

れ
た
。
華
南
民
族
史
論
に
お
い
て
、
タ
イ
系
民
族
史
は
、
旧

来
の
苗
族
史
に
代
わ
る
重
要
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
タ
イ
系
民
族
は
、
国
境
の
外
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
同
じ

こ
と
は
苗
族
に
も
言
え
る
が
、
苗
族
は
国
境
の
外
に
小
規
模
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
単
独
で
は
国
家
を
形
成
し
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

現
今
の
タ
イ
系
民
族
や
歴
史
上
の
「
百
越
」
と
い
う
存
在
は
、
シ
ャ
ム
（
現
タ
イ
）・
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
国
家
を
形
作
る
主
要
民
族
の
歴
史
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に
連
接
す
る
の
で
あ
る
。
戦
火
の
広
が
り
の
中
で
、
中
華
民
国
政
府
は
西
南
内
陸
部
へ
と
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
中
国
を
取
り
巻
く
国

際
環
境
の
焦
点
は
「
東
北
」
か
ら
「
西
南
」
へ
と
移
り
変
わ
る
。「
国
族
」
を
前
提
と
し
た
中
国
民
族
史
論
は
、
中
国
国
境
の
外
に
広
が
る

東
南
ア
ジ
ア
世
界
と
の
関
係
の
中
で
、
新
た
な
火
種
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
以
下
、
続
篇
）

【
註
】

158
）

拙
稿
「
苗
族
史
の
近
代
（
三
）」『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
二
九
、
二
〇
〇
九
年
。
な
お
、
本
稿
で
以
下
に
引
用
す
る
史
料
の
中
に
は
、
日
本

国
内
の
公
的
機
関
に
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
所
蔵
機
関
の
少
な
い
図
書
・

案
な
ど
が
一
部
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
読
者
の

利
便
を
考
慮
し
、
可
能
な
限
り
、
註
に
原
文
を
収
録
す
る
。
そ
こ
で
は
常
用
漢
字
化
を
原
則
と
し
、
句
読
点
に
つ
い
て
は
筆
者
が
新
た
に
加
え
た
も
の
も
あ

る
。

159
）

前
掲
注
113
呂
思
勉
『
中
国
民
族
史
』『
中
国
民
族
演
進
史
』『
本
国
史
答
問
』『
先
秦
史
』、
前
掲
注
114
常
乃
悳
『
中
華
民
族
小
史
』、
お
よ
び
羅
香
林
『
高
級

中
学
本
国
史
』
正
中
書
局
、
一
九
三
五
年
。

160
）

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
152
小
倉
芳
彦
「
顧

剛
と
日
本
」、
彭
明
輝
『
歴
史
地
理
学
与
現
代
中
国
史
学
』
東
大
図
書
公
司
、
一
九
九
五
年
、
前
掲

注
20
拙
稿
「
歴
史
学
者
と
『
南
支
那
』」、
お
よ
び
前
掲
注
157
拙
稿
「
歴
史
学
者
と
国
土
意
識
」
参
照
。

161
）

陶
希
聖
「
傅
孟
真
先
生
」『
中
央
日
報
』
一
九
五
〇
年
十
二
月
二
三
日
（
国
立
台
湾
大
学
紀
念
傅
故
校
長
籌
備
委
員
会
哀
輓
録
編
印
小
組
編
『
傅
故
校
長
哀

輓
録
』
国
立
台
湾
大
学
、
一
九
五
一
年
、
お
よ
び
傅
楽
成
『
傅
孟
真
先
生
年
譜
』
伝
記
文
学
出
版
社
、
一
九
七
九
年
所
収
）。
満
洲
事
変
の
勃
発
し
た
一
九
三

一
年
当
時
、
兼
任
講
師
に
す
ぎ
な
い
傅
斯
年
が
、「
参
謀
」
と
し
て
蒋
夢
麟
（
北
京
大
学
校
長
兼
史
学
系
主
任
）
を
支
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
蒋
夢
麟
「
憶

孟
真
」『
自
由
青
年
』
八
、
自
由
青
年
社
、
一
九
五
〇
？
年
（
筆
者
未
見
。
前
掲
『
傅
故
校
長
哀
輓
録
』
お
よ
び
『
傅
孟
真
先
生
年
譜
』
所
収
）。

162
）

こ
の
時
の
通
史
編
著
の
計
画
は
実
際
に
存
在
し
、
抗
戦
下
の
重
慶
政
権
に
お
い
て
も
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
文
言
か
ら
一
九
四
〇
年
代
初
め
頃

に
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
陶
希
聖
の
傅
斯
年
宛
て
の
私
信
に
は
、「
中
国
通
史
の
編
輯
は
、
抗
戦
前
に
北
京
大
学
史
学
系
が
、
か
つ
て
検
討
し
て
結
果
の
出
な

か
っ
た
も
の
で
、
清
華
大
学
で
は
張
蔭
麟
が
か
つ
て
計
画
し
ま
し
た
が
□
□
で
し
た
。
今
日
学
校
が
教
科
書
や
自
修
用
で
使
う
こ
と
の
で
き
る
中
国
通
史
は
、

良
書
が
絶
無
と
言
え
ま
す
。
…
…
今
次
の
大
戦
は
文
化
戦
で
す
。
国
民
に
文
化
戦
の
実
質
を
理
解
さ
せ
、
外
国
に
中
国
文
化
の
何
た
る
か
を
理
解
さ
せ
る
た
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め
に
も
、〔
通
史
の
編
集
は
〕
切
に
必
要
な
こ
と
で
す
（
中
国
通
史
之
編
輯
、
抗
戦
前
北
大
史
学
系
曾
有
会
商
而
無
結
果
、
清
華
方
面
張
蔭
麟
兄
曾
有
企
図
而

□
往
矣
、
今
日
学
校
能
用
為
課
本
及
自
修
之
中
国
通
史
、
可
謂
絶
無
善
本
、
…
…
此
次
大
戦
為
文
化
戦
、
欲
使
国
人
了
解
文
化
戦
之
実
、
欲
使
外
国
了
解
中

国
文
化
為
何
□
、
亦
為
切
要
之
事
）」
と
あ
る
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
蔵
傅
斯
年

案：

｜
一
五
五
二
「
陶
希
聖
致
傅
先
生
信
」）。

163
）

こ
の
刊
行
計
画
が
短
期
間
で
進
め
ら
れ
、
満
洲
事
変
の
二
ヵ
月
後
に
は
す
で
に
着
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書

館
蔵
史
語
所

案：

元
二
二
二
｜
五
「
本
所
致
函
総

事
処
（
一
九
三
一
年
十
一
月
二
〇
日
）」
に
、「
本
所
最
近
著
手
編
著
関
於
東
三
省
及
熱
河
之
歴
史
刊

物
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
。
当
該
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
冊
（
傅
斯
年
『
東
北
史
綱
（
初
稿
）
第
一
巻

古
代
之
東
北
』
国
立
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
三
二
年
十
月
初
版
）
が
、
実
際
に
は
傅
斯
年
一
人
の
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
汎
森
「
読
『
傅

斯
年

案
』
札
記
」『
当
代
』
一
一
六
、
合
志
文
化
事
業
公
司
、
一
九
九
五
年
（『
中
国
近
代
思
想
与
学
術
的
系
譜
』
聯
経
出
版
事
業
股
份
有
限
公
司
、
二
〇

〇
三
年
所
収
）
参
照
。
同
書
の
英
訳
節
略
本
で
あ
るL
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h
i

（
李
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u
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の
奥
付
に
は
「
中
華
民
国
二
十
一
年
九
月
廿
日
付
印
、
中
華
民
国
二
十
一
年
十
月
一
日
再
版
」
と
あ
る
が
、
裏
表
紙
に
は
『
東
北

史
綱
』
の
出
版
予
告
と
し
て
「
此
書
中
文
本
…
…
将
於
〔
中
華
民
国
〕
廿
一
年
五
月
中
出
版
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
『
東
北
史
綱
』
中
文
本
の
初
版
原

稿
が
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
滞
在
期
間
中
に
相
当
す
る
一
九
三
二
年
五
月
以
前
に
す
で
に
完
成
を
見
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
一
九
三
二
年
十
二

月
十
四
日
、
傅
斯
年
は
「
上
古
東
北
之
民
族
」
と
題
す
る
講
演
を
清
華
大
学
で
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
東
北
史
綱
（
初
稿
）
第

一
巻
』
の
中
文
本
と
一
致
す
る
（
朱
喬
森
編
「
日
記
〔
上
〕」『
朱
自
清
全
集
』
九
、
江
蘇
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。

164
）

前
掲
注
163
傅
斯
年
『
東
北
史
綱
（
初
稿
）
第
一
巻
』。

165
）

傅
斯
年
「
序
一
」
前
掲
注
131
李
済
ほ
か
編
『
城
子
崖
』
所
収
。

166
）

前
掲
注
163L

i C
h
i

（
李
済
）,M

an
ch
u
ria in

 
H
istory

参
照
。

167
）

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
矢
野
仁
一
『
満
洲
国
歴
史
』
目
黒
書
店
、
一
九
三
三
年
、
清
水
美
紀
「
一
九
三
〇
年
代
の
『
東
北
』
地
域
概
念
の
形
成
」『
日
本

植
民
地
研
究
』
十
五
、
日
本
植
民
地
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
、
前
掲
注
153
島
田
美
和
「
顧

剛
の
『
疆
域
』
概
念
」、
お
よ
び
前
掲
注
157
拙
稿
「
歴
史
学
者
と

国
土
意
識
」
参
照
。

168
）

矢
野
仁
一
「
満
蒙
蔵
は
支
那
本
来
の
領
土
に
非
る
論
」『
外
交
時
報
』
四
一
二
、
外
交
時
報
社
、
一
九
二
二
年
。

169
）

前
掲
注
167
矢
野
仁
一
『
満
洲
国
歴
史
』。
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170
）

傅
斯
年
の
議
論
が
依
拠
し
た
遼
東
で
の
考
古
学
的
成
果
が
、
濱
田
耕
作
な
ど
、
日
本
の
東
亜
考
古
学
者
た
ち
の
主
導
で
行
わ
れ
た

子
窩
遺
跡
の
発
掘
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
の
皮
肉
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
戦
前
日
本
の
東
亜
考
古
学
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
122
水
野

清
一
『
東
亜
考
古
学
の
発
達
』、
前
掲
注
136
拙
稿
「
近
代
中
国
と
東
亜
考
古
学
」「
東
亜
考
古
学
之
形
成
与
中
国
近
現
代
学
術
之
興
起
」
参
照
。
な
お
、
矢
野

の
「
満
洲
」
史
に
関
す
る
研
究
成
果
は
、「
排
満
」
主
義
全
盛
の
清
末
の
革
命
派
知
識
人
に
よ
る
言
論
の
中
で
は
、
む
し
ろ
積
極
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
援
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
韋
裔
（
劉
師
培
）「
辨
満
人
非
中
国
之
臣
民
」『
民
報
』
十
四
、
一
九
〇
七
年
参
照
。

171
）

今
日
の
中
国
考
古
学
の
成
果
は
、
遼
東
半
島
南
部
が
中
国
内
地
と
連
動
す
る
先
史
文
化
の
展
開
を
見
せ
た
こ
と
、
そ
の
反
対
に
そ
れ
よ
り
北
の
東
北
内
陸

部
の
先
史
文
化
に
は
、
内
地
と
異
な
る
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
傅
斯
年
が
遼
東
南
部
の
事
例
を
も
っ
て
中
国
東
北
部
全
体
の
先

史
時
代
を
説
い
た
の
は
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
過
大
評
価
と
言
う
べ
き
議
論
と
な
る
。

172
）

無
記
名
（
顧

剛
・
譚
其

）「
発
刊
詞
」『
禹
貢
半
月
刊
』
一
、
禹
貢
学
会
、
一
九
三
四
年
。
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
152
小
倉
芳
彦
「
顧

剛
と

日
本
」、
村
田
雄
二
郎
「
中
華
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
象
」『
江
戸
の
思
想
』
八
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
八
年
参
照
。
こ
の
「
発
刊
詞
」
が
、
譚
其

の
草

稿
に
顧

剛
が
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
110
『
顧

剛
日
記
』
三
（
一
九
三
四
年
二
月
二
一
日
）
参
照
。

173
）

禹
貢
学
会
が
組
織
さ
れ
、
会
誌
で
あ
る
『
禹
貢
半
月
刊
』
を
刊
行
し
た
動
機
に
つ
い
て
、
当
時
、
顧

剛
は
私
信
の
中
で
「
中
国
人
に
中
国
を
認
識
さ
せ

よ
う
と
望
む
た
め
で
あ
る
」（
前
掲
注
110
『
顧

剛
日
記
』
三
〔
一
九
三
五
年
八
月
七
日
〕）
と
述
べ
て
お
り
、
国
民
の
知
識
の
啓
蒙
と
い
う
点
が
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
背
後
に
は
、
こ
の
「
発
刊
詞
」
の
内
容
に
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
対
外
的
緊
張
関
係
を
反
映
し
た
強
い
救
国
意
識
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

174
）

前
掲
注
110
『
顧

剛
日
記
』
三
（
一
九
三
六
年
一
月
五
日
・
十
一
日
、
二
月
十
三
日
、
六
月
二
三
日
）
参
照
。

175
）

無
記
名
「『
禹
貢
』
学
会
研
究
辺
疆
計
画
書
」『
史
学
史
研
究
』
一
、
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
一
年
。
本
史
料
は
、
当
該
誌
の
顧

剛
追
悼
記
念

号
の
編
集
に
際
し
て
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

家
昇
（
伯
平
）
の
草
稿
を
も
と
に
顧

剛
が
書
き
直
し
、
手
を
加
え
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
110
『
顧

剛
日
記
』
三
（
一
九
三
五
年
十
二
月
三
十
日
・
三
一
日
、
一
九
三
六
年
一
月
一
日
・
二
日
・
四
日
・
五
日
・
六
日
）

参
照
。

176
）

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
代
中
国
と
文
物
事
業
｜
広
州
と
そ
の
周
辺
を
例
と
し
て
」『
論
集

中
国
古
代
の
文
字
と
文
化
』
汲
古
書
院
、
一
九
九

九
年
、
陳
以
愛
『
中
国
現
代
学
術
研
究
機
構
的
興
起
』
国
立
政
治
大
学
歴
史
学
系
、
一
九
九
九
年
、
お
よ
び
拙
稿
「
近
代
中
国
と
ア
カ
デ
ミ
ー
」『
人
文
科
学
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年
報
』
三
二
、
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
を
参
照
。
以
下
の
議
論
に
お
い
て
、
顧

剛
に
つ
い
て
は
顧
潮
編
著
『
顧

剛
年
譜
』
中
国
社

会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
傅
斯
年
に
つ
い
て
は
前
掲
注
161
傅
楽
成
『
傅
孟
真
先
生
年
譜
』
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

177
）

一
九
二
〇
年
代
の
北
京
学
術
界
の
西
南
辺
境
民
族
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
、
地
質
学
を
専
攻
す
る
地
質
研
究
所
の
丁
文
江
に
よ
る
言
語
学
的
関
心
（
一
九

二
〇
年
に
お
け
る
協
和
医
学
校
講
演
〔
丁
文
江
「

文
叢
刻
自
序
」『

文
叢
刻
』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
所
引
〕）
と
、
人
類
学
を
専
攻
す
る
清
華
大

学
の
李
済
に
よ
る
「
雲
南
人
文
考
」
へ
の
関
心
（
前
掲
注
140
無
記
名
「
研
究
院
記
事
」、
お
よ
び
李
光
謨
「
国
学
研
究
院
的
幾
年
」
参
照
）
が
注
目
さ
れ
る
に

と
ど
ま
る
。

178
）

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
無
記
名
「〔
中
華
民
国
〕
大
学
院
中
央
研
究
院
工
作
状
況
」「
大
学
院
中
央
研
究
院
広
西
科
学
調
査
計
画
概
略
」『
大
学

院
公
報
』
一
｜
四
、
大
学
院
公
報
経
理
処
、
一
九
二
八
年
四
月
（
沈
雲
龍
主
編
『
中
華
民
国
史
料
叢
刊

続
編
』
六
六
｜
六
五
五
〜
六
五
七
、
文
海
出
版
社
、

一
九
七
九
年
影
印
）、
無
記
名「
国
立
中
央
研
究
院
籌
備
経
過
及
組
織
」「
国
立
中
央
研
究
院
自
然
歴
史
博
物
館
籌
備
処
十
七
年
度
報
告
」（
と
も
に
国
立
中
央

研
究
院
文
書
処
編
『
国
立
中
央
研
究
院
総
報
告
〔
国
立
中
央
研
究
院
総
報
告

第
一
冊

民
国
十
七
年
度
〕』
国
立
中
央
研
究
院
総
辨
事
処
、
一
九
二
九
年
所

収
）
を
参
照
。
な
お
、
調
査
団
員
と
し
て
は
、「
李
四
光
（
地
質
学
）、
李
済
（
人
種
学
）、
徳
人
顔
復
礼
〔
ド
イ
ツ
人F

.Ja
eg
er

〕（
民
族
学
）」
が
当
初
予

定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
前
掲
「
大
学
院
中
央
研
究
院
工
作
状
況
」）。
ま
た
、
無
記
名
「
国
立
中
央
研
究
院
第
四
次
院
務
会
議
紀
録
」（
一
九
二
九
年
一
月
十

三
日
）」「
公
函
西
湖
博
覧
会
籌
備
委
員
会
（
一
九
二
九
年
一
月
二
三
日
）」（
前
掲
『
国
立
中
央
研
究
院
総
報
告
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
蒐
集
資
料
に
つ
い
て
、

浙
江
省
政
府
主
催
で
一
九
二
九
年
に
浙
江
杭
州
で
開
催
さ
れ
た
内
国
博
覧
会
「
西
湖
博
覧
会
」
か
ら
出
陳
希
望
が
中
央
研
究
院
に
寄
せ
ら
れ
た
が
、
整
理
中

で
あ
る
と
の
理
由
で
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
。「
西
湖
博
覧
会
」
の
公
式
記
録
に
は
（
無
記
名
「
第
五
章

館
所
概
況
」『
西
湖
博
覧
会
総
報
告
書
』
一
九
三
一

年
序
〔
無
記
名
『
中
国
早
期
博
覧
会
資
料
彙
編
』
五
、
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
、
二
〇
〇
三
年
所
収
〕）、「
中
山
大
学
物
学
系
」
の
「

山
」
採
集

の
標
本
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
二
八
年
に
か
け
て
、「
中
山
大
学
生
物
学
系
」
教
授
辛
樹
幟
ら
が
行
な
っ
た
「
国

立
中
山
大
学
広
西

山
採
集
隊
」
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
辛
樹
幟
「
辛
樹
幟
｜
傅
斯
年
（
一
九
二
七
年
十
一
月
六
日
）」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究

所
週
刊
』
二
｜
十
六
、
同
研
究
所
、
一
九
二
八
年
二
月
十
四
日
、
辛
樹
幟
「
辛
樹
幟
｜
傅
斯
年
（
一
九
二
八
年
？
）」「
辛
樹
幟
｜
傅
斯
年
（〔
一
九
二
八
年
〕

五
月
三
〇
日
・〔
六
月
？
〕
七
日
）」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊：

西
南
民
族
研
究
専
号
』
三
｜
三
五
・
三
六
合
刊
、
同
研
究
所
、
一
九
二
八

年
七
月
四
日
、
辛
樹
幟
「
辛
樹
幟
｜
傅
斯
年
（〔
一
九
二
八
年
〕
六
月
十
四
日
）」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊
』
四
｜
三
七
、
同
研
究
所
、
一

九
二
八
年
七
月
十
一
日
、
辛
樹
幟
・
石
声
漢
「

山
調
査
（〔
一
九
二
八
年
〕
六
月
二
三
日
）」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊
』
四
｜
四
二
、
同
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研
究
所
、
一
九
二
八
年
八
月
十
五
日
、
無
記
名
「
広
西

山
採
集
隊
報
告
（
一
九
二
八
年
？
）」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊
』
十
｜
一
一
六
、

同
研
究
所
、
一
九
三
〇
年
一
月
二
九
日
、
国
立
中
山
大
学
広
西

山
採
集
隊
「
請
闢

山
為
学
術
研
究
所
意
見
書
（
一
九
二
八
年
七
月
二
三
日
）」『
国
立
中

山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊
』
十
｜
一
一
七
、
同
研
究
所
、
一
九
三
〇
年
二
月
五
日
、
お
よ
び
『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊：

山
調

査
専
号
』
四
｜
四
六
・
四
七
合
刊
、
同
研
究
所
、
一
九
二
八
年
九
月
十
九
日
を
参
照
。
辛
樹
幟
ら
に
よ
る
「
国
立
中
山
大
学
広
西

山
採
集
隊
」
の
活
動
は
、

中
山
大
学
歴
史
語
言
研
究
所
の
傅
斯
年
と
顧

剛
が
共
同
計
画
と
し
て
関
与
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
中
央
研
究
院
が
計
画
し
た
「
広
西
科
学
調
査

団
」
を
代
表
し
て
広
東
を
訪
れ
た
中
央
研
究
院
地
質
研
究
所
の
李
四
光
が
、
中
央
研
究
院
の
調
査
の
任
務
を
委
託
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
（
前
掲
無
記
名
「
広

西

山
採
集
隊
報
告
」
参
照
）。「
国
立
中
山
大
学
広
西

山
採
集
隊
」
の
活
動
は
、
中
央
研
究
院
に
よ
る
「
広
西
科
学
調
査
団
」
の
構
成
要
素
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

179
）

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
籌
備
処
（
傅
斯
年
）「
歴
史
語
言
研
究
所
工
作
之
旨
趣
」『
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
一
｜
一
、
同
研
究

所
、
一
九
二
八
年
（
欧
陽
哲
生
主
編
『
傅
斯
年
全
集
』
六
、
湖
南
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）
は
、
従
来
、
傅
斯
年
の
執
筆
と
さ
れ
て
き
た
。
顧

剛
の
残
し
た
日
記
に
は
、
そ
の
当
時
の
具
体
的
状
況
に
つ
い
て「
今
夜
為
商
研
究
所
事（
在
中
大
語
史
研
究
所
外

立
大
学
院
之
語
史
研
究
所
於
広
州
）」（
一

九
二
八
年
二
月
六
日
）、「
看
孟
真
〔
傅
斯
年
〕
所
写
計
画
文
」（
二
月
八
日
）、「
与
孟
真
談
研
究
所
（
中
央
）
事
」（
四
月
一
日
）、「
起
『
歴
史
語
言
研
究
所

組
織
大
綱
』草
」（
四
月
二
三
日
）、「
抄
中
央
的
研
究
所
組
織
大
綱
」（
五
月
二
日
）、「
与
孟
真
討
論
中
央
的
研
究
所
事
」（
五
月
三
日
）、「
作
中
央
的
研
究
所

之
預
算
表
・
集
刊
目
・
計
画
書
等
、
略
畢
」（
五
月
四
日
）、「
与
孟
真
…
…
討
論
中
央
研
究
所
事
」（
五
月
五
日
）、「
作
泉
州
調
査
預
算
、
改
作
『
造
像
等
芸

術
調
査
計
画
書
』。
到
校
、
商
中
央
研
究
所
事
、
作
工
作
計
画
書
、
…
…
校
『
歴
史
語
言
研
究
所
之
工
作
』
等
」（
五
月
六
日
）、「
到
校
、
校
中
央
研
究
所
発

出
公
文
、
草
呈
文
二
、
公
函
一
」（
五
月
七
日
）、「
写
孟
真
信
両
函
、
以
研
究
所
出
版
事
」（
五
月
九
日
）
な
ど
、
二
人
が
共
同
で
各
種
の
資
料
を
準
備
・
執

筆
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
110
『
顧

剛
日
記
』
二
参
照
）。「
歴
史
語
言
研
究
所
工
作
之
旨
趣
」
は
、
傅
斯
年
の
「
計
画
文
」、
顧

剛
起
草
の

「
工
作
計
画
書
」「
歴
史
語
言
研
究
所
之
工
作
」
を
基
礎
に
、
二
人
の
討
議
に
よ
っ
て
、
五
月
初
旬
に
確
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
内
容
に

は
、
傅
斯
年
一
人
だ
け
で
な
く
顧

剛
の
意
向
が
あ
わ
せ
て
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
傅
斯
年
・
顧

剛
と
歴
史
語
言
研
究
所
の
創
設
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
杜
正
勝
「
無
中
生
有
的
志
業
」、
顧
潮
「
顧

剛
先
生
与
史
語
所
」、

光
哲
「
蔡
元
培
与
史
語
所
」（
と
も
に
前
掲
注
140
『
新
学
術
之

路
』
所
収
）、
前
掲
注
135W

a
n F

a
n
-sen

,
F
u
 
S
su
-n
ien

、
お
よ
び
施
愛
東
「
顧

剛
・
傅
斯
年
与
民
俗
学
」『
顧

剛
先
生
誕
辰
一
一
〇
周
年
論
文
集
』

中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
参
照
。「
歴
史
語
言
研
究
所
工
作
之
旨
趣
」
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
桑
兵
「
近
代
学
術
伝
承
｜
従
国
学
到
東
方
学
」『
歴
史
研
究
』
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三
、
中
国
社
会
科
学
院
、
二
〇
〇
一
年
（
桑
兵
『
晩
清
民
国
的
国
学
研
究
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
所
収
）、
お
よ
び
前
掲
注
141
竹
元
規
人
「
近
現

代
中
国
に
お
け
る
考
古
学
の
命
運
」
を
参
照
。

180
）

無
記
名
「〔
中
華
民
国
〕
大
学
院
接
収
広
州
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
之
経
過
」『
大
学
院
公
報
』
一
｜
五
、
大
学
院
公
報
経
理
処
、
一
九
二
八
年
五

月
（
前
掲
注
178
沈
雲
龍
主
編
『
中
華
民
国
史
料
叢
刊

続
編
』）。
中
央
研
究
院
と
歴
史
語
言
研
究
所
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
王

勤
「
歴
史
語
言
研
究

所
正
式
成
立
的
日
期
」『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
四
十
周
年
紀
年
特
刊
』
同
研
究
所
、
一
九
六
八
年
を
、
成
立
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
無
記
名
（
傅

斯
年
）「
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
十
七
年
度
報
告
」（
前
掲
注
178
『
国
立
中
央
研
究
院
総
報
告
』〔
前
掲
注
179
欧
陽
哲
生
主
編
『
傅
斯
年
全
集
』
六

所
収
〕）、
中
央
研
究
院
八
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
・
陳
永
発
著
『
追
求
卓
越
｜
中
央
研
究
院
八
十
年

一

任
重
道
遠
・
全
院
篇
』
中
央
研
究
院
、
二
〇
〇

八
年
を
参
照
。

181
）

戴
伝
賢
〔
季
陶
〕・
朱
家

「
国
立
第
一
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
招
生
簡
章
（
一
九
二
七
年
八
月
）」
前
掲
注
144
『
国
立
第
一
中
山
大
学
語
言
歴
史

学
研
究
所
週
刊
』
一
｜
一
所
収
。

182
）

前
掲
注
178
辛
樹
幟
「
辛
樹
幟
｜
傅
斯
年
（
一
九
二
七
年
十
一
月
六
日
）」。

183
）

無
記
名
「
徴
文
啓
事
」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊
』
二
｜
十
八
、
同
研
究
所
、
一
九
二
八
年
二
月
二
八
日
。

184
）

前
掲
注
178
『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊：

西
南
民
族
研
究
専
号
』。

185
）

無
記
名
「
本
所
派
員
出
発
『
雲
南
調
査
』」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊
』
四
｜
三
七
、
同
研
究
所
、
一
九
二
八
年
七
月
十
一
日
、
お
よ
び

無
記
名
「
本
所
大
事
記
」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
年
報
（
同
週
刊
六
｜
六
二
〜
六
四
合
刊
）』
同
研
究
所
、
一
九
二
九
年
一
月
十
六
日
。

186
）

前
掲
注
178
『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊：

山
調
査
専
号
』。

187
）

シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
と
楊
成
志
に
よ
る
調
査
対
象
予
定
が
当
初
「
広
西

人
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
無
記
名
「
語
言
歴
史
学
研
究
所
事
務
委
員
会
第

三
次
会
議
紀
録
（
一
九
二
八
年
六
月
十
一
日
）」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊
』
三
｜
三
四
、
同
研
究
所
、
一
九
二
八
年
六
月
参
照
。

188
）

無
記
名
「
啓
事
」『
厦
門
大
学
国
学
研
究
院
週
刊
』
一
九
二
七
年
（
筆
者
未
見
。
王
文
宝
『
中
国
民
俗
学
史
』
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
五
年
所
引
）。
こ
こ
で

い
う
「
苗
民
」
と
は
、
今
日
言
う
と
こ
ろ
の

族
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
厦
門
大
学
国
学
研
究
院
に
つ
い
て
は
、
洪
峻
峰
「
厦
門
大
学
国
学
研
究
院
佚
文

考
」『
厦
門
大
学
国
学
研
究
院
集
刊
』
一
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
参
照
。

189
）

鍾
敬
文
「

民
略
考
（
一
九
二
八
年
五
月
十
八
日
）」
前
掲
注
178
『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊：

山
調
査
専
号
』
所
収
。
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190
）

陳
錫
襄
「

民
訪
問
記
（
一
九
二
八
年
五
月
一
日
）」
前
掲
注
178
『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊：

山
調
査
専
号
』
所
収
。

191
）

前
掲
注
110
『
顧

剛
日
記
』
二
（
一
九
二
八
年
四
月
五
日
・
四
月
七
日
）。

192
）

傅
斯
年
提
議
「
本
所
対
於
語
言
学
工
作
之
範
囲
及
旨
趣
」
前
掲
注
179
『
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
一
｜
一
所
収
。

193
）

近
代
欧
州
の
ア
ー
リ
ア
ン
学
説
と
印
欧
語
研
究
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
10
諸
文
献
を
参
照
。

194
）

前
掲
注
188
王
文
宝
『
中
国
民
俗
学
史
』、
前
掲
注
４
王
建
民
『
中
国
民
族
学
史
』、
趙
世

『
眼
光
向
下
的
革
命
』
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、

子
安
加
余
子
『
近
代
中
国
に
お
け
る
民
俗
学
の
系
譜
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
参
照
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
民
国
期
の
民
族
学
研
究
の

展
開
に
つ
い
て
は
、G

u
ld
in
,
G
reg

o
ry E

liy
u
,
T
h
e S

aga of A
n
th
ropology in C

h
in
a:
from

 
M
alin

ow
ski to M

oscow
 
to M

ao
,
N
.Y
.:
M
.E
.

S
h
a
rp
e,
1994

（
胡
鴻
保
ほ
か
訳
『
中
国
人
類
学
逸
史
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
川
野
明
正
「
中
華
民
国
期
の
西
南
民
族
研
究
」『
ア
ジ

ア
民
族
文
化
研
究
』
五
、
ア
ジ
ア
民
族
文
化
学
会
、
二
〇
〇
六
年
で
包
括
的
な
検
討
が
な
さ
れ
、
前
掲
注
３
坂
元
ひ
ろ
子
『
中
国
民
族
主
義
の
神
話
』、
武
内

房
司
「
西
南
少
数
民
族
」『
中
国
史
学
の
基
本
問
題

四

明
清
時
代
史
の
基
本
問
題
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
、
お
よ
び
瀬
川
昌
久
『
中
国
社
会
の
人
類

学
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
四
年
に
、
関
連
す
る
言
及
が
あ
る
。

195
）

前
掲
注
185
無
記
名
「
本
所
大
事
記
」。

196
）

顧

剛
「〔

山
調
査
専
号
〕
跋
語
」
前
掲
注
178
『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊：

山
調
査
専
号
』
所
収
。
本
「
跋
語
」
が
、
刊
行
日
と
し

て
記
録
さ
れ
る
も
の
と
は
異
な
り
、
実
際
に
は
一
九
二
八
年
十
月
二
一
日
か
ら
十
一
月
十
二
日
に
か
け
て
、
顧

剛
自
身
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
前
掲
注
110
『
顧

剛
日
記
』
二
を
参
照
。

197
）

前
掲
179
傅
斯
年
「
歴
史
語
言
研
究
所
工
作
之
旨
趣
」。

198
）

前
掲
注
161
傅
楽
成
『
傅
孟
真
先
生
年
譜
』。

199
）

王

勤
編
「
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
大
事
年
表
」
前
掲
注
180
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
四
十
周
年
紀
年
特
刊
』
所
収
。

200
）

顧

剛
「
顧

剛
啓
事
」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊
』
六
｜
七
〇
、
同
研
究
所
、
一
九
二
九
年
二
月
二
七
日
。

201
）

一
九
二
八
年
八
月
に
、
広
州
の
傅
斯
年
の
指
示
で
河
南
の
董
作
賓
に
委
嘱
し
て
始
ま
っ
た
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
よ
る
殷
墟
調
査
の
展
開
と
、

一
九
二
九
年
前
後
の
傅
斯
年
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
136
拙
稿
「
近
代
中
国
と
東
亜
考
古
学
」
お
よ
び
「
日
本
東
亜
考
古
学
之
形
成
与
中
国
近
現
代
学

術
之
興
起
」
を
参
照
。
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202
）

シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
に
つ
い
て
は
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
蔵
史
語
所

案：

元
一
八
六
｜
十
一
「〔
国
立
中
山
大
学
〕
致
函
蔡
〔
元
培

大
学
〕
院
長
（
一
九
二
八
年
四
月
十
七
日
）」、
前
掲
注
185
無
記
名
「
本
所
大
事
記
」、
川
久
保
悌
郎
ほ
か
「
訳
者
跋
文
」（
シ
ロ
コ
ゴ
ル
フ
著
・
川
久
保
悌
郎

ほ
か
訳
『
北
方
ツ
ン
グ
ー
ス
の
社
会
構
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
所
収
）、
費
孝
通
「
人
不
知
而
不
温
｜
読
後
憶
師
」（
史
禄
国
著
・
高
丙
中
訳
『
満
族

的
社
会
組
織
』商
務
印
書
館
、
一
九
九
七
年
所
収
）、
王
道
還「
史
語
所
的
体
質
人
類
学
家
」、
王
汎
森「
容
肇
祖
与
歴
史
語
言
研
究
所
」、K

ry
u
k
o
v
,
M
.,“T

h
e

 
A
ca
d
em
ic S

ty
le o

f th
e In

stitu
te o

f H
isto

ry a
n
d P

h
ilo
lo
g
y a

n
d S

.M
.S
h
iro
k
o
g
o
ro
ff”

（
と
も
に
前
掲
注
140
『
新
学
術
之
路
』
所
収
）、
お
よ

び
劉
小
雲
「
知
行
両
相
難
｜
史
禄
国
雲
南
調
査
事
件
探
析
」『
学
術
探
索
』
四
、
雲
南
省
社
会
科
学
界
聯
合
会
、
二
〇
〇
七
年
参
照
。
前
記
『
北
方
ツ
ン
グ
ー

ス
の
社
会
構
成
』（S

h
iro
k
o
g
o
ro
ff,
S
.M

.,
S
ocial O

rgan
ization

 
of th

e N
orth

ern
 
T
u
n
gu
s
,
S
h
a
n
g
h
a
i:
C
o
m
m
ercia

l P
ress,

1933

）
の
自
序

末
尾
に
、「
一
九
二
八
年
七
月
広
東
〔
広
州
〕
に
て
〔C

a
n
to
n
,
Ju
ly
,1928

〕」
と
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
楊
成
志
と
雲
南
に
旅
立
つ
直
前
に
脱
稿
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
楊
成
志
ら
の
血
気
に
は
や
る
心
に
よ
っ
て
、
本
書
に
見
ら
れ
る
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
の
人
類
学
民
族
学
的
知
識
と
経
験
が
、
広
州
の
研
究
者

た
ち
に
ま
っ
た
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
ま
ま
、
評
価
さ
れ
ず
に
埋
没
し
た
こ
と
は
、
中
国
学
術
史
に
お
け
る
不
幸
の
一
例
と
言
え
よ
う
。

203
）

前
掲
注
180
「
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
十
七
年
度
報
告
」。

204
）

歴
史
語
言
研
究
所
の
研
究
員
と
な
っ
た
李
済
は
、
考
古
学
と
形
質
人
類
学
と
い
う
米
国
式
の
人
類
学
の
訓
練
を
積
ん
だ
研
究
者
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
シ
ロ

コ
ゴ
ロ
フ
へ
の
期
待
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
央
研
究
院
全
体
で
も
、
後
述
す
る
社
会
科
学
研
究
所
の
民
族
学
組
は
、
ド
イ
ツ
人
の
顔
復
礼
（F

.

Ja
eg
er

）・
史
図
博
（H

.
S
tu
b
el

）
を
研
究
員
と
し
て
採
用
し
て
い
た
。
や
が
て
、
ま
ず
林
恵
祥
と
凌
純
声
が
そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
か
ら
人

類
学
を
習
得
し
て
帰
国
し
、

逸
夫
が
国
内
で
凌
純
声
ら
に
従
っ
て
独
習
し
、
そ
し
て
楊
成
志
が
フ
ラ
ン
ス
へ
の
留
学
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

205
）

前
掲
注
202
劉
小
雲
「
知
行
両
相
難
」。

206
）

楊
成
志
「
致
顧

剛
（
一
九
二
八
年
八
月
二
二
日
）」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊
』
七
｜
七
六
、
同
研
究
所
、
一
九
二
九
年
、
楊
成
志
「
雲

南

調
査
近
訊
〔
致
容
肇
祖
（
一
九
二
九
年
三
月
二
六
日
）〕」『
民
俗
（
週
刊
）』
五
七
〜
五
九
期
合
刊
、
国
立
中
山
大
学
出
版
部
、
一
九
二
九
年
（
と
も

に
劉
昭
瑞
編
『
楊
成
志
文
集
』
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）、
お
よ
び
楊
成
志
『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊：

雲
南
民
族
調
査
報

告
』
十
一
｜
一
二
九
〜
一
三
二
合
刊
、
同
研
究
所
、
一
九
三
〇
年
五
月
二
一
日
（
楊
成
志
『
楊
成
志
人
類
学
民
族
学
文
集
』
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
所

収
）
参
照
。

207
）

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
蔵
史
語
所

案：

元
四
六
（
巻
宗
）「
史
禄
国
」、
元
一
八
六
（
巻
宗
）「
史
禄
国
雲
南
費
件
」。
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208
）

無
記
名
「
国
立
中
央
研
究
院
籌
備
経
過
及
組
織
」「
国
立
中
央
研
究
院
社
会
科
学
研
究
所
十
七
年
度
報
告
」（
と
も
に
前
掲
注
178
『
国
立
中
央
研
究
院
総
報

告
』
所
収
）。
当
初
か
ら
蔡
元
培
が
籌
備
委
員
と
し
て
中
央
研
究
院
社
会
科
学
研
究
所
の
「
民
族
科
」
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
無
記
名
「
中
央

研
究
院
籌
備
会
及
各
専
門
委
員
成
立
記
事
（
一
九
二
七
年
十
一
月
二
〇
日
）」
前
掲
注
178
『
国
立
中
央
研
究
院
総
報
告
』
所
収
、
お
よ
び
無
記
名
「
中
央
研
究

院
社
会
科
学
研
究
所
籌
備
委
員
名
録
」『
大
学
院
公
報
』
一
｜
一
、
大
学
院
公
報
経
理
処
、
一
九
二
八
年
一
月
（
前
掲
注
178
沈
雲
龍
主
編
『
中
華
民
国
史
料
叢

刊

続
編
』
所
収
）
を
参
照
。
蔡
元
培
（
孑
民
）
そ
の
人
、
お
よ
び
彼
の
民
族
学
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
、
王
世
儒
編
撰
『
蔡
元
培
先
生
年
譜
』
北
京
大
学

出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
中
目
威
博
『
北
京
大
学
元
総
長
蔡
元
培
｜
憂
国
の
教
育
家
の
生
涯
』
里
文
出
版
、
一
九
九
八
年
、
前
掲
注
176
拙
稿
「
近
代
中
国
と

ア
カ
デ
ミ
ー
」、
お
よ
び
何
聯
奎
「
蔡
孑
民
先
生
対
於
民
族
学
之
貢
献
」『
民
族
学
研
究
集
刊
』
三
・
五
、
商
務
印
書
館
、
一
九
四
三
・
一
九
四
六
年
、
前
掲

注
４
王
建
民
『
中
国
民
族
学
史
』
参
照
。

209
）

顔
復
礼
・
商
承
祖
編
『
広
西
凌
雲

人
調
査
報
告
』
国
立
中
央
研
究
院
社
会
科
学
研
究
所
、
一
九
二
九
年
。
商
承
祖
に
つ
い
て
は
、
橋
川
時
雄
編
『
中
国

文
化
界
人
物
総
覧
』
中
華
法
令
編
印
館
、
一
九
四
〇
年
参
照
。
た
だ
し
業
績
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
弟
の
商
承
祚
の
項
目
説
明
と
の
間
で
、
一
部
混
乱
が
見

受
け
ら
れ
る
。
な
お
、
一
九
二
八
年
夏
に
中
央
研
究
院
社
会
科
学
研
究
所
民
族
組
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
な
っ
た
こ
の
調
査
が
、
中
央
研
究
院
地
質
研

究
所
が
広
西
に
派
遣
し
た
調
査
団
に
随
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
無
記
名
「
国
立
中
央
研
究
院
工
作
報
告
」『
政
治
総
報
告
』
中
央
政
治
会

議
秘
書
処
、
一
九
二
九
年
（『
革
命
文
献

五
三

抗
戦
前
教
育
与
学
術
』
中
央
文
物
供
応
社
、
一
九
七
一
年
所
収
）、
お
よ
び
無
記
名
「
呈
中
央
政
治
会
議
」

「
国
立
中
央
研
究
院
第
一
次
工
作
報
告
」（
と
も
に
前
掲
注
178
『
国
立
中
央
研
究
院
総
報
告
』
所
収
）
参
照
。

210
）

黒
龍
江
省
で
の
赫
哲
族
の
民
族
学
調
査
と
、
黒
龍
江
省
斉
斉
哈
爾
の
昂
昂
渓
お
よ
び
熱
河
省
林
東
・
林
西
・
赤
峰
な
ど
で
の
先
史
遺
跡
の
考
古
学
調
査
に

つ
い
て
は
、
無
記
名
「
国
立
中
央
研
究
院
社
会
科
学
研
究
所
十
九
年
度
報
告
」「
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
十
九
年
度
報
告
」（
と
も
に
国
立
中
央

研
究
院
文
書
処
編
『
国
立
中
央
研
究
院
十
九
年
度
総
報
告
〔
国
立
中
央
研
究
院
総
報
告

第
三
冊

民
国
十
九
年
度
〕』
国
立
中
央
研
究
院
総

事
処
、
一
九

三
一
年
所
収
）、
凌
純
声
『
松
花
江
下
游
的
赫
哲
族
』
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
三
四
年
、
梁
思
永
「
昂
昂
渓
史
前
遺
址
」『
国
立
中
央
研

究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
四
｜
一
、
同
研
究
所
、
一
九
三
二
年
、
前
掲
注
122
水
野
清
一
『
東
亜
考
古
学
の
発
達
』
お
よ
び
陳
星
燦
『
中
国
史
前
考
古
学

史
研
究
』
を
参
照
。
自
然
科
学
分
野
で
も
、
中
央
研
究
院
が
一
九
二
八
年
の
「
広
西
科
学
調
査
団
」
に
続
き
、
一
九
二
九
年
に
四
川
に
人
員
を
派
遣
し
て
動

植
物
標
本
の
収
集
を
行
な
い
、
一
九
三
〇
年
に
も
貴
州
自
然
科
学
調
査
団
を
組
織
し
て
現
地
に
派
遣
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
無
記
名
「
国
立
中
央
研

究
院
自
然
歴
史
博
物
館
報
告
」
国
立
中
央
研
究
院
文
書
処
編
『
国
立
中
央
研
究
院
十
八
年
度
総
報
告
〔
国
立
中
央
研
究
院
総
報
告

第
二
冊

民
国
十
八
年

― ―56

苗
族
史
の
近
代
（
四
）



度
〕』
国
立
中
央
研
究
院
総

事
処
、
一
九
三
〇
年
、
お
よ
び
無
記
名
「
国
立
中
央
研
究
院
自
然
歴
史
博
物
館
十
九
年
度
報
告
」
前
掲
『
国
立
中
央
研
究
院
十

九
年
度
総
報
告
』
所
収
を
参
照
。

211
）

前
掲
注
187
無
記
名
「
語
言
歴
史
学
研
究
所
事
務
委
員
会
第
三
次
会
議
紀
録
（
一
九
二
八
年
六
月
十
一
日
）」。

212
）

無
記
名
「
国
立
中
央
研
究
院
訓
政
時
期
工
作
表
」「
国
立
中
央
研
究
院
第
一
次
院
務
会
議
紀
録
（
一
九
二
八
年
六
月
九
日
）」（
と
も
に
前
掲
注
178
『
国
立
中

央
研
究
院
総
報
告
』
所
収
）。

213
）

前
掲
注
199
「
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
大
事
年
表
」。

214
）

以
下
の
楊
成
志
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
楊
成
志
「
楊
成
志
自
述
」『
世
紀
学
人
自
述
』
十
月
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
お
よ
び
楊
成
志
〔
談
〕・

胡
鴻
保
〔
執
筆
〕「
我
与
中
山
大
学
人
類
学
系
」『
梁

韜
与
人
類
学
』
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
（
と
も
に
前
掲
注
206
劉
昭
瑞
編
『
楊
成
志
文
集
』

所
収
）
参
照
。

215
）

鳥
居
龍
蔵
著
・
楊
成
志
訳
「
苗
族
的
名
称
区
別
及
地
理
上
的
分
布
与
神
話
（
一
九
二
八
年
五
月
一
日
）」、
お
よ
び
鳥
居
龍
蔵
著
・
何
建
民
訳
「
苗
族
的
土

俗
一
束
」（
と
も
に
前
掲
注
178
『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊：

山
調
査
専
号
』
所
収
）。
管
見
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
こ
の
二
篇
が
、
鳥
居

の
『
苗
族
調
査
報
告
』
原
文
の
、
中
国
国
内
初
の
翻
訳
と
見
ら
れ
る
。

216
）

楊
成
志
「
従
西
南
民
族
説
到
独
立
羅
羅
（
民
〔
国
〕
十
八
〔
一
九
二
九
〕
年
六
月
七
日
在
雲
南
東
陸
大
学
演
講
）」『
考
古
学
雑
誌
』
創
刊
号
、
黄
花

古

学
院
、
一
九
三
二
年
一
月
（『
新
亜
細
亜
』
四
｜
三
、
新
亜
細
亜
月
刊
社
、
一
九
三
二
年
七
月
所
収
）。『
考
古
学
雑
誌
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
176
拙
稿
「
近

代
中
国
と
文
物
事
業
」
参
照
。

217
）

前
掲
注
206
楊
成
志
「
致
顧

剛
」「
雲
南

調
査
近
訊
」『
雲
南
民
族
調
査
報
告
』
参
照
。
な
お
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
の
態
度
が
、
楊
成
志
に
使
命
感
を
感
じ

さ
せ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
楊
成
志
「
単
騎
調
査
西
南
民
族
述
略
」『
国
立
中
山
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
週
刊
』
十
｜
一
一
八
、
同
研
究
所
、
一
九
三
〇
年
二

月
十
一
日
（
前
掲
注
206
楊
成
志
『
楊
成
志
人
類
学
民
族
学
文
集
』
所
収
）、
お
よ
び
前
掲
注
214
楊
成
志
「
我
与
中
山
大
学
人
類
学
系
」
参
照
。

218
）

前
掲
注
206
楊
成
志
「
致
顧

剛
」「
雲
南

調
査
近
訊
」『
雲
南
民
族
調
査
報
告
』
参
照
。

219
）

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
蔵
史
語
所

案：

元
六
四
（
巻
宗
）「
楊
成
志
」。

220
）

以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
陳
紅
民
著
・
光
田
剛
訳
「
矛
盾
の
連
合
体
」
前
掲
注
20
『
昭
和
・
ア
ジ
ア
主
義
の
実
像
』
所
収
を
参
照
。
こ
の
ほ
か
「
西
南
」

二
機
関
に
つ
い
て
は
、
呉
振
漢
『
国
民
政
府
時
期
的
地
方
派
系
意
識
』
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
西
村
成
雄
「
国
民
政
府
形
成
期
に
お
け
る
政
治
統

― ―57

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



合
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」『
シ
リ
ー
ズ
中
国
領
域
研
究

十
一

中
国
の
構
造
変
動
と
二
一
世
紀
に
向
か
う
日
米
中
関
係
』
一
九
九
九
年
、
羅
敏
著
・
光
田
剛
訳

「
福
建
事
変
前
後
の
西
南
と
中
央
」
前
掲
注
20
『
昭
和
・
ア
ジ
ア
主
義
の
実
像
』
所
収
、
陳
紅
民
「
胡
漢
民
」『
浙
江
大
学
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
）』
三
七

｜
一
、
同
大
学
、
二
〇
〇
七
年
、
お
よ
び
陳
紅
民
『
函
電
里
的
人
際
関
係
与
政
治
』
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
三
年
を
参
照
。

221
）

黄
福
慶
『
近
代
中
国
高
等
教
育
研
究
｜
国
立
中
山
大
学
（
一
九
二
四
〜
一
九
三
七
年
）』
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
八
八
年
。

222
）

西
南
研
究
会
編
『
西
南
研
究
』
創
刊
号
、
国
立
中
山
大
学
西
南
研
究
会
、
一
九
三
二
年
二
月
十
日
。

223
）

無
記
名
「
国
立
中
山
大
学
西
南
研
究
会
成
立
宣
言
」
前
掲
注
222
『
西
南
研
究
』
創
刊
号
所
収
。

224
）
「
西
北
」
論
に
つ
い
て
は
、
吉
澤
誠
一
郎
「
西
北
建
設
政
策
の
始
動
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
四
八
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
、

片
岡
一
忠
「
近
現
代
中
国
に
お
け
る
『
西
北
』
へ
の
関
心
と
研
究
の
歴
史
」『
歴
史
人
類
』
三
四
、
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類
学

専
攻
、
二
〇
〇
六
年
、
島
田
美
和
「
日
中
戦
争
期
楡
林
に
お
け
る
大
漢
族
主
義
と
モ
ン
ゴ
ル
族
の
自
治
」『
現
代
中
国
』
八
〇
、
現
代
中
国
学
会
、
二
〇
〇
六

年
を
参
照
。
同
時
期
の
「
西
北
」
論
に
西
北
を
中
華
民
族
の
発
祥
地
と
見
る
主
張
が
散
見
さ
れ
る
の
は
、
漢
族
西
来
説
の
政
治
言
説
へ
の
合
流
と
し
て
理
解

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

225
）

前
掲
注
220
陳
紅
民
「
矛
盾
の
連
合
体
」、
お
よ
び
陳
紅
民
『
函
電
里
的
人
際
関
係
与
政
治
』
参
照
。

226
）

以
上
で
論
じ
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
広
州
の
西
南
研
究
は
、
き
わ
め
て
明
確
な
地
域
特
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
楊
成
志
に
見
る
よ
う
に
、
そ
の
系

譜
は
一
九
二
〇
年
代
末
広
州
の
西
南
研
究
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
一
九
二
〇
年
代
末
の
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
中
央
の
論
理
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
、
中
央
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
近
代
学
術
史
に
お
い
て
、
両
者
の
位
置
付
け
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、「
西

南
研
究
会
」
の
活
動
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
一
九
三
三
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
広
州
市
政
府
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
、「
広
州
市
展
覧
会
」
も
、

同
学
会
と
同
じ
歴
史
的
背
景
を
持
つ
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
。
同
「
展
覧
会
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
176
拙
稿
「
近
代
中
国
と
文
物
事
業
」
参
照
。

227
）

楊
成
志
「
西
南
民
族
的
研
究
（
西
南
民
族
自
序
）」
前
掲
注
222
『
西
南
研
究
』
創
刊
号
所
収
。

228
）

楊
成
志
は
広
州
で
「
西
南
研
究
会
」
の
創
設
に
関
与
し
た
後
、
念
願
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
留
学
へ
と
向
か
い
、
パ
リ
で
民
族
学
を
学
ぶ
。
フ
ラ
ン
ス
留
学

後
の
一
九
三
三
年
に
パ
リ
で
執
筆
さ
れ
た
の
が
、「
中
国
西
南
民
族
中
的
羅
羅
族
」
と
題
す
る
論
文
だ
が
、
彼
は
そ
の
中
で
西
欧
・
日
本
の
東
洋
学
者
に
よ
る

羅
羅
族
（
現

族
）
研
究
を
回
顧
し
、
苗
族
と
同
じ
西
南
辺
境
民
族
の
一
つ
で
あ
る
羅
羅
族
を
め
ぐ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
国
外
起
源
説
に
対
し
て
厳
し
い

批
判
を
加
え
て
い
る
（
楊
成
志
「
中
国
西
南
民
族
中
的
羅
羅
族
」『
地
学
雑
誌
』
一
、
中
国
地
学
会
、
一
九
三
四
年
〔
前
掲
注
206
『
楊
成
志
文
集
』
所
収
〕）。
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229
）

鳥
居
龍
蔵
著
・
国
立
編
訳
館
訳
『
苗
族
調
査
報
告
』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
（
一
九
三
五
年
十
二
月
劉
英
士
訳
序
）。
す
な
わ
ち
前
掲
注
36
鳥
居
龍
蔵

『
苗
族
調
査
報
告
』
の
中
訳
本
で
あ
る
。
訳
書
の
結
論
部
分
に
お
い
て
、
原
著
の
末
尾
に
あ
る
「
昔
日
の
三
苗
の
国
は
今
や
悉
く
漢
民
族
の
有
に
帰
し
」
云
々

（
本
稿
第
二
章
第
七
節
所
収
）と
い
う
、
典
型
的
な
苗
族
先
住
説
に
立
っ
た
記
述
が
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
意
図
的
な
判
断
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
原
著

の
日
誌
部
分
が
翻
訳
さ
れ
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、
単
に
有
用
な
記
述
で
な
い
と
見
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
鳥
居
の
苗
族
調

査
時
の
旅
日
記
で
あ
る
前
掲
注
33
『
人
類
学
上
よ
り
見
た
る
西
南
支
那
』
を
、
凌
純
声
が
借
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯

年
図
書
館
蔵
史
語
所

案：

雑
三
五
｜
二
「
凌
純
声
借
書
券
（
一
九
三
七
年
四
月
三
日
）」
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。

230
）

鳥
居
龍
蔵
の
苗
族
研
究
に
対
す
る
民
国
学
術
界
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
江
応

「
評
鳥
居
龍
蔵
之
苗
族
調
査
報
告
」『
現
代
史
学
』
三
｜
二
、
国
立
中
山
大

学
史
学
研
究
会
、
一
九
三
七
年
四
月
の
ほ
か
、
胡
慶

「
湘
西
苗
族
調
査
報
告
（
書
評
）」『
辺
政
公
論
』
七
｜
三
、
辺
政
公
論
社
、
一
九
四
八
年
、
お
よ
び

楊
志
強
「
鳥
居
龍
蔵
的
苗
族
観
」『
貴
州
社
会
科
学
』
二
、
貴
州
社
会
科
学
院
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。

231
）

筆
者
の
江
応

は
、
一
九
三
六
年
に
中
山
大
学
院
研
究
院
に
入
学
し
、
楊
成
志
の
薫
陶
を
受
け
た
。
江
応

「
自
伝
（
一
九
八
七
年
）」『
江
応

民
族
研

究
文
集
』
民
族
出
版
社
、
一
九
九
二
年
参
照
。

232
）

凌
純
声
・

逸
夫
『
湘
西
苗
族
調
査
報
告
』
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
。
本
書
の
序
文
は
一
九
四
〇
年
四
月
に
雲
南
昆
明
郊
外
の
龍
泉
鎮
に
疎
開
中
の

同
研
究
所
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
印
刷
に
ま
わ
さ
れ
、
翌
一
九
四
一
年
に
は
校
正
を
終
え
て
い
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
で

上
海
が
陥
落
し
た
た
め
、
正
式
な
刊
行
が
戦
後
の
一
九
四
七
年
に
ま
で
遅
れ
た
こ
と
が
、
同
書
の
付
記
に
見
え
る
。
凌
純
声
・

逸
夫
が
本
書
を
執
筆
し
た

歴
史
語
言
研
究
所
の
旧
址
、
龍
泉
鎮
宝
台
山
上
の
弥
陀
殿
を
、
筆
者
は
二
〇
〇
九
年
九
月
、
探
し
訪
ね
る
機
会
を
得
た
。
現
地
調
査
報
告
は
別
稿
に
て
行
な

う
予
定
で
あ
る
。
な
お
鳥
居
龍
蔵
は
戦
後
北
平
の
燕
京
大
学
在
職
時
に
本
書
に
接
し
、
現
地
で
こ
れ
に
対
す
る
書
評
を
発
表
し
て
い
る
（
鳥
居
龍
蔵
「
湘
西

苗
族
調
査
報
告
」『
燕
京
社
会
科
学
』
一
、
燕
京
大
学
、
一
九
四
八
年
〔
前
掲
注
33
『
鳥
居
全
集
』
六
所
収
〕）。
そ
こ
で
鳥
居
が
、
か
つ
て
自
ら
が
立
脚
し
た

苗
族
先
住
説
が
批
判
さ
れ
た
こ
と
に
目
を
留
め
、「
凌
・

両
氏
は
…
…
は
じ
め
に
湖
南
省
に
居
住
す
る
苗
族
を
述
べ
、
古
代
の
揚
子
江
附
近
一
帯
に
居
住
し

て
い
た
三
苗
が
、
何
種
で
あ
る
か
を
最
初
に
論
及
し
て
い
る
。
三
苗
と
い
う
の
は
、
今
日
の
苗
族
で
は
な
く
、
今
日
の
苗
と
は
す
な
わ
ち
古
代
の
い
わ
ゆ
る

で
あ
る
。
ま
た
古
代
の
い
わ
ゆ
る
蛮
と
は
、
ま
さ
に
現
在
の

人
あ
る
い
は

人
で
あ
る
、
と
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
私
は
大
い
に
検
討
の
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
両
氏
の
研
究
も
ま
た
、
一
説
と
し
て
参
考
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
、
凌
純
声
・

逸
夫
ら
の
主
張
に
対
し
て
関
心
を
示
し
て
い
る

こ
と
は
、
一
九
四
八
年
当
時
の
彼
の
民
族
史
観
を
理
解
す
る
上
で
参
考
と
な
る
。
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233
）

馬
長
寿
「
中
国
西
南
民
族
分
類
」『
民
族
学
研
究
集
刊
』
一
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
、

逸
夫
「
中
華
国
族
的
分
支
及
其
分
布
」『
中
国
民
族
学
会

十
周
年
紀
念
論
文
集
』
中
国
民
族
学
会
、
一
九
四
四
年
（

逸
夫
『
中
国
民
族
及
其
文
化
論
稿
』
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
二
年
所
収
）。

234
）

前
掲
注
210
凌
純
声
『
松
花
江
下
游
的
赫
哲
族
』。

235
）

前
掲
注
202S

h
iro
k
o
g
o
ro
ff,

S
.M

.,
S
ocial O

rgan
ization

 
of
 
th
e N

orth
ern

 
T
u
n
gu
s

（
シ
ロ
コ
ゴ
ル
フ
著
・
川
久
保
悌
郎
ほ
か
訳
『
北
方
ツ
ン

グ
ー
ス
の
社
会
構
成
』）
参
照
。
そ
の
本
文
中
の
記
述
に
見
る
よ
う
に
、
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
の
当
時
の
関
心
の
一
つ
は
、
ツ
ン
グ
ー
ス
（
原
ツ
ン
グ
ー
ス
）
の
南

方
性
を
め
ぐ
る
仮
説
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
は
、
広
州
滞
在
時
に
駐
屯
兵
員
の
形
質
人
類
学
的
デ
ー
タ
収
集
を
進
め
、
楊
成

志
と
の
摩
擦
を
生
ん
だ
昆
明
滞
在
時
に
も
現
地
の
兵
員
の
デ
ー
タ
収
集
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
彼
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
で
の
未
完
成
の
業
績
の

中
に
も
「
中
国
南
方
人
之
発
育
」「
中
国
南
方
人
類
学
之
一
」
が
見
え
る
（
前
掲
注
180
無
記
名
〔
傅
斯
年
〕「
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
十
七
年
度

報
告
」、
お
よ
び
無
記
名
〔
傅
斯
年
〕「
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
十
八
年
度
報
告
」
前
掲
注
210
『
国
立
中
央
研
究
院
十
八
年
度
総
報
告
』〔
と
も
に

前
掲
注
179
欧
陽
哲
生
主
編
『
傅
斯
年
全
集
』
六
所
収
〕）。
彼
が
広
州
に
赴
任
し
た
動
機
は
、
そ
れ
ま
で
の
ツ
ン
グ
ー
ス
系
民
族
の
成
果
を
も
と
に
し
た
、
ツ

ン
グ
ー
ス
（
原
ツ
ン
グ
ー
ス
）
の
南
方
性
と
い
う
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
中
国
西
南
民
族
学
の
創
始
と
い
う
傅
斯
年
・
楊
成
志

ら
と
の
思
惑
の
違
い
が
生
じ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
シ
ロ
コ
ゴ
ロ
フ
が
こ
の
当
時
、
形
質
人
類
学
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
202

費
孝
通
「
人
不
知
而
不
温
｜
読
後
憶
師
」
を
参
照
。

236
）

鳥
居
龍
蔵
の
民
族
史
論
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鳥
居
龍
蔵
と
東
ア
ジ
ア
」『
北
方
を
旅
す
る
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
を
参
照
。

237
）

前
掲
注
233
諸
文
献
を
参
照
。

238
）

林
恵
祥
『
中
国
民
族
史
』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
。

239
）

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
蔵
傅
斯
年

案：
｜
一
四
七
「
傅
斯
年
先
生
致
顧

剛
先
生
函
稿
（〔
一
九
三
九
年
〕
二
月
一
日
）」（
傅

楽
成
「
傅
孟
真
先
生
的
民
族
思
想
」〔
前
掲
注
161
『
傅
孟
真
先
生
年
譜
』
所
収
〕
に
部
分
的
に
掲
載
〔
字
句
に
一
部
異
同
あ
り
〕）。
本
史
料
は
、
当
時
、
と
も

に
雲
南
昆
明
に
疎
開
中
で
あ
っ
た
顧

剛
に
宛
て
た
私
信
の
控
え
で
あ
る
。
月
日
の
み
の
記
述
し
か
な
い
が
、
前
掲
注
110
『
顧

剛
日
記
』
四
（
一
九
三
九

年
二
月
七
日
）
に
は
、
こ
の
私
信
を
受
け
取
っ
た
顧

剛
自
ら
の
所
感
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
一
九
三
九
年
二
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の

時
の
二
人
の
や
り
取
り
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
157
拙
稿
「
歴
史
学
者
と
国
土
意
識
」、
お
よ
び
本
稿
続
篇
第
九
章
で
の
議
論
を
参
照
。

240
）

凌
純
声
と
共
著
者
で
あ
っ
た

逸
夫
が
、
後
に
今
日
の
苗
族
を
い
に
し
え
の
「
三
苗
」
に
結
び
つ
け
る
立
場
へ
と
転
向
し
て
い
る
こ
と
は
、
謝
世
忠
氏
が
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指
摘
す
る
重
要
な
論
点
で
あ
る
（
謝
世
忠
「

氏
民
族
史
的
性
質
及
其
方
法
理
論
建
構
法
則
｜
兼
論
中
国
地
区
族
群
的
歴
史
過
程
研
究
」『
人
類
学
研
究
｜
慶

祝

逸
夫
教
授
九
秩
華
誕
文
集
』
南
天
書
局
、
一
九
九
〇
年
（
謝
世
忠
『
国
族
論
述
｜
中
国
与
北
東
南
亜
的
場
域
』
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
〇
四
年
所

収
）。
本
文
中
で
筆
者
が
述
べ
た
当
時
の
彼
ら
を
取
り
巻
く
状
況
と
関
連
付
け
て
説
明
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

241
）

耿
文
田
編
『
国
民
大
会
参
考
資
料
』
中
華
書
局
、
一
九
三
六
年
。
中
国
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
に
お
け
る
「
国
族
」
論
の
歴
史
的
位
置
付
け
に
つ

い
て
は
、
村
田
雄
二
郎「
二
〇
世
紀
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」『
現
代
中
国
の
構
造
変
動
』三
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
参
照
。

242
）

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
240
謝
世
忠
「

氏
民
族
史
的
性
質
及
其
方
法
理
論
建
構
法
則
」、
王
明
珂
「『
川
西
民
俗
調
査
記
録
一
九
二
九
』
導
読
」

『
川
西
民
俗
調
査
記
録
一
九
二
九
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
、
王
明
珂
「
尋
訪
凌
純
声
・

逸
夫
両
先
生
的
足
跡
」『
古
今
論
衡
』
十

八
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
、
お
よ
び
本
稿
続
篇
第
九
章
で
の
議
論
を
参
照
。

243
）

中
国
第
二
歴
史

案
館
蔵
『
中
央
研
究
院

案
』：

三
九
三
｜
二
八
〇
「
致
蔡
元
培
〔
院
長
〕
函
」（
筆
者
未
見
。
王
建
民
「
中
国
民
族
学
各
項
工
作
的
初

歩
開
展
」
前
掲
注
４
『
中
国
民
族
学
史
』
所
引
）。

244
）

民
族
学
者
に
よ
る
タ
イ
系
民
族
史
論
は
、
顔
復
礼
・
商
承
祖
に
よ
る
広
西
の
「

」
調
査
報
告
（
前
掲
注
209
『
広
西
凌
雲

人
調
査
報
告
』）
に
際
し
て
の

「
泰
族
」（
タ
イ
系
諸
族
）
同
源
論
が
、
比
較
的
早
い
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
続
く
も
の
と
し
て
、
羅
香
林
・
徐
松
石
ら
の
論
著
（
羅
香
林
「
古
代

越
族
考

上
篇
」『
国
立
中
山
大
学
文
史
学
研
究
所
月
刊
』
一
｜
二
、
同
研
究
所
、
一
九
三
三
年
、
お
よ
び
徐
松
石
『

江
流
域
人
民
史
』
中
華
書
局
、
一
九

三
九
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
系
諸
族
の
認
知
の
過
程
は
、
歴
史
上
の
「
百
越
」
に
対
す
る
評
価
の
過
程
と
も
重
な
る
。
近
代
中
国
に
お
け
る
「
百

越
」
史
論
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
20
拙
稿
「
歴
史
学
者
と
南
支
那
」、
お
よ
び
拙
稿
「
嶺
南
史
に
お
け
る
秦
と
南
越
」『
東
洋
学
報
』
八
四

｜
四
、
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
参
照
。
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北
大
文
学
研
究
科
紀
要


